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シリーズ (1954-1976)の作者であるLucy M.Boston(1892-1990)力、｀イギ
リスの Cambridgeshireに実在する何百年もの時を経た石の館に住み、館の息遣いを直接感 じ
ながら物語を書き上げたことはよく知られている。物語は、読み手に石の 「館」の特異性につ
いて考えさせ、そこに住んでいた人の記憶を辿らせる。Alison Uttley(1884-1976)もまた、A
TF″フιJJ`r′″Tlir71ι(1939)のなかで16世紀のマナーハウスと現代の館を行き来し、古き「館」で
過去の人物に出会う少女を描く。このように、イギリス児童文学の作品には「館」や 「家」が
物語の背景で重要な役割を果たし、確固たる位置を占めているものが特徴的に見られる。「家」
と密接に繋がる物語、「家」や場所の感覚を強く感 じさせる作品が多く存在する。
英語において、「家」を示す語は豊富である。〃house″の同義語として、abOde、accommodation、
building、cabin、cot、cottage、donlicile、dw lling、edifice、habitauon、hall、home、homestead、
hut、 lodge、 lodging、 quarter、 residence、 shack、 shed、 shelter、 tenement等が挙げられる
(大橋 12)。その他にも、bungalowやchalet、hermitageやlairなど、家の形や性質で分類すれ
ばさらに多様な語が見られるであろうし、Placeなども「家」の意味を持つ。このような例は、
イギリス児童文学において、多様な家の物語が多く見られる点と関連があるに違いない。
児童文学における「家」の物語についての先行研究に関していえば、これまで作品論のなか
で「家」について触れられることはあつたが、「家」を中心に論 じた研究は見られなかつた。
そのなかで、Pauline Dewanが動θ Ho"sθ′sS`オ′j“g′ LS1/7「Ibο:ノ ″
“
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(2004)を発表し、英語圏の児童文学作品における「家」の物語に焦点を当て、主に背
景としての「家」が作品構造上どのように機能しているかという点について述べている。児童
文学における初めての「家」の物語の研究書として、多くの作品を取り扱った労作であり、「家」
の物語を概観するときに有効であるが、その一方でイギリス児童文学のみではなく、網羅的に
作品を取り上げたため、個別の詳細な作品検討には至っていない。また、日本におけるイギリ
ス児童文学研究では、三宅 (1993)力「｀古い館そのものが、主人公であるかのような作品群」
(321)を取り上げ、児童文学における「家」の重要性を指摘しており、この分野の研究における
鍬入れを行った。けれども、その後他の研究者によつて深められることはなかつた。
そこで本研究は、イギリス児童文学において、「家」が重要な意味を持つと考えられる作品
に着眼し、児童文学において描かれる「家」の意味や役割、象徴するものを、「家Jや「台所」
「子ども部屋」といった切 り口で探りながら、児童文学における「家」の様相をいろいろな角
度から論 じるものである。構造としての 「家」、枠としての 「家」の様相に加え、物語の形成
に不可欠の存在として描かれた「家」という空間と、そこで生きるメ、間の有 り様を中心に探る
ことで、物語に描かれた「家」の意味を明らかにすることを目的としている。扱つた作品は、
19世紀末から20世紀後半に至るイギリス児童文学作品のなかから、家に焦点が当てられてい
ると考えられる代表的な物語で、かつ現代においても読み継がれている作品という理由で選択
したものである。限られた作品ではあるが、イギリスの作品に特化 t/、個々の作品の分析を試
みることで、イギリス児童文学の特質を探 り、作品において 「家」の力がいかに機能し、どの
ような役割を担つているかが明らかになると考えている。
本論文は「家」の物語について、大きく分けて二つの視点から考察している。ひとつが、「建
物としての家」の様相であり、もうひとつが、家に生きる人々との関係が顕著である「人の生
きる家」の様相である。
第一章 「建物としての家」では、最初に家の素材としての「石」の性質を生かしたLucy M.
BostonとAlison Utteyの作品を取り上げ、「家の力の トポスとしての石の館」の様相を考察す
る。物語に描かれた、何百年も建ち続ける「石」の家の特質を中心に探る。次に、自然のなか
の動物の住処を扱ったものとして、Beatrix Potter、A.A.Milne、Kenneth Grahameの作品から、
擬人化された動物各々の住まいを読み解きたい。そこから、「家の力の源 としての自然」の様
相を考察する。登場人物自身を表す 「家」の姿や、社会背景や階級を反映した 「家」、複数の
家々から構築された世界の特徴を明らかにしたい。Soudenが「住いというものは住人より長ら
えるものであり、そう急速に変化するものではない。同じ屋根の下で何世代もが生活し続ける
のである。もしイギリスを象徴するものは何かと問われれば、人はただちにこう答えるに違い
ない一それは古いイギリスの民家だ。(Stuart Dick)」(スー デン 60)と引用しているように、イ
ギリスの社会や文化を象徴する媒体としての「家」の機能もまた、物語から読みとれるであろ
う。
第二章では、家の中で人が過ごす場所に焦点をあて、子どもにとつて生活の基盤である、「子
ども部屋」というトポスの構造を考察する。最初に、作者の子ども時代を反映する「家」とし
て、PotterやMilne、Edith Nesbit自身の子ども時代を探 り、それを)がどのように物語に内包
されているのかを確認する。次に、子どもの遊び空間としての「子ども部屋」について、Nesbit
や Jo M.BaFrie、Philippa Pearce、Milneの作品を取り上げて考え、「子ども部屋」に見られる
要素について論 じたい。さらに、子どもの成長する場所として機能するのが、「家」のなかで
の 「食べる」空間であろう。「家」の中で遊ぶことと食べることを通 して、子どもの生きる場
所そのものが構築されていることを明確にしたいと考えている。最後に、時の流れのなかで人
が行き続ける様を見つめる「家」について、「記憶の堆積としての家」として、「時」と「女性」
という観点から探る。Bostonの描く「家」を取 り上げ、彼女自身の人生と重ね合わせながら、
「家」とそこに生きる人との関係性を分析し、古い「家」を拠 り所 としていた Boston力紡｀い
だ物語の本質に迫りたい。その後、PearceのTo″tMゴ′″ψ
`Gα
γ′ιπにおける時の堆積について
論じる。以上の考察を通して、イギリス児童文学に描かれた「家」の力を、材質を含めた家の
構造、居住者との関わりという点から、具体的に解明する。
なお、本論文では、″housё″を表す語として、主に「家」と「館」という語を用いる。「館」
という場合、後述する「マナーハウス」を含めた大邸宅を意味することとする。また、「イギ
リス」という場合、Englandのみでなく、〃The United Kingdom of Great Britain and Northern
lreland〃全体を指すこととする。
第一章 建物としての家
1.家の力の トポスとしての石の館一Lucy M.BostonとAlis  Uttleyの作品
イギリス児童文学における「館」の物語において、考察すべき点の一つは「館」の材質であ
る。「家」の主な材質は大きく「木」と「石」の二つに分けられる。日本において、家は第二
次世界大戦前までは、主に本で作られたものであった。それに対してイギリスの家は石造 りの
ものが多く、従って、物語に現れる「家」も、大抵の場合が石の家である。なかでも石の家の
印象が最も顕著な作品は、Lucy M.BostOn(1892-1990)のGr``“Kttοω`物語シリーズ全6巻
(1954-1976)であろう。Bostonは、1120年頃1に建てられた、「常に住みつづけられてきた家」と
しては、イギリス最古の石の館に実際に住み (D.Boston(1995)121)、その館からインスピレ
ーションを得て、館本来の姿とその歴史とを刻み込みながら、館とその館を取り巻く互いに調
和し合 う様々な空間を物語の中で描き出した。Bostonはこの館に53年間住み、1990年に死去の
後、館は息子Peter夫妻の手によって管理された。Peterの亡き後、現在は妻Dianaが管理を行つ
ている。まず最初に、イギリスを代表する館の物語のモデル となり、現存するBostonの住んだ
館について述べておきたい。
Bostonが初めてイギリス、CambridgeのHemingford Creyを訪れたのは1915年、23歳の時だ
つた。看護婦として戦地への赴任を待つ間、Cambridgeに住む兄弟を訪ねたのである。その小
さな村は彼女の目には:'the most forgotten bit of rural England′ 、vonderfully left behind‖
(Boston(1992)171)と映つた。Lucy Bostonの息子の妻であるDiana Bostonによれば (1993′)、
Lucyは1935年に離婚した後、ヨーロッパの音楽の都を訪れようと、フランス、イタリア、オー
ス トリア、ハンガ リーを街径っていた。そ して1937年にヨーロッパ旅行か ら戻つた際、
HemittfOrd Creyのマナーハウスが売りに出されているのを見つけたのである。つまりBoston
は、ちょうど孤独の旅から戻つてきたときにこの館と巡 り会ったのだつた。館は彼女にとつて、
心身を休める避難場所であったといえる。tostonが手に入れたマナーハウスは三方が堀に、一
方が川に面した、完全に水に囲まれたノーマンハウス2でぁった。初めてその館に足を踏み入れ
たときに、Bostonは暖かい歓迎の雰囲気を感 じ、興奮に包まれて直t)に館の虜となり、息子の
手を借 りながら二年かけてこの建物を修理した。
館の修理が進むなか、Bostonは、館が建築されてから今 日まで八世紀の間にここに住んだ
人々の足跡を辿 り、その人々の息遣いを感じる。Roseは、この館は ″a key tO exPlahing how
and when she came to be a writer.″(20)と指摘する。また、Bostonは作家としてのスター トが
遅く、1972年62歳の時に第一作目の並ω H″::、 同年、児童文学作品としての第一作目の動θ
C層:′″
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Gr`θ4K“ουιを発表しているが、「そんなに年をとつてから書くことを始めようと思
ったのはなぜか」と尋ねられると、「この家自身が、書くようにとやかましく言うからです」(D.
Boston(1993)4)と答えている。さらに、Bostonは、館 と館を取 り巻 くものか らの語 りかけにつ
いて、次のようにも述べている。
I use rny eyes′In  ears and my nOse and report as carefuny and as accurately as l can
l～rhat these tell lne′ about the house′ the garden′ the people that come here′ h,
village′the sky and all the trailingノmyste ious relics and suggestions of the past.
(ibid.4)
Crouchが ″...she[=Bostonl is herself possessed by the sPirit Of the lovelシinfinitely old
house in which she lives.Green]くnowe i  waiting to dictate rnore of its secret to this wise and
understanding amanuenids.″(305)と述べるように、この古い館は巧みにBostonを刺激 し、筆を
執るよう触発 したのであ り、彼女を虜にす る魔法 ともいえる大きな力を備 えた館だといえる。
Bostonが館の外観のみならず、その歴史を明らかにすればす るほど、彼女はその雰囲気や背景
をなす風潮を感 じとり、館に対する親 しみや愛情が増せば増すほど、彼女の想像も広がってい
つたのだと、Rose(24)は述べている。
ここで、BostOnが石の館への強い思いをこめて描いたファンタジー作品、Green Knowe物
語における館の成 り立ちを見ておきたい。館の始ま りのエピソー ドは、Green Knowe物語の最
終巻 動
`Stο“` sげ
G“θ
“
K“θωθ(1976)に描かれている。1120年にOsmund d′Aulneauxはノルマ
ンの伯爵に仕え、マナー と呼ばれる領地を所有 してお り、地所の中央に新 しく美 しい石でマナ
ーハウスを建てる3。 Osmundの次男で 11歳のRogerは、新 しい家が建て られていくのを熱心
に眺め、それが完成す ると非常に誇 りに思い、いつまでも生きていてほ しい と願 う。Creen
Knowe物語の第一巻 動θ(勁J:′
““
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K“θωθ(1954)の時代設定は1970年であるが、850年
を経ても、このマナーハウスはまだ堂々と建っている。館は強くて暖かみがあり、三フィー ト
にもなる厚い石の壁や、美しく磨かれた古い時代の家具、大きく構えられた暖炉といつた過去
の遺物を抱えながら建ち続けている。これらの遺物は ″as certain and Permanent as the smell
and sound ofthe sea in a shell″″(the tinOsPhere Ofl unexpectedness of the hOuse″(ス
“
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K″θωθ 41)と描かれ るような雰囲気を作 り出 している。
館の材料 としての石には、独特の雰囲気を作 り出す要素が多 く含まれている。物語の主人公
ともいえる、館に住むMrs 01dknowの曾孫Tollyは初めて館を訪れたとき、イ′Its thick stone walls
were strong′warm and lively.″(磁`
Ch ttγ
ι4 o/Gγ
`θ“
K71θω
`17)と
描写される石の壁から、自分
が迎え入れられたことを感じる。また、この館に過去に住んでいたAlexanderは教会で歌って
いると、″He cOuld feelthe building round him alive and trembling with sound.″と宛tじ、′The
shivered echO multiPlied itSelf by thOusands.  . ..every stOne in the building stirred and
murmured.〃(ibid.108-109)と実感する。また、Tollyは日の見えないふりをして遊んでいると
き、石の壁のまた違った一面を見つける。
The stOne walls that were so imposing and certain to sight were gentle and curving
to touch′allnost warnl′ to be patted like living creatures.They bulged or sloped
away and their edges were blurred or worn off。(TたιCみj″
“` ν
sげG“ι
“
K“θωι 40)
一般に、鉱物である石は冷たく死んでいるといつたイメージを浮かべがちであるが、Tollyはそ
こから暖かみと優しさを感じとる。このことは、次の動ι Sfθ
““げ
Grι
“
K“θυ` における石工
の言葉によっても説明されている。
Thereis good stone and bad stone′you coul ay it:s livin3・・・・Put your hand on a
natural boulder warm in the sun′you can feelitis not dead′like bon  for instance....
Some pieces of stOne are by nature bad′you canit do anything with thenしa d some
are solid and 10yal and will last for ever.Besides thaしstone tak s something from
whatitis used for.(10)
このような石の持っている性質は、我々に永遠性をも感じさせる。石は ″….all daing back
tO the day ofthe creation when God made the earth″(ibid。43)と描かれるように、この世の始
まりから存在 し続け、すべてのことをいつまでも ″Stone remembers.″(ibid 28)なのである。
従って、石が家の材料として使われるなら、その家は思い出と共に長く続いてゆき、「永遠性」
の要素は家に安定感をもたらす。石は ″(Stone)had settled down to being simply stone again′
reared up here by some Flatural action′sm(x) hed and welded by sheer age.″(A Sfγ′
“
gar α
`
G“ι
“
KIIοω`108)と変化 していくのである。そのため、この館を訪れるといつでも、何も変わ
らず自分たちを迎えてくれることに気付く。TollyもまたGreen Knoweを何度も訪れ、そのたび
に安心感を得ることになる。
石 (stone)は、「堅さ、堅固さ、土台」を、転じて 「統一、強さ、団結」を表すといつたイメ
ージがある (フリース 606)。また、「神のエンブレム」であり、新約聖書に「キリス トは、不
信心な人々の上に落ち、彼らを打ち砕く石であり、家造りが捨てた隅のかしら石である。」(ル
カによる福音書 20:17-18)と記されていることからも、「創造主」のイメージをもち、「原始的
な祭壇」を表すこともある (フリース 607)。さらには、部族の名前を刻んだ石などから、「証
言と記憶」「言葉」と関連する (ibid.607)。このように、Green Knoweの石の館から感 じとる
ことのできる、永遠を感 じさせるような安定感、神に守られているかのような安心感、人々の
10
記憶の連なりなどは、素材である石の持つイメージがその一端を担っていることがわかる。
Townsend(32)は3ostonの館の描写に対する姿勢を、″She believes in the goodness of the
natural living creature′in■oots/in continulty′and she is able tO symbolize these values in the
house′itself built of natural materials′which sh  h s said she cannOtthink of as′a thing′.″とl塗
べる。またその館を「物」だと考えることはできず、コンクリー トとそれが象徴するものすべ
てを嫌悪していると指摘している。BostOnのコンクリー ト嫌いは、スSfr′
“
g″′:G″`
“
K“θωιか
らも窺える。
...COnCrete which seems tO be chosen because where it is there can be nothing
else～―not the tiniest covering oflichen of moss′nor the slenderest blade of grass.The
most it can tolerate is green or yellow slime.It is kind of solid nothingness it takes
nothing in/it gives nothing back.(43)
この描写ではコンクリー トが「無」の世界だとされ、Boston自身の館が「物」ではなく生きた
存在だと捉えられているのと対照的である。
石の館について論じるにあたり、ここで、イングランドの風土と石材について簡単に述べて
おきたい。Great Britain島には、南北にペナイン山脈 (the Pennines)が背骨のように横たわり、
その南部には険しい地形は少なく、唯一ジュラ系石灰岩帯と呼ばれる緩やかな山地がある。こ
の石灰岩帯は、イングランドでは数少ない石材の産出地となっている (大橋 6)。
Braunによると、二千年以上前から、イングラン ドの西部には多くの石があり、人々は蜜蜂
の巣のような ドー ム状の建物を石で作る方法を習得していた。初期のイングランドの家々は西
部の荒地や低地の丘陵地帯、あるいは温和なイングランド南東部の自亜質の平地から生じて発
達したと考えられている。この国の古い建物に使われていた二つの主な材料は木と石であるが、
特に、西部の石の多い地方では、石を荒く積み重ねて壁を築くことが始められ、その一方で、
南部では木材が豊富であつたため、木造の家が多く建てられた。つまり、イングラン ドの建築
11
は、西部から生まれたものと同東部から生まれたものとの、二つのスタイルから始まつている。
征服王Williamがイギリスに来たとき、最初にしたことはアングロ・サクソンの農民たちの
怒 りから自分たちの家を守るための城を築くことであった。城の防御物の内側には、非常に厚
い壁をもつた石造りの家屋が建てられていた。ノルマン人の城の建築者たちは、頑丈で城壁が
敵に占領された場合でも、引き籠もることのできるような住まいを築いた。また、西部や北部
ではアングロ・サクソンの人々は、最初はローマの修道僧に教わり、その後は独習で、周 りに
散在 している″rubble stolle″(粗石)をそのまま加工もせずに用いて教会を建てていたが、次
第に四角いブロックに切 り出した石や、〃lime stOne〃(石灰石)から作られたモルタルを使っ
て美しい壁のある建物を建築するようになった。ノルマン時代には、キリス ト教の普及にも従
い、立派な石造教会を含む多数の教会が建築され、Tower of LondonやWindsor castleなどの
大規模建築も次々と建てられた。1120年に建てられたと描かれる「Green Knoweの館」も同時
期の建築物であり、この館の素材としてバーナック石 (Barnack stone)4が用いられている。そ
の一方で、一般の人々の家は簡単な小屋程度のものであり、その中には、小さくはあるが石の
家も見られた。
中世になると、ノルマン人の貴族たちは自分たちの住む家を持つようになり、財産を納める
ことができるほどの頑丈な部屋のある、石造りの家が建ち始めた。ノルマン人の住宅の建築者
が、寝室の床を木造ではなく石造にすることを好んだ理由の一つは、石造の床の上では火を焚
くことができたからである。まもなく、囲炉裏から壁の中に暖炉を作ることも考え出された。
王官などの大きな館では、ホールと呼ばれる低い壁でできた石の建物が中央に建てられ、そこ
で、王に仕える人々が寝食を共にし、ホールの周囲全体に小さな石の家が散在 し、そのうちの
一つに王や女王が住んだ。その後、大地主たちも大きな邸宅を構えるようになったが、それに
ついては、本論第一章 2-(3)―(b)「Toadの館」で後述する。
A4E4θtty αサGr`ι
“
K“θω
`に
おいては、石の館のもつ神秘性が顕著に現れている。たとえば、
Pingは"Stones ought to be magic′hey fit your hand too well.It feels as though they meant
something important.‖(A“E“
`協ノ
α
`G“
ι
“
K4οω` 9)と語 り、Tollyは
‖I'm glad this house is
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stone.It smells of stone. . . .lDo you think when they built this they put in some magic
somewhere to make itlast?"(ibid.13)と感 じる。このような石に関して魔法の意識が現れる一
因として、石そのものの歴史を感じさせる多様な石の形状が挙げられる。すべての石は、雨や
風、潮流や波のような自然に曝された末、あらゆる色や形を持つに至る。典型的な石の館であ
るGreen Knoweもまた、磨 り減って砕け、脆く崩れ、その結果、神秘的な要素に溢れた館とな
つた。この点における館の描写は次の通 りである。
(At Creen K■o、ve)behind the exciting colours and shapes of its andent self there
IIIlight be surprises fron■the unknOwn universe′that the house、vas on goOd terms
、″ith that t00′and had nO intention ofshutting outthe un―understandable.(ibid.15)
いつでもすべてを暖かく迎え入れてくれる心地よさと、見知 らぬ世界からの驚異が共存 した結
果、謎めいた雰囲気に溢れた館が生まれてきた。・Now and Not―now is the mostteasing of all
mysteriesr and if you let in a nine―h ndred―year dose of tilne′you et in alllnost everything.‖
(ibid.15)と描かれているように、その″mystery″と時の要素が混ざりあつて、現実の館のなか
に別世界が現れたのである。そ してその別世界を維持するために働 く館の力が強く感 じられ る。
Rogerが ‖...the new house that■vOuld stand to repelinvaders′to receive heroes′t00utlast
perils′to withstand in its living stone walls the e宙ls of witches and demons.‖(η
`S′
θ4のげ
G″θθ″K″θυι 23)と感 じているように、館は自分自身を守るための力を携えていたからこそ、
こんなにも長い問建ち続けることができたのだともいえよう。
Boston同様、Alison Uttley(1884-1976)もまた、館 と風景に強い魅力を感 じているイギリス
人のひとりであり、A Tr′υιιθrれ爾″ (1939)においてはCreen Knowe物語と同様、館に焦点
が当てられている。物語は、主人公の少女PenelopeがThackers農園と呼ばれるかつての荘園
で時間の旅をする、Uttleyの作品中唯一の長編ファンタジーである。療養のため、母方の田舎
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であるThackers農場に転地したPene10peは、そこで 16世紀へと時を超える。時間を超越 し
た旅において、時間は過去へと遡つても、場所は変わらずThackersの館・農園であり、Penelope
はThackersの推移を目の当たりにする。
初めてPenelopeが姉弟と共にThackersを訪れた時、彼女は緩やかな谷間を背景に浮かびあ
がる礼拝堂の塔や納屋の切妻を眺め、道端の草花や湿つた苔の匂いをかぎ、Londonでは味わ
えない田舎の平和な静けさに足を踏み入れる。そして、Thackersの館で最初に案内されたのが、
広くて気持ちのよい台所であった。その時の台所の様子は次のようである。
...where the fire blazed in a side′open hearth′nd a kettle sung and lights came
sparkling and glittering froln brass and copper and grey pewter.Such a smell of
cooking there was一a brown fowl baking in front Of the blaze′sausages sizzling in
the frying―Pan′and the logs hissing and sPluttering on the hearth。(28)
この活気に満ちた台所は、食事をとり、暖炉を囲んで交流するPenelopeらの生活の基盤とな
る場所である。台所にある暖炉は、″Home could just be a hearth′a fire on e bare grOund by
any human lair.That may、ven be the one thing that nobody can quite do■vithout:a fireplace′
some focus.After all′ifa home had no focus′you c uld not startfrom it.Home is atthe center.
For many of us′a hearth marks thatfOcus from which we start.〃(Rykwert 47)と述べ られるよ
うに、家がまだ原始的なものであった時代から、家の中心であ り、家には不可欠のものであり、
人々の出発点 となる場所でもあった。そ して台所は、〃■s(sic。)a g00d hOmely room as our
family has lived in for generations.″
“
T ″υιJルγ効 爾協ι42)とい うAttnt Tissieの言葉 どお り、
整理整頓 され磨きたてられた客間や居問よりも皆をくつろがせ る部屋 となつている。台所は、
Penelopeの行き来する16世紀 と20世紀の館の不変性を示唆する。16世紀の台所の様子は、
次のように描写 される。
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...along the stone passage tO the roOm l knew so well....Strange smells came
drifting through the air/pungent odours of spices and lneats and smoke from the fire′
and strattge peOple were standing about on the flagged floor、vhere green rushes
were strewn.A great fire burned in the Open hearth and round it were saucepans of
brass and iron siinmering in the edges Of the frames... (ibid.60)
16世紀のThackersの館の台所では絶えず暖炉が燃やされ、そこは、大鍋が湯気をたてるなか
を陽気な人々が忙 しく立ち働く、館内で最も活気のある場所である。特に台所にある暖炉(open
hearth)は、「かまどとその生き生きとした火は、いわば家そのものの核心であり本質である。
それは、男も女も、老いも若きも、主人も僕も、すべての者が食事をとるためにその周囲に集
まる場所である。そこで、かまどの火 と食卓とは象徴的な意味をもつものとなる。」(川崎 (1991)
73)と述べられているように、家庭の団攣の象徴であり、館の雰囲気を形成する大きな役 目を
担っている。時は違えども暖炉に燃える炎に変わ りはない。壁面にかかつているのが″the
long―shafted weapontt the pikes and halberds″である代わりに″uncle′s gun″であり、暖炉に掛
けられているのが″the great cauldron Of venison″である代わりに〃a c pper kettle″であり、炎
の前にあるのが″the sPit turned by a swarthy/gree‐eyed boy″である代わりに″Dutch oven
with a bird grilling in iピ′は Trαフ
`:ι
ιr,κT滋
`87)で
あるという違いはあれど、暖炉のある台所が
常に館の原動力であり、人々が集い憩 う場であることは時を経ても変わりはなく、そこに住む
人々の生活様式にも共通点がある。
また、 〃Early kitchens were often of PlaStered wood′built round an Open hearth.The danger
of fire lnade it essential for them tO be free―standing′although sOm times connected to the hall
by a passage or covered way leading to it through the buttery and Pantry....When stOne
kitchens began to become the norm in the fourteenth century7 the fire risk disappeared′and
they cOuld safely elide with the hall b10ck.″(Girouard 66)という中世の台所に関する記述か
らも、 Penelopeの入り込んだ過去のThackersの台所は独立した別棟ではなく、本館内に置か
15
れていたと考えられる。さらには、ラベンダーの良い香 りのする居心地の良い居間、″a carved
bed with grape―vines″(スTrαυ
`ル
ゴ
“
Tizι 96)や″the great carved tallboy chest′′(ibid.99)などの
重厚な家具のおかれた寝室といつたょうに、館内の空間は詳細に描かれる。これらの館の持つ
不変的要素によつて、館には時代を経ても常に同じ雰囲気が醸し出されている。
時を超える館の物語において、重要な要素は部屋そのもののみならず、そこに流れる空気や
香 りである。A Trαυ
`Jル
rJ“Timθにおいて、PenelopeはThackersに到着した途端、多くの匂い
を感じとる。農園に広がる花や木や苔、台所のソーセージ、寝室のラベンダーと薬草、ベッド
に塗られた蜜蝋、Uncle Barnabasの干し草。これらすべてがThackersの匂いとして、Penelope
に染みついていくことになる。それら現代の館の匂いは、時に過去の匂いと重なつて館の不変
性を感 じさせ、時に、その時代特有のものとして、その時代へと導く手段ともなる。Penelope
の訪れた過去の世界では薬草の匂いが強く、そのほか甘いバラや干し草、あぶ り肉の匂いなど
が漂 う。この匂いは、時を超えて Pene10peに染みつき、彼女が時を超えて過去から持ち帰る
ことのできた唯一のものともなる。一方で Penelopeは、過去から逃げるように現代へと戻つ
てきたある時、苦労の末、現代の日1染み深い踊り場へ出ることができ (Penelopeは自分の意思
で自在に現在と過去を行き来できるわけではない)、 ″The air was different the Smell were
homely―odours of primroses and fresh linen.…″(128)と、過去と現在を匂いによつて識別す
ることができている。
前述したGreen Knoweの館においても、匂いは館の不可欠な一要素として詳細に述べられ
る。館は建築当時から様々な匂いに包まれてきた。木々や木を燃 した煙や、納屋の干 し草やお
がくず、館のまわりに降り積もつた雪の匂い、馬番のBogisが塗っている漆喰の、気持ちを落
ちつかせ優 しく包みこむ匂い、教会の香料や冷たく湿つた地面や、館を形作っている石の匂い。
それゆえ、これらの匂いは我々を過去の世界へと誘 う要因となる。Mrs 01dknowも".…the
scent is an orering.‖
“
“
E“
`協
y″′G“
`“
K“θω
`94)と匂
いを重要視している。動`Cra滋“
ヮsO/
Gr``“K∽ωιにおいて、匂いは日の見えないSusanにとって不可欠のものであり、彼女はあら
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ゆる匂いに頼って生きている。18世紀のGreen Knoweに住むSusanは、見ることはできない
が匂いには敏感で、″the kind ofthing that stars belong to and happen in〃(87)と表現されるよ
うな、遠く離れた誰の日にも見えないものまで感 じることができるようである。Susanにとつ
て現在と過去の境は存在 しないかのように描かれ、20世紀に住む Tolyとも何度も遭遇 してい
るc Susanが時を超えることができる一因は、いつの時代にも変わらない匂いをより深く感 じ
ることであろう。匂いという点もまた、館において時の連続を感 じさせる一要素である。Boston
自身も香 りを特別なものだと考えてお り、″Scent is to me very mysterious.It is the mOst
illnlnediate of the senses′seerni g to reach straight intO the unconscious/unanalysable and
PrOfOundly moving.It can produce the same kind of awed delight as great art....Scent is
bliss.″と述べている(BostOn(1992)265-66)。
匂いのほかにも、これらの館には時を感じさせる象徴的なものが数多く存在する。例えば、
Tollyが初めてGreen KnOweの館を訪れたとき、玄関には大きな鏡があり驚かされる。
There、vere three big old inirrOrs all reflecting each other so that at first Toseland was
puzzled to find what was real′and hich doOr One could go through straight the
■vay one wanted to′ot side■vays somewhere else.He all■ost wondered、″hich was
really himself。(動ιC/2JJ′
“
κげG“ι″K″θωι 15)
Dゴθ′あ
“
″vげSy“bθιS α
“
′Iπαg`r1/(431-32)によれば、鏡 (mirrOr)は「(自)意識、自我」「内
的自己、感情、記憶などの反映」を象徴している。Tollyは鏡に幾重にも映つた自分のうち、
どれが真の自分自身なのかわからなくなるが、それはTollyがまだ自分自身のアイデンティテ
ィを獲得していないことを意味するのであろう。鏡は過去の子どもたちと出会うための必要な
鍵となる。なぜなら、鏡は虚像と実像の間に位置するものであり、このことはTollyが館を訪
れたとき、過去と現在の二つの世界、つまり虚の世界 (空想の世界ともいえる)と現実世界と
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の狭間に足を踏み入れたことを暗示している。Egoff(1981)は、館の中には「思いよりほかに真
実のものはないJことや、そこでは過去と現実がうまく調和 していることを、Mrs oldknowが
Tollyと読者に確信させているのだと指摘する。Tollyのいる屋根裏部屋には大きな鏡が掛けら
れ、部屋の中の物をすべて映し出しているため、"In this house.…everything is bvice!‖(磁ι
働捌″
“
げ Grι
“
K“οω`21)となっている。そして、夜には '_.there was all the room
repeated in the looking―glass′m re mysterious′the m00nlit parts brighter/the dark more
impenetrable.‖(ibid.42)と描かれるように、その神秘性は増 していく。鏡の存在はTollyの想
像を掻き立てることとなる。Tollyが初めてLinnetとAlexanderを見つけたのは玄関にある鏡
のなかの姿であったし、最初の頃Mrs.oldknowが時折彼らを見かけたのも、鏡に映つた姿で
あった。鏡が「現象界における物体の出現と消滅」(フリース 431)を象徴しているのは全く意
味深いことである。A“Eれ
`77zノ
αオGr“4K“θ
"ι
では、古いペルシャ鏡が未来を映し出す機能を持
ち、魔女との闘いの中で lbllyとPingを助ける。Pingが鏡像を見たときの言葉、‖Why do
reflected things always 100k mOre mysterious?‖(34)は、鏡のなかの世界が、現実とは違 う別世
界であることをいい当てているようである。
前述のス7rタフグ々 ri″TlttθにおけるThackersの館と同様、Green KnOweにおいても、鏡 と共
に、暖炉もまた部屋のなかに館独特の雰囲気を与えるものとして考えられる。‖The hearth from
all■me was the centre and heart Of the family."(TII`S′ο
“
ιs O/Gγ
`θ“
K“οω
`19)と
いわれるよう
に、暖炉はしばしば家の中心として取 り上げられる。Tollyは夜になると、暖炉のそばで Mrs
Oldknowから物語を聞かせてもらう。
...(the fire)was only lnade up into a blaze in the evenings nowちwhen the firelight
and the sunset crossed each Other in the r001Fn and every pohshed surface that could
twinkle shone dOuble.Mrs 01dknow did nOtlight any lamps because they were only
going to talt and while she talked Tolly watched the shadOws moving and the
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reflection of the flames in the window―Pane′where itlooked as if the yew tree was
on ire。(T7z`C71ゴ““り
sげGr`ι
“
Kκθωι 27)
暖炉の光と影があふれた部屋は、過去の世界に思いを馳せ、時の不思議を感 じるのに最適の状
況である。そして時に、暖炉は居住者を現実へと引き戻す役割も果たす。
(T01ly)t00k newsPaper and an arlnful of willow logs and IInade a bonfire on the wide
hearth.It roared up the chillnney with a draught that pulled aH yesterdayls air up
with it and the room was tOday again′filled with del cious willow―wood scent.(ibid.
9の
暖炉と同様に、蝋燭の炎と影もまた館に謎めいた雰囲気を添える。蝋燭は影を作り、その影
は鏡で二倍にされる。影は想像力を呼び起こし、過去の世界を簡単に出現させる雰囲気をも作
り出すのである。Mrs 01dknowはおそらく、現在と過去の境を曖味にするために蝋燭を用い
たのであろう。TollyのGreen Knoweでの第一夜もまた、次のように蝋燭の影で満たされてい
る。
Tolly lay happily looking at the surprising shadOws made by the little night―light―‐
the beams′the big shadow Of the rOcking―horse′the low one of the doll's house On
the lloor/the elongated wandering criss―crosses of the bird―cage on the celling.The
lnirror repeated it all in the Opposite direction/ distant and slightly tilted.(磁ι
Cみj:′rβ
“
げGr`“K″o7oι 23)
Green Knoweはまた音に満ちている。過去の子どもたちの笑い声を始め、多様な音があちこ
ちから問こえてくる。Linnetのイメージはその姿ではなく笑い声から強く浮かんでくるが、彼
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女の陽気な声は時の隔たりをも消してしまう。そのほかにも、Festeのいななき、Alexander
のフルー トの音色、クリスマスキャロルの歌声や四百年前の婦人の歌う子守歌などが館に響く。
過去はまず音として現れ、次にその実体を表す。これ らの過去の物音は、現在の風の音やオル
ガンの音色、鳥の鳴き声などと混ざりあう。この音の交わりが現在と過去の混ざりあつた世界
を倉1り出しているのだが、それは ″TheyI=sOundsl reach us with all the quality of the Place
absorbed into them.″
“
πEれι
“
yα
`Grθ
θ
“
K“α″ι96)という音の特質による。奥西(56)は、「視覚
は本来、現実と結びつきやすく、音などは視覚と比べれば現実的事実との関係が弱いと思われ
る」と述べる。従つて、ファンタジーの世界を語る物語では、音の感覚が強調されるのは当然
であろう。
A Tr′υ
`JJι
rれT滋
`のThackersでは、Aunt Tissieの
〃wooden workbox′′のなかに入つていた
″bobbinもOy″(糸巻き人形)一〃It was a wooden figure of a little man′carved with ruff and
curling hair/butthe body was covered with a lveb of blue′green′an scarlet silkらlvound in a
COC00n.″(49)一はPene10peを過去の世界に繋ぎ、片隅に置かれていた古い″oak chest″は16世
紀でも衣裳箱として使われていた。16世紀で農夫や羊飼いが奏でる音楽は20世紀でも歌われ、
彼らの食事も変わらない。そして、「Penelopeが過去の世界にからめ取られていくにつれて、
古い品物ひとつからも、物音からも、匂いからも、言葉からも、たちまち過去の情景が出現す
るようになつて」(脇101)くるのである。
このように、これらの館は時を行き来する物語を作り出す要素を多分に持つている。我々が
感覚を研ぎ澄ませて館を仔細に観察すれば、時の流れが感 じられるに違いなく、館は別の時代
とコンタク トをとる接点である。Roseは、Boston夫人の作品は日常の世界と魔法の世界を非
常に近づけて作 り上げられているので、二つの世界が互いに触れあい、美化 しあい、それぞれ
がお互いの本質的な要素となっていると述べ (51)、さらに、この作品で繰 り返されるモチーフ
は失つた過去の遺物の発見だという(56)。館は人々が時を超えて出会い、関係を保つ手段であ
り、過去を体現すると同時に現在に影響を与える存在となつている。
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Cameron(1984′60)は、Green KnOweの館は、すべての時が同時に存在 しているとい う
Bostonの信念を示す、日に見え、触れることができ、人を包み込むメタファーであると指摘す
る。BostonはCreen Knowe物語のなかで時の永遠性を強調するが、このシリーズの完結編と
もいえる動ι Sfθ4ιsヴGr``"K“θッ` では、各時代の主要な登場人物が勢揃いし、3ostonの願い
である・O my house′liv  forever!"(110)というメッセージが至るところに込められている。また、
「ある時代のRogerの経験のみならず、Rogerの骨 髄までしみこんだこのすばらしい石の館
への情熱的な愛」(CamerOn(1984)160)からも、「すべての時は一つであり、永遠の一瞬なのだ」
というBostonの思いが伝わる。その一方で、Bostonは時の推移をもまた認識 しており、物語
の最後の場面において取 り去られてしまう対の石の椅子は、永遠の時のなかに含まれた変化を
表 している。連続する時の流れに伴 う変化は、時の一要素なのである。
以上のように、Lucy BostonとAlison Uttleyの作品の一部分を取り上げただけでも、イギリス
児童文学における「館」の物語が、「石」という材質の持つ堅固さや安定感というイメージ、
暖炉、暖炉のある台所、香 り、音、光、家の内部に置かれている鏡、ろうそく、家具等、別の
時代との接点となるための要素を備えた存在であることが示された。けれども、「館」の物語
に関しては、そこに住む人々との関わりが最も注目すべき点であり、そのことについては、第
二章で詳しく述べたいと思 う。ここではもう少 し、建物としての「家」の存在について、その
意味するところや象徴されている点について考えることとする。
2.家の 力 の 源 と して の 自然一 Beatrix POtter、A.A.Milne、Kenneth Grahameの動 物 フ ァ ン タ
ジー作品
Green Knowe物語シリーズやス Tr″フ
`JJ`′
れ 動解では、人間の住む館について述べたが、児童
文学における 「家」は、当然なが ら動物の住処 としても多々描かれる。 ここでは、Kenneth
Grahame(1859-1932)、Beatrix Potter(1866-1943)、A.A.Milne(1882-1956)らの作品を取 り上げ、
動物の住処の有 り様 と、そこに見 られる人間的要素について探 りたい。
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(1)Peter Rabbit booksの場合
はじめに、Beatrix Potterによって書かれた、主に動物を主人公 とした物語″Peter Rabbit
B。。ks〃5を取り上げ、登場人物であるウサギの住処について考察する。なお、本論文では、物
語に登場する動物が擬人化されている場合、動物であつても、登場 「人物」と明記することと
する。
ウサギたちの実際の住まいは、「大きなモ ミの本の根元にあ
る砂の穴(sand―bank)」(動ι勁ル or Pι
`″
RαbbJ′、1902(以下
P`ナιγ ttbbitとする)9)(図1)、や「草地の下の土の穴」(動`物ι`
OfFI"Sy B夕″
“
:`s′1909(以下 Fιο′sノB"“ガ
“
と す る)11)であ り、
そこで家族と共に暮らしている。Pθサιγ Rαbbjナ及びT77`物ルo/
B"ル励 B“
“
り (1904、以下 B“ル解Jη B"“り とする)において、
Peterは、母 ウサギ Mrs.Rabbitと姉妹の Flopsy、Mopsy、
Cotton―taleと共に暮 らしているが、この家はMrs.Rabbitの
統治の下、森の中で″neatest sandiest hOle″と形容されるほどに整えられている。Peterや
Beniaminは、家から外の世界へと出て行き、また家に戻るという、典型的な冒険物語、「行きて
帰りし」物語6のパターンを取るわけだが、ここで彼らの行動を詳しく見てみたい。
まず、Pιォιr ttbbirにおいて、Mrs.Rabbitは姉妹たちに赤いマン トを着せ、Peterの青い上着
のボタンを一番上までしっかり留めると、″….you may go into the fields or dOwn the lane′but
don′tgointo Mr.McGregor′s garden.…″(10)と命ずる。Potterの作品において、登場人物の服
装の解釈に関しては様々に述べられているが7、 この作品でも同様に多様な解釈が可能である。
Peterが洋服を着ることからは、いくつかの二項対立が読みとれる。ウサギが服を着ることは、
「人間の子どもになる=ファンタジーの世界」であり、子どもにとつて、窮屈な洋服を着せられ
ることは「行儀のよさを求める教育=大人からの束縛」を意味し、また、「文明化された生活J
までをも表す。逆に、洋服を脱ぐことは「動物に戻る=現実世界」を、「束縛からの解放=自由」
を、「文明化」に対して「自然の様相」を示す。ここに、Peterの二面性及び子どもの二面性が映
図 1
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し出されている。さらにいえば、これはLondonのBolton Gardensの館での、Potter自身の窮
屈な子ども時代を示すのであろうし、洋服を脱ぐことは、休暇で訪れた Scotlandの田舎や Hill
ToPでの自由で自立した生活を象徴 しているともいえるだろう。実際に、PotterはP`f″RンbみJ′
を書くことによつて、生活の自立を果たすことになった。しかしながら、家での束縛は親の保護
なのであり、それによつて安全が確保されているとも考えられる。
さて、安全な「家」から、守りの鎧であるかのように外出着を着せられ、外の世界へ出かけて
ゆく子ウサギたちだが、行儀の良い姉妹たちでさえ、ブラックベ リーを摘む場面では、マン トを
脱ぎ捨てている。Peterはひとり、″straight away〃(18)に禁じられた菜園を目指し、冒険が始ま
る。木戸の下から潜り込み、野菜を食べている時には、既に上着のボタンは全部外されている。
そして、Mr.McCregorと遭遇 し、追跡されて逃げるうちに、靴をなくし、グーズベ リーの藪に
かけてあつた網に上着の大きなボタンが引っかかり、絡まつてしまう。Kutzerは、母の守 りが
却ってPeterを危険に陥れることになつたと、以下のように述べる。
Peter′s iacket represents not only his social self but also his lnaternally donlinated′
domesticated selt which is suffOcating hiln and threatens to″kill〃h ln as i uch as NIIr.
4ヽcGregor threatens hiln.If his IInOther、vere not so insistent upon domesticating and
tanling her wild son′he wOuld not bein so rnuch dangerin the garden。(2003′44)
Peterは必死に上着を脱ぎ捨てて逃げ出すが、上記のように身につけているものを一つずつなく
し、つまり「家」での東縛/保護を外 しながら、冒険世界の奥へと進んでいく。そして、さらに
危険な目に遭いながら、Peterは四苦人苦してMcGregorの敷地から出ると、今度は″Peter never
stopped running orlooked behind him.″(P`′θr tt bブ′541という様子で、家へと戻る。
このPeterの冒険の目的は、大好物の獲得、すなわち子どもにとっての基本的欲求である食欲
を満たすことであるが、同時に、Mro McCregorに見つかるかもしれない危険とスリルを味わう
ことでもあろう。Mr.McGregorからの逃走は、いつもはその支配下にあって頭の上がらない大
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人からうまく逃げおおせることへの、子どもの喜びと興奮、優越を感 じさせる。また、楽しみと
隣り合わせにある危険が死に至るものであることを、頭では理解 していても実感できていない点
は、子どもの特徴である。このように、Peterの冒険は典型的な子どもの冒険だといえるが、さ
らにこれは「子ども部屋」での、安全で守られた遊びの世界の延長でもある。その要素のひとつ
として、冒険に出かけていた時間の短さが挙げられる。Peterが冒険に出発 したのは朝であり、
帰宅したのは夕食の時間よりも前である。この「一日の冒険」は、Edith NesbitのFゴυθ C力frグr`“
″〃″Iチ(1902)において、砂の妖精Psammeadが子どもたちの願い事をかなえる時、願い事は一日
ひとつだけ、そしてその魔法の効力は日没までだという期限付きであることを思い出させる。
Ff77`(勁燿″
“
″
“
′Irの四人の子どもたちは、毎日の遊びのなかでPsammeadと出会ったわけだが、
Peterの冒険も一日限りのものであり、それは Peterの日常の遊び空間のなかでの冒険であつた
と考えられる。
また、Peterの冒険を地図上で追つてみると、その冒険範囲の狭 さが特徴的である。Mr.
McGregorの畑は、Peterが家から走って行ける程度の距離にある。そして、Peterが野菜を食べ、
追いかけられ、彿径 う冒険は、Mr.McGregorの敷地内の出来事であつた。客観的に眺めれば非
常に狭い範囲内での出来事だが、Peter(=子ども)の目から見れば、苦労して進入し、たくさんの
障害をくぐり抜け、迷って出られなくなるほど心理的に広い場所なのであり、そのギャップがま
た、子どもの遊び空間であることを示している。そしてこの菜園は、Kutzer(2003′42)も述べて
いるように、危険もたくさん潜んでいるが、同時に守られた空間であるとも考えられる。つまり、
実際の場所として、Mr.Mccregorの家と菜園は塀で囲まれた敷地であるため、Mr.McGregor
というPeterにとって警戒済みの敵は存在するが、それ以外の何かに襲われる心配は出てこない
のである。さらに、冒険を見守り、時に応援することもあるが、直接の助けとはならないコマ ド
リやスズメやネズミは、常に子どもたちの空間に共にいる「子ども部屋」の玩具であり、遊び仲
間であるとも考えられる。
Peterは家に戻つて来るや否や、″the nice soft sand on the■oor″(P`′″勁bbjォ54)にどさりと倒
れこみ、日を閉じた。この「子ども部屋」での冒険において重要なのは、家および母親から逃げ
出した子どもが「帰つてくる」という点である。結局のところ、子どもは大人の保護がなければ
生きていけないのだという現実、また、窮屈ではあるが子どもを包む母の愛情がある家、居心地
の良い場所、危険な目にあって消耗 した体を休める避難場所である家に必ず戻るという、「子ど
も部屋」での冒険のあり方が示されている。Mrs.Rabbitは、疲れ切つて帰ってきたPeterを寝
かせてカモ ミールティを飲ませ、マン トも羽織って行儀よく
早々と戻つてきていた姉妹たちは、パンとミルクとブラックベ
リーの夕食を食べ、物語は閉じられる (図2)。 この最後の場面
は、あたかも Peterへの罰であるかのようにも論 じられるが、
Peterにとって、冒険は食欲を満たす探求でもあつたのであり、
上記のような子ども部屋の冒険を堪能 して帰宅した Peterが食
事をせず、冒険で疲れた心と体を休ませるために、母親の用意 し
た整胃 。鎮静効果のあるカモミールティ8のみで眠りにつくのは当然のことといえる。母のいる
「家」が、帰ってきた子どもを回復させる力をもつことが示されている。
PιセγR′bι:オの続編であるB`″
“
J“ B"“
“ノ
においても、物語の構成はほぼ同様である。Peter
と従兄弟の Beniaminは、母であ り叔母である Mrs.Rabbitの支配から逃れるかのように
(Beniaminから見ればMrs.Rabbitは叔母であり、それほどの抑圧は感じられないはずだが逃げ
出す)、 McCregor家の菜園に侵入し、窮地に陥り、Beniaminの父の助けを借 りて無事に帰還す
る。Beniaminにとっては、前回の Peterと同じく、食べ物と刺激を求めての冒険であったが、
Peterは、″red co■on pocket―handkerchief″(17)にくるまった元気のない状態であり、冒険を望
んではいない。図らずも、なくした服を取り戻す旅となったが、これは、かかしに着せられ、雨
で縮んでしまった上着と靴を取り戻すことであり、母親の力の 下にある窮屈な生活を取り戻すこ
とに他ならない。この点が、この物語に P`rθr Rαbbirほどの魅力が感 じられないひとつの理由で
もある。 しかしながら、PeterとBeniaminの冒険自体は、数時間内の狭い範囲における限られ
た冒険であり、二人の遊びの延長であることは、P`′ιγ Rαbbブ′での冒険と同様である。さらに、
最後に大人の介入があつて冒険が強制的に終了となり、罰を受けるという構成は、「子ども部屋」
図 2
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での子どもの姿そのものであろう。Fb′sソB夕稚4燃および 動
`Stθ7 o/A Fiι
rc`B″′R″bb′
`(1906)
においても、基本的に物語構成や登場人物の行動範囲は前二作と同様だと考えられる。
このように、ここで描かれる「冒険」とは、すべて子どものテリトリー のなかで起こった出来
事であり、そのなかに逃れ うる危険と心惹かれる宝物とが共存している。Peterたち子ウサギに
とって、物語の始点と終点は母ウサギのいる「家」である。そこは、母の統治の下、居心地良く
整えられ、食べ物も確保された、保護と安全、回復が約束された場所である。母親は冒険に出て
行くPeter(=子ども)に、父親がMr.Mccregorの畑で殺されたことを話し、その冒険は死にも繋
がるものだと警告を与え、それでも子どもは行つてしまうことは承知の上で、守 りの鎧 (=洋服)
を着せて送 り出す。母親のいる「家」は、子どもにとつては、大人に管理された、遊び (=冒険)
の禁じられた窮屈な場所でもある。子どもは、大人から課された禁忌を破ってみたい欲求に駆ら
れ、子どもだけで冒険に出て行くのである。PeterやBeniaminは、子どもたちだけの独立した、
自由に遊べる空間で過ごす。彼らの遊び空間は自由や逃亡の象徴であり、好奇心をくすぐるもの
や冒険、本領発揮できる遊びに溢れている。そこは、子どもたちが自由に想像力を広げて描く、
心のなかの地図が広がる世界となっている。ここで、何度も言及 している子どもの遊び空間や「子
ども部屋」については、第二章でさらに詳しく述べることとする。
(2)Wi“
“
:β―ル,PθοみBooksの場合
次に、A.A.MilneのWi“
“
J`―ιみ,Pοた(1926)及び T″θ Htts`α′PθOたCογ
“
θァ(1928)を取り上げ、
登場人物の家について分析する。これらの作品は、父親であるMilneが息子ChristOpher Robin
に、息子のクマのぬいぐるみを登場させた物語を語 り聞かせる、という枠組みが用いられてい
る。第二章の子ども部屋について言及する際に (1-(2)(c)「A.A.Milneの描く子ども部屋」)、
この作品独特の物語構造について述べるが、ここでは中心となるPoohの世界の全体像のみを考
察する。この世界では、それぞれの登場人物の住む家があり、彼らはそこを各自の拠点として
活動する。最初に登場人物の配置を概観 し、その後で各々の住処について、E.H.ShePardの描
く地図も参考にしながら分析 してみたい。「ファンタジー作品には地図がつけられることが多
くなつたのも、地図をつけることで作品の世界が一つの世界として見えるようになるという効
果が高いという理由によるJ(二宅 270-71)と説明されるように、物語を読み解くときに「地
図」は手がかりとなる。後で述べるように、Wi″J″力ι―Pθθ力の世界においても、物語を明確に
地図化することができることから、舞台となっている現実の場所やファンタジーの世界との比
較が容易になり、物語の枠組みともなる外の性界と内なる世界との境や、物語における登場人
物の位置などが明らかにされる。また、「地図Jというのは子どもの心のなかの地図とも重な
つており、物語の地図を辿ることは子どもの本質を探ることにもなりうるし、地図上に記され
た 「家Jの位置は物語分析において、非常に有効に働く。
上に載せたShepardの地図 (図3)では、森や草原を斜めに横断するように川が流れ、中央に
はOwIの住む〃the Hundred Acre Wood″とよばれる森が配置されている。地図の両端に、この
世界の番人であるかのようにPoohとChristOpher Robinの家があり、Poohの家 す ぐ下に、
Pigletの家が彼のパー トナーの地位 を示すかのよ うに位置する。外界 との境 は、上部に″TO
NORTH POLE″とされる石や岩だらけの川 と、ハチのたくさんいる木が、下部に大水の出る川 と
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じめじめしていて寂 しい場所である″EEYORES GLOOMY PLACE″が配 され、いずれ も簡単には
入 り込めないような場所になっている。入 り日は、Christopher RobinかPoohかP gletの家、
あるいは″NICE FOR PIKNICKS″と記 された丘とな り、読者を含めたこの地への訪問者は、この
世界のイベン トや住人たちに突然巻き込まれる。また、そのピクニック地のす ぐ下に Kangaと
Rooの居場所が、その隣に Rabbit一族の場所があり、これ らはいずれも外界に比較的近い場所
だ と考えられる。これは KangaとRooが外からやつてきた者であること、また Rabbitが他者
をあま り受け入れたくないことから外を見張つているのだとも考えられる。Poohの世界に深 く
入 り込んでいくと、Six Pine Treesがあ り、H ffalumpの落 とし穴があり、Woozleを探 した場
所があり、とPoohの世界の冒険が待ち受ける。中央に広く配 された′the Hundred Acre Wood′′
は、森の持つ 「隠れ場所」「妖精や聖霊が住む場所」「魔法 と関連 した場所」「無意識」 といつた
イメージ (フリース 260)からも、この世界の中央深いところに置かれているのは大変意味深い。
また、ここに住むOwlは、学校の先生であったMilneの父親 と重ね合わせ ることもでき、父親
を思わせ る存在がこの世界の中心近 くにいることは、父親の語る物語であることを暗示 している。
その点から考えると、中心部に位置するOwlと、端のほ うに追いや られているRooの母親Kanga
とは対照的であろう。最後にEeyoreの居場所は外界 と接 してお り、人を寄せつけないような陰
鬱 さを備 えた場所 となっているが、Eeyoreは父親像 と重なる Owlと、この世界を統治す る
ChristoPher Robinに守 られているとも思えるし、また、大人 として外界に近い場所にいるのは
適当だとも考え られ る。
以上のようにシンプルな構図なが ら、よく考えられた配置であることがわかる。Poohの世
界 (=ファンタジーの世界)と、その外側 (=現実世界)との境 も明確なものではない。 この
曖味さは、子 どもの遊び、想像力か ら生まれてくるファンタジーの世界が現実世界の延長であ
り、子 どもたちの心の中では両者の区別が明確ではないことを示唆 している。 日常生活の遊び
と冒険と両親・ナニーの存在、友達であ り子分である子 ども部屋の玩具が、子 どもの心の中に
いる様子がそのまま描き出されているため、この地図は子 どもの心の地図だと考えることもで
きる。つま りこの地図は、「子 ども部屋」が主たる生活空間である子 どもの心、「子 ども部屋」
の世界を描いた地図となっている。この 「子ども部屋」のなかをPoohとその仲間たちは縦横
無尽に歩き回り、互いを訪問しあい、冒険を楽しむ。その地図を辿ることは、まさに子どもた
ちの心の軌跡を辿ることを意味する。
そして、各登場人物の家は現実の「子ども部屋」とPoohのいる物語世界との接点ともなる。
物語の入 り口となる「場所」は、想像力から生まれるものであると同時に、想像力を生み出す
場ともなる。どの家からも子どもたちはその世界に入つていくことができるであろうし、その
時、子どもたちは自分自身の空間を確保する。それぞれの家が点在 してひとつの世界となつて
いるPoohの世界は、子どもたちが手に入れた想像力を駆使 して遊ぶ空間である。
Poohの物語にみられる「子ども部屋」空間において、背景として地図上の中心に位置する
「森」(現実の場所としての背景はEast SussexにあるAshdown Forestとよばれる森)は、「『 ク
マのプーさん』とは即ち部屋の中の森、の物語」(高山 27)といわれるように、物語世界その
ものを表す言葉としても用いられる。 しかしここで注意 しておきたいのは、よく言及される
「Poohの森」とは、Poohの世界全体を指した言葉、Ashdown Forest全体であり、そのなか
でも特に「森」として名付けられているのが、Owlの住む〃Hundred Acre Wood″である。そ
こで、その両者を含んだ 「子供部屋の中の森」(同書 27)について触れておきたい。
物語における「森」のひとつのイメージは、「赤ずきん」や 「ヘンゼルとグレーテル」のよ
うなフェアリーテイルに描かれる、荒々しく、魔性を感 じさせるような恐ろしい森である9が、
1～ζj“
"′
θ―rヵιPο071シリーズの世界にそのような恐怖は感 じられない。Poohが森で日常的に行つ
ているのは 「散歩」である。例えば、ウサギの穴から抜け出た Poohは、Pigletと共に森の散
歩を続け、そこから多様な冒険やイベン トが始まる。つまり、散歩をすることはPoOhの生活
であり、生きることなのである。「森へ散歩に出かける」ことがファンタジーの世界へ足を踏
み入れることになる例は、児童文学において多々見られるЮ。また、この森の中には高低差が
あり、森のtoPにいる ChristOpherと低地にいるEeyoreのように、彼らのヒエラルキーまで
も暗示する。
さらに前述したように、Poohの世界へは外界から容易には入 り込めない地勢となっている。
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これは、「森」〃forest″が「外」を意味し、″foreign〃と同義語であることから、「一種の異界」
を示 している (川崎 (1987)66)ため、当然であるといえる。この世界を襲 う強風や洪水、
″bouncing″な Tiggerの様子をはじめ、玩具箱をひつくり返すかのごとく描かれる秩序からの
逸脱は、「生命力の源泉」(同書 93)である。さらに、ロマン派の作家や思想家たちは森に高
次の知識の源泉を期待 (同書 263)したわけだが、この点は″Hundred Acre Woods″に住むOwl
に象徴されるものであろう。また、川崎 (1987′38-40)によると、「本来、<森>という言葉は、
ギリシア語においてもラテン語においても、同時に<材料>を意味し、それはつまり物を作り
出す材料 (木)としての母親の役割を示 し、またそれと対照的に、文明は父性を示 した」とさ
れている。その意味では、Poohの世界全体が女性性を帯びていると考えることができようし、
父が創造 した世界を母が見守っているのだと理解することもできるだろう。Poohの世界を母
親が支えていることが、この世界の安定に繋がっているのだともいえる
このように様々な森のイメージが、P00hの物語において効果的に用いられている。Trlι H。
"sι
αι PοたCογηιrにおける最終場面では、森の「魔法の場所」としての要素が、次のような非常に
印象深いエンディングを作 り上げている。
….they[=Pooh and christoPher Roibinl came tO an enchanted Place on the very top
of the Forest called Calleons Lap . . . and ChristOpher Robin knew that it was
enchanted. . . . Sitting there they cOuld see the wh01e■vorld spread ou  un●l it
reached the skyr and whatever there was all the world over was ttrith thenl in
Galleons LaP...・SO they went off together.But wherever they 80′and what
happens to thenl on the way/in that enchanted place on the top of the Forest a little
boy and his Bear will always be playing。(169-175)
ChristOPher Robinは学校に行くために、ファンタジーの世界に終わりを告げ、自らその世界
の出口となった。けれども、Poohの森はPeter lpanのNeverlandと同じく、永遠の子どもが
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生きている場所であり、人はいつでもそこへ戻っていくことができる。Poohに出会 うと人は
郷愁を感 じ、楽しいことを手放しに楽しんだ子ども時代を思い出すのである。ここに描かれた
森は、子ども時代を保ち続ける「魔法の場所」として機能している。
Poohの物語では、木や森が小宇宙としての物語世界を構成 しており、森は登場人物たちの
生活と冒険の場である。それはつまり、物語の生きる場所だということであり、だからこそ読
者はPoohの物語世界全体のことを〃Pooh′s forest″もしくは、″Milne′s foresrと呼ぶのである。
Pooh
次に、登場人物各々の家とその意味について考えていき
たい。まずクマの PoOhは、 ″sanderダ′という金色の表札
のかかった大きなカシの木(oak tree)に住んでいる(図4)。
カシの木には、「誇 り、美、力、森の所有を表す」「天国の
入口」(フリース 467-68)などのイメージがあり、Poohの
図 4
物語の主人公に相応 しい場所を住処としているといえよう。″Sanderダ′という金色の表札は、
かつてこの世界に人間 (大人)力｀存在 していたことを暗示する、Poohの世界の人間的要素の
ひとつであると同時に、その名の下に住んでいるPoohと人間 (=ChristoPher Robin)との結
びつきが、ほかの登場人物よりも強いことを示している。またいうまでもなく、金色の文字は
ほかの人物からの優越性を示し、W勧
“
Jat71ι―Pοοたの最終章で、洪水からPigletを助けようとし
た功績から、Christopher Robinにパーティを開いてもらうPoohに分相応なものでもあろう。
表札をかけるということは、「家」に名前を付けることであり、そこに人が住んでいることを
証明し、さらには、「家」とそこに住む人との一体感を示す。
Poohの冒険には、カシの本にあるハチの巣か らハチ ミツをとる、Six Pine Treesで
Heffalumpを捕まえる、North POleへの探検、洪水 (樹上に避難)と救助、Eeyoreの家を
建てるなど、多かれ少なかれ「木」11と「食べ物 (=生活)」 が関係 している。空に向かって伸
びる木は生命の力であり、その絶え間ない再生力は日々の成長を感 じる子どもの冒険に相応 し
31
い道具立てであろうし、登場人物たちの家の性質と木は密接に関係 している。
屋内には好物のハチミツが貯蔵してある食べ物置き
場があり、部屋の中には、ベッドやテーブルクロスの
掛けられたテーブル、暖炉、ソファ、鏡、時計などが
ある (図5)。本の中に住んでいることを除けば、家の
内部は人間の家と変わりなく、家具も置かれて快適に
住めるように整えられてお り、これは、ほかの登場人物
の家においても同様である。Poohにとって、家は寝起きするだけでなく、朝食を食べてから
元気良く外に出ていき、ひとつの冒険が終わつた後や一日を過ごした後に、ハチミツを食べな
がら一息つく、心休まる基盤である。豪華ではないが快適で落ち着いた、居心地の良い場所と
なっており、「楽園」としての家のイメージを表 している。 家との関連において切 り離せない
「食べ物 」 に関 して 、Nikolalevaはこの世界 を″Land of(Condensed)Milk and HOney′′(Fro“
Mノわj`オθ LJ"`αr 93)と表現し、「食べ物」をこの楽園の重要な要素とみなしている。特に、Pooh
にとつて食べることは人生の目的かつ喜びであり、ハチミツは最も魅力的で大切なものである。
Poohの家 時計はずっと11時5分前で止まったままであるが、この時間は″time for a litle
smackerel12。f something〃ばた Hο夕sι α′P00カOr"ιr(以下HPCとする)3)とされ、Poohの生活
において最 も大切な時間であ り、この時計は彼の生活を象徴 している。また、「楽園」には時
がないため、この時計が止まったままであるのは理に適っている。ハチ ミツは、Poohの冒険
の目的 (蜂の巣からハチ ミツをとる)や手段 (Heralumpをおびき寄せる)や結末 (Pooh自
身が穴に落ちる)、 誕生 日のプレゼン ト (PoohからEeyoreへ)、 日々の食事、友人とのあるい
は一人でのお茶の時間の一 日、避難時には優先 して持つて出る貴重品、さらには日々の誘惑、
夢見心地の時間を表すもの として、各エ ピソー ドにおいて不可欠である。
さらに、ハチ ミツは、子 どもたちが自らの 「子 ども部屋」に大切にしまつている宝物である
ともいえよう。時に、この 「宝物」は魔法の力を放つ。霧の中で、PoohとPiglet、Rabbitが
迷子になつた時、戸棚の中のハチ ミツの壺の呼ぶ力に導かれるかのように、PoohとPigletは
図 5
無事家に帰 り着くことができる。これは、GrahameのThe″hご力 油θ ttIIo昭のなかで、
Moleが長く留守にしていた自分の家の放つ力に導かれて、懐かしの我が家に辿 り着く場面を
喚起させる。どこにいようとも自分たちを引きよせてくれる場所は、子どもたちにとって、ど
こまで出かけていつても帰っていくことのできる、守られた場所としての「子ども部屋」と重
なる。常に食べ物を供給する場としての 「家」は、揺 らぐことのない安心感を生み出し、
Nikol可eVaのいう「母の胸」 0物□ 控 カゴθ ιθ互コθar 101)の表象であり、「楽園」ともいえ
るPoohの世界の基盤となる。そもそもハチミツ(honey)には、「神々の食物」「知恵、精神的豊
かさ」「詩的洸惚を表す」というイメージ (フリース 337)があるため、「楽園」の食べ物とし
て、さらには Poohの人物像に添えるものとして適当といえる。ハチミツのあることが Pooh
の家の特徴であり、洪水に襲われたときには、Poohは最初にハチミツの壺を木の上に抱え上
げて避難 し、常にハチミツ (=母)の待つ家に戻るのである。
Piglet
次に、コブタのPigletは、Poohの家 すぐ南側にある、ブ
ナの木(beech tree)の中にある立派な家に住んでいる(図6)。
Poohが「sandersの名のもとに」住んでいるのと同様、Piglet
の家のそばには″TresPassers W″と書かれた朽ちた立て札が
ある。これもまた、この世界における人間的要素であり、Pooh
のパー トナーともいえるPigletを、ほかの登場人物よりも重
くまた人間に近い位置に置いていることを感 じさせる。そし
図 6
て、彼 らの住む世界にもかつては人間が存在していたこと、つまり彼らの森は人間の失ってし
まった世界であることも暗示する。また、彼の小さな体に似合わないほどの大きな家は、臆病
で冒険心のないように見えるPigletが、実はいつもPoohの冒険には共に参加しており、洪水
の時も冷静に対処し、倒れたOwlの家から脱出して助けを呼びに行く勇気をもつた人物である
ことを示す。
Pigletは冒険に出かけて不安な気持ちになつたとき、〃.…he trOtted off home as quickly as
he cOuld′very glad to be Out Of All Danger again.〃(Wim“j`イカ件Pθθ力(以下WPとする)36)と、
一日散に家へ戻つていく。彼にとって、家は安全地帯であり、保護された避難場所である。
Rabbit
Rabbitは地下の ウサギ穴に住んでいる
が、内部はPoohやPigletの家 と同様、人
間の住むような家である (図 7、 8)。 この
家の特徴 は地下にあることと出入 り口が
狭いことである。満腹になった P00hは入口に
詰まって出られなくなってしまうが、Conn01ly(65)のいうように、この窮屈な家は隠れ家を思
わせ、訪問者を歓迎しない家だということを示している。実際、Wi“
“
J`―′みι―Pοοあの第二話では、
Rabbitは訪ねてきたPoohをすぐには招き入れない。玄関が開け放され誰もが簡単に入つてく
ることのできるPoohの家や、通り抜けする者さえ受け入れる、″TresPassers〃の看板を側に立
てた Pi31etの家とは対照的である。そして、KangaとRooが森にやつてきたときに受け入れ
ようとしない、排他的なRabbitの性格も反映されている。
Owl
Owlは〃the Hundred Acre Wood″のクリの本 (chestnut
tree)に住んでいる (図 9)。 この家は決 して鳥の巣のよう
ではなく、″The Chestnuts′′とい う名前がついてお り、Pooh
にとっては″an 01d―world residence of great charm/which
was grander than anybody else′s″ (WP 43)と感 じられる家
である。そこには Christopher Robinの書いた張 り紙があ
図 7
図 8
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るのだが、これは、実際の ChristOpherが幼い頃楽しんだツリーハウスによく似ている。また
Owlの家の鈴ひもがEeyoreの尻尾であることや、Owlの新 しい家につけられる〃Wolery″とい
う看板 (Owlは〃Owlery〃(フクロウの巣)という言葉を知つたかぶりで用いようとして、綴
りを間違えている)は、Owlのにせ学者ぶ りや うぬぼれを風刺しているともいえる。
Eeyore
Eeyoreは、アザミ (thistle)の生えた森の隅、″cold′wet ugly″
(HPC 103)な場所で過ごしている (図10)。Eeyoreは、Milneが
Punch誌在職中のいつも不満ばかりで疑い深かった編集者、
Owen Seamanをモデルにしているという説がある (Lu五e171)。
図 10
その一方で、ChristoPher Milneは子 ども時代に住んだ家について、Londonでは父親の部屋が
〃the dampest darkeSt C01dest dingiest″(130)であり、Cotchfordの家では父の安楽椅子は使い
古されて穴まで空いてお り(131)、さらに″… .in his armchaiしin is little′north―facing
bedroon■at CotchfOrd′in his dark′cramped′dismal bedroom...in London―is to be fou d the
original of Eeyore′s Gl omy Place.″(ibid 131)と、Eeyoreの住処と実際のMilneの居場所との
類似性を述べ、また、″MOst Of us have small′sad Places somewhere in Our hearts and my father
、げas no exception...such sadness as there were put on cap and bells and emerged as Eeyore.″
(ibid.131)と、Eeyoreのなかに父親の姿を見ている。
さらに Eeyoreは、この森で唯一自分の家を所有していない人物である。家を持たないとい
うことは訪問者を持たないということであり、アザミが「厳格、拒否」「人間嫌い、復讐」を
表すとされる(フリース 633)ように、彼の社会性のなさと共に憂鬱感を暗示している。明るく
活発な雰囲気が醸 し出されるPoohの世界において、ひとり灰色で沈んだEeyoreは特異な存在
であるが、彼の意味するものは何であろうか。いかなる外敵も侵入してこないこの平和な Pooh
の世界は、Milneの望んだイギリスにおける理想郷だと考えられるが、そこには第一次世界大
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戦の影が背景に見られる。Eeyoreの醸 し出す、人生に疲れた中年から老年の男性の雰囲気には、
この戦争での従軍によつて心身共に疲弊 したMilneの姿が重なる。この時期のMilneから感 じ
とることのできる、社会に背を向けた反体制的姿勢は、Eeyoreが家を持たないことでも暗示さ
れる。
PoohとPigletは、Eeyoreのために家を建て (図11)、
そこをPooh COrnerと呼ぶことにするが、これはPooh
の大胆さを示すと共に友情の印ともなっている。友情の
シンボルとなる家は、倒れてしまったOwlの新しい家を
探すEeyOre、彼が見つけた家が実はPigletの家であり、に
もかかわらずそれを譲ろうとさえする Pigiet、その時に
図 11
Pigletに一緒に住もうと申し出るPoohたちの家にもあてはまる。人を招き入れようとしない
Rabbitの排他的な家とは対照的である。「家Jを探すこと、建てること、見つけること、自ら
の 「家」を解放すること、「家」に共に住むことは、すべて人間関係の構築を示す。この世界
に住むそれぞれが一人ではないこと、Poohの世界の一員であり、友人と共に生きていること
が 「家」を通 して示されている。
Kanga・Roo・Tigger
新しくこの森にやつてきたKangaとRooと■ggerは最終的に同じ家に住むことになる。こ
れは、この世界が他者と共生できる平和で争いのない場所であることを示す。特に、実際には
肉食であるトラが、ここでは″Extract of Malrを好み、他の動物に危害を与えることもなく、
また他の動物が、体の特に小さいPigletを除いて、Tiggerを恐れないことからも明らかである。
また、Kutzer(2000′99)は帝国的視点から解釈 し、外来動物である彼 らを、その生息地から
KangaとRooをオース トラリアの、Tiggerをインドの表象だとしている。となると、どちら
もイギリスの植民地を表すものとして一まとめにされているとも解釈できるであろうし、イギ
リスと植民地である各国との平和的共存を示すものでもある。自らを″Iwasa m before
1914′but this卜WW司(I thOught with other fools)was a Warto end war.〃(Milne 211′下線お
よび‖部分筆者)と述べるMilneの描く「子ども部屋」世界においては、敵対関係のない、この
ような「平和」を示す環境は不可欠な要素であろう。
児童文学を帝国的視点から解釈し直すという読み方は昨今多々日にする研究である博。
繁栄を誇った 19世紀の大英帝国時代、七つの海の覇権を握り、数々の植民地を所有していた
イギリスにおいて、地図を描くことは、各時代における大英帝国の盛衰を記すことにも繋がる。
その地図は領土の拡がりを、つまりはその侵略状況を象徴的に示すものであつた。これは、
Trιαs“γ
`Isレ“
グ(Robert Lewis Stevenson′1883)などの冒険物語においてより顕著であるといえ
る。本作品における登場人物たちにも帝国的な意味を持たせることは可能であり、Poohたち
の住む世界の地図を大英帝国と重ね、登場人物のヒエラルキーを読みとるといつた解釈も可能
である。上記のKanga、Roo、■gger、Christopher Robinの様子や家からわかるように、物語
における家そのものが帝国の表象となりうることは明らかであり、同時に、MilneがPoohの
世界を帝国と重ね合わせていたことも暗示される。児童文学のなかに国と時代と家とが直接的
に反映され うることが、その地図においても、物語構造においても表れていると考えられる。
また多くの批評家が指摘する通 り14、 P。。hの世界には Kangaを除いて女性の姿がない (実
際 KangaとRooは最初は父と子として想定されていたようである Chwait(1992)85))。物心
ついてからは父親との交流がより深かったChristopher Robinにとつて、口うるさくRooを育
てるKangaこそが実際の母親像であったと考えることはたやすいが、Milne自身は母親との結
びつきが強かったことなどを鑑みると、この世界に女性像がないのは、子どもたちが独自の世
界で遊ぶときには、ふだん片時も離れず世話をしてくれるナニーも必要ではないことを示 して
いると推測できる。このことは「子ども部屋」の構造の核には、子ども自身の心、もしくは子
どもだけの場があると考える一因ともなる。
Christopher Robin
最後に、この世界において、唯一人間の少年であるChristOpher RobinもPo hの世界に住
んでいることを確認したい。本章の冒頭で述べたように、Poohの物語は父 Milneから息子
ChristOpher Robinへの語 りである。この物語構造は、一見子どもだけの独立した世界である
ようで、実は父が背後で見守り、Poohの世界そのものを創造していることを示している。干
渉したり束縛 したりするのではなく、破壊的逸脱行動をも含めた子どもの遊びを、愛情をもつ
て見守っている。子どもは暗黙のうちにそれを知つており、安心感のもと、自分の世界に浸る
ことができるのである。
物語に登場する Christopher Robinの家 (図12)は、
〃behind a green dOor in another part ofthe Foresピ′(WP8)
で、′`the very top of the Foresr′(wP 125)に位置 し、Pooh
の家 とは森をはさんで反対側にある。洪水の水 もやつてこ
ないほどの場所にある家は、この世界において彼が 「神」
ともいえるような高い位置に存在することを示 している。
Lurie(173)が′Christopher RObin is the child as God.He
is also the ideal Parent.He is bOth creator and judge―the bvO divine fu ctions shared by
mortal parents.″と指摘するように、実際、物語の大部分において蜘 istopher Robinは登場せ
ず、Kutzer(2000′95)が″deus ex machina″だと述べるように、ひとつの冒険や出来事の終わ
りに、そこで起こっている問題を解決する王のような、救世主のような役割を果たしている。
世界に彼を上回る知性の持ち主は存在せず、すべての登場人物が彼を尊敬 している。冒険とパ
ーティが繰 り返されるこの物語において、常にパーティを主催 し、皆を一同に会させる支配的
役割を果たす人物でもある。Con■olly(63)は、PoOhの家と対照の位置にあるChristopher RObin
の家は、PoohがChristOpher Robinの第二の自我 (alter ego)であることを示すのだと述べてい
る。
Poohの世界のもう一人の主人公 ChristOpher Robinが少年であることに関しては、次のよう
な解釈が可能である。彼は学校へ行くためにPoohの世界を去っていくわけだが、その目的と
されるのは大英帝国の繁栄において活躍すべき人物、あるいはその将来を担 うジェン トルマン
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へ と成長することであろう。それを前提 とした唯一の人間の登場人物が 「少年」である
Christopher Robinであり、この物語は少女ではなく「男」の子の冒険物語なのである。この
ことは、大英帝国の縮図としても解釈できるPoohの世界で、Poohをはじめとする仲間およ
び部下の行動を見守 り、時に見張り、指揮官として指示を与え、場合によつては決断を下して
救助する Christopher Robinの姿から見て取ることができる。
外側か ら注がれている父親やナニーか らの眼差 し、大人たちか らの囲いのなかで、
ChristOpher RobinはPoohの世界で王国の王のような存在であり、自らが統べる遊びの世界を
もつている。子どもは、子ども部屋で、両親やナニーに監視されながらも、彼らに煩わせられ
ない世界を構築し、遊ぶのである。その時、その遊びの世界には、Peter RabbitがMr.McCregor
の畑で自らの衣服をひとつひとつ脱ぎ捨てていったように、多かれ少なかれ何らかの破壊的行
動、あるいは秩序からの逸脱が伴 うことになる。それは、大人からの干渉や抑圧をはねのける
力であり、その抑圧からの解放感、自分の王国の王としての実感や喜びの現れであろう。Pooh
の世界での際だった「破壊」とは、Pigletが遭遇する洪水やOwlの家が倒れる強風であり、小
さなものとしては、Poohによってしばらく出入 り不可能となるRabbitの家や、建てたばかり
の家が PoohとPigletによって別の場所に移動させられてしまうというEeyoreが被る災難、
Tiggerが引き起こす騒動など多く挙げられる。守られた大枠としての「子ども部屋」のなかで、
子どもたちは遊びの世界で何かを壊 し、存分にエネルギーを発散させた後、状況を収め、再び
居心地の良い安定した世界を取り戻す。ひっくり返した玩具箱は片付けられ、崩壊された家は
再構築されるのである。ここに、日に見える形では登場しない両親やナニーの存在が透けて見
える。そして、恰も散らかされた子ども部屋が整頓されるかのように、Poohの物語のひとつ
ひとつのエピソー ドも、毎回、読者を安心させる大団円で終わつている。
以上、Peter RabbitおよびWinnie the Poohのシリー ズにおいて、登場人物の家を考察して
きた。いずれも外枠としての動物たちの家は、砂の穴や木々など、自然の中の動物の住処その
ものが用いられるが、家の内部においては、置かれている家具や生活スタイルが人間のものと
同様になつている。つまり、登場する動物たちは、人間の言葉を話すことからも、また人間と
同じ食べ物を食べることからも、完全な擬人化という形がとられているが、その動物としての
属性は家の外枠という形で描かれている。
(3)Tr2ι wi“ググ″チカιl材IIθηsの場合
次に、A.A.Milneと並んでイギリス児童文学の黄金時代を築いたとされる、Kenneth
Crahameの動
`Wi“
′J4Йι Wittws(1908)を取 り上げる。この作品で中心となる川辺の世界で
は、以下のE.H.Shepardの描く地図 (図13)からもわかる通 り、中央を川が横切 り、川沿い
にRatが住み、川のすぐ北側の草原にはMoleやカワウソの住処があり、川からは少し離れた
南側には、暗く陰鬱な雰囲気を醸し出す、鬱蒼と繁った森が配置されている。この森には、
Badgerやテン イタチが住んでいる。また、Ratの住処から川を少 し上っていくと、Toadの
住む屋敷が置かれ、人間の世界は、川や森からはずつと離れた場所にあるとされている。
この川辺の世界で、春の息吹のなかへ飛び出したMoleと川を愛するRatとがボー ト遊びに
興じたり、Toadが自動車に魅せられて川辺から飛び出していったり、また略奪された屋敷を
取り戻 したりという物語の魅力は、主人公たる四動物 (Mole、Rat、Badger、Toad)の繊細な
性格描写や、Thamesり||をモデルとした川辺の自然の穏やかさや美しさ、喜劇的な Toadの冒
険などいくつも挙げられている15。 また、MoleとRatの牧神パンとの避逓が、この物語の詩情
を深める。暖かい友情を交わしながら営まれるMoleやRat、Badgerたちの安らかな生活と、
川辺の世界を飛び出していくToadのスリルに満ちた冒険は、一見相反 したものであるようだ
が、その背景に理想郷ともいえる川辺の美 しい自然の世界が据えられていることで、物語とし
てひとつに溶け合ったものとなつている。この物語の要となるのが、やはりそれぞれの動物の
「家」ではないかと考える。そこで、まず最初に、四動物それぞれの家と彼らの性質との関連
について分析してみたい。
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図 13
(a)Mole、 Rat、 Badgerの家
Mole
物語は、春のある日、Moleが家を飛び出すところか ら始まる。Moleの家は、″dark and lowly
house″(TPI`Wi77′j"ル`Wi″
οωs(2人下WWとアドる) 7)、″.…close and airless′and the earthy
smen was strong.…″(WW 80)と描かれているように地中にあるが、それにもかかわらず、地
下の暗 く湿った世界ではなく、次の描写のような、整頓された居心地の良い世界が広がってい
る (図14)。
...an open space′neatly swept and
sanded underfooしand directly facing
them was Mole′s little front dooち
、vith `NIIole End′ Painted′ in Gothic
lettering....(Dn the lvalls hung I″ire
baskets  with  ferns   in   then■′
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alternating with brackets carrying plaster statuary――Caribaldi′and the infant Samuel′
and Queen victoria′and other heroes of lnodern ltaly....In the rniddle was a sman
round Pond cOntaining goldfish and surrOunded by a cockle―shen bo der.(WW
80-81)
まるで人間の手によって美しく手入れされているかの
ような前庭である。′Mole End′の表示をはじめ、これ
は動物としてのモグラの住処ではなく、人間の住むも
のと同様かつ人間世界と関わりのあるものであること
は明らかである。飾られている石膏像に至つては芸術
性さえ感 じられる。家に置かれている「物」によつて、
理想的な家の様相を描いている一例だといえよう。この
図 15
家を訪れたRatの言葉、〃What a caPital little house this is!.…So compacu So wen planned!
Everything here and everything in its place!...the parlour...those little sleeping―bunks in
the wall.…the drawer ofthe kitchen table.″(WW 82)からも、その家の内部がll■適に整えられ
ていることがわかる(図15)。さらにその時、二人が″a tin Of sardines― box of captain′s biscuits′
nearly full――and a Cerman sausage encased in silver paper...a bottle of beer...〃(WW 83)を
食べて休息する場面は、完全に擬人化された生活の様相である。
物語の冒頭で、Moleは地下の家の中にまで浸透 してきた春の雰囲気に誘われて、突然掃除
を投げ出して家を出るが、「春の大掃除」とはMoleがしばらく留守にすることへの準備である
かのようである。新たな世界へと突進 していくMoleは、好奇心旺盛で、本能のままに行動す
る子どもの様相を表している。彼が未知の世界を躊躇せず、容易に受け入れることができたこ
とは、子どもの自由奔放な性質を表す。
未知なる川の世界へ出てきたMoleは、川べりにあるRatの家に快適さを感 じる。そこは温
かく穏やかな場所であり、新しい世界での安全性を感 じさせる。同時に、Moleが自らの冒険
42
の途中でRatの家に留まって以来、川は、彼にとつて″new―found friend″であり、″.…the River
was lapping the sil1 0f his window″(WW 22)と描かれる様相は、新たな「自由」を表現してい
る。Ratの家は明るい光に満ち、肘掛け椅子や ドレッシングガウンやスリッパから感 じられる
心地よさや、喜びに満ちた川の物語がある。そこでMoleは、子どもが親に育てられるかのよ
うに育まれ、川辺の世界について学んでいく。
しかし、Ratの家が非常に快適な場所であるにもかかわらず、Moleはやがて自分の地中の家
を思い出し、帰つていく。自分の家や場所に惹きつけられるのは、「郷愁」「ホームシック」と
表現できる自然な感情である。人は、自分の居場所を、最終的に戻らなければならない根源的
な場所として認識する傾向がある。ルθ Wi“′J“ fみ`Wilbω
sにおける「家」の基本的な考え方
は、 ″...the sense of home and the little curtained world within walls――the l rg r stressful
world of outside Nature shut out and forgotten.〃(WW 73‐4)と描かれるように、内体的にも精
神的にも自らを外の世界の脅威から守る避難所としての場所である。家の持つ精神的な安心感
は「郷愁」を喚起し、それは住んでいた「家」の記憶として人を惹きつける。
Moleの家への帰還は、彼にとって成長の一段階である。彼は外の世界へと足を踏み出し、
そこで生きていく術を学び、再び自らの家へと戻るよう駆 り立てられる。つまり、自分の出発
した場所、自らの居場所、自分の家の価値を認識できたのである。この新たな認識は、″Shabby
indeed′and small and POorly furnished′and yet h ′the home he had made for hilnselらthe
home he had been so happy tO get back to after his day′s work.″(WW 76)とあたサ3さオLる。 さら
に、家の価値の発見とは、自らのアイデンティティの発見を意味する。このような形で自信を
得た Moleは、今では安全でいつでも戻ることの出来る確固たる場所、〃… .sOme Such
anchorage in one′s existence...this place which was all his owtt these things which were so
glad to see hirn again and could always be counted upon for the same siinple welcome.″(WW
90)を確保 しているのであり、これからは外へと出かけ、世界のどこにでも身を置くことができ
るといえよう。Moleがクリスマスに自らの家に戻つたことは示唆的であると、Kuznets(120)
は指摘する。Moleのつつましい住まいは、キリス ト降誕の馬小屋を思い起こさせる。自らの
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家の価値を再確認したMoleは、キリス トの巡礼の旅ならぬ、新たな外の世界での冒険の旅に
出る前に生まれ変わったのだといえよう。
このように一段階成長したMoleは、自分の家に戻るやいなや、今度はお客 (Ratや小さな
野ネズミ)を迎えることになる。ここで、主人と客、もてなす側ともてなされる側、さらにい
えば主従の関係が逆転する。これは、後にMoleがRatの家へと戻つた時の彼らの関係の変化
に繋がる。以前の二人は、RatがMoleをくつろがせ、川辺の世界について教えるという、親
子関係に似たものであった。しかし今では、MoleとRatは同等の友人関係となつた。Moleは、
Ratが突如として冒険心に駆られ、後先考えずに飛び出そうとした時、彼を引き留めて落ち着
かせる役害1さえ担う。
最終的にMoleが持つに至った″.…he mustbe wise′must keep to the pleasant places in
lvhich hislines were laid and which held adventure enougL in their way′lo l st for a lif
time.″(WW 70)という認識は、そのままこの物語の根底に流れる「家」に関する信念である。
Rat
Ratの家 もまた、勤ι Wi“′Jィルθ Wi::οωsにおいて重
きがおかれる場所である。彼の家は、″dark hole in the
bank...just above the water′s edge″(WW9、図16)
とあるように川辺に生息する動物のための住処である。
けれども、家の内部は、Moleの家と同様、人間の家の
ようにしつらえられている。初めてMOleがRatの
家を訪れた ときの心地 よさは、″When they got
home′the Rat made a brightfire in the par10uL and
Planted the Mole in an arln―chair in front of it
having fetched down a dressing―gown and sHppers
for hiln....Mole had to be escOrted upstairs by his
図 16
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図 17
considerate host to the best bedr00n、where he soon l五id his head on his Pillow in great peace
and cOntentment.…″(WW 21-22、図 17)と描かれ、Ratもまた、″_.the Rat warm and
comfOrtable′doz d by his fireside.″(WW 45)と、安楽の場としての家の様相が強調される。
この家は、川辺の世界の中心にあって物語世界を象徴している。この家 (と所有者)は、訪
れる者を誰でも招き入れ、受け入れる。Ratは訪問者の面倒を見、彼らが安心して一息つける
ような場所を提供する。例えば、Toadが外の世界での冒険から自分の家に戻る途中で、警察
の追跡から逃れ、何とかRatの家に逃げ込んできたことからも見てとれる。Ratが穏やかに諭
しながら、喜んでToadに洋服と食事を与えてやると、Toadは元気を取り戻 し、自分の冒険を
すべて話してきかせたのだった。Ratの家はまさに安仝な避難場所として機能しており、この
作品の主要テーマのひとつでもある友情を示す家である。Toadへの寛大なもてなしは、家の
基本的特色を描く好例である。
Mole、Rat、Badger、Toad各々の家が物語の枠組でもある川辺に位置しているわけだが、
Ratが他の主要登場人物よりも川に近い場所に住んでいる点は、彼の川との強い結びつきを示
す。Kuznets(122)が述べるように、「Ratの川との親密な関係は、彼の肉体的、感情的、精神的
な生活の源」となっている。Ratの詩的な才能は、常に楽しみと刺激を与えながら、自由に美
しく流れる川によつて育まれてきた。Ratの家ともいえる川は彼の世界そのものであり、彼に
とっ~で″...what it[=a river]hasn′t gotis not worth having′and whatit doesnrt know is not
worth knOwing.〃(WW 13)といわしめるほどのものである。Ratこそ、「り||」 との一体感を感 じ
つつ生き、常に維持され守られるべき家の価値を知つているのである。猪熊(260-61)は、「ネズ
ミのすみかは、自由の象徴である水と、安定性の象徴としての土との境目にあつてやはり地上
には出ていない。このような境界に住むネズミが、ただひとつ地上に建っている屋敷、そのた
めに安定性を欠くヒキガエル と本来住むべき場所から出てきたモグラの両方を救 うはたらき
をするのである。」と述べる。RatがMoleとTbadを繋ぐ役割をしていることが、それぞれの
家の性質からも読みとれる。
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Badger
″The Riverbank″の反対側にあるの
が、Badgerやイタチ、テンの住む
″Wild Wood″である。この森にある
Badgerの家 (図18)は、″.…down a
long′gloomy′and to ten the truth′
decidedly shabby Passage′into  ort 図 18
of a central han′out of which they could dilnly see other long tunnel―ike passages branchi g′
passages mysterious and without aPParent end″(WW 56)と描写されるように、長く暗い廊下の
続く地下にあり、一見危険な雰囲気を醸 し出している。地下の多くの トンネルや廊下は、様々
な大きさの部屋へと続き、過去の文明の廃墟を思わせる。Badgerは社交的ではなく、暗い森の
地下に隠れているようである。 しかし、その暗い通路は、対照的なほどに気持ちの良い空間ヘ
と続く。
...they found themselvesin an the glow
and warmth of a large fire―lit kitchen.The
■oor was well―worn red brict and On the
wide hearth burnt a fire oflogs....
Rows of sPotleSS plates winked from the
shelves ofthe dresser atthe far end of the図 19
roonしand from the rafters overhead hung hams′bundles of dried herbε nets of
onions′and baskets Of eggs.Itseemed a place where...●″o or three friends of
sirnple tastes could sit about as they pleased and eat and smoke and talk in comfort
and contentment.(WW 56-57、図 19)
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...the roOrn――Piles of apples′turniPs/and Potatoes′baske s fuH of nuts′and iarS Of
hOney,but the●v01ittle white beds on the remainder of the floor looked soft and
inviting′and the linen on them/though coarse′was clean and smelt beautifully of
lavenderメ(WVV 61)
地下にひつそりと隠れて暮らしているかのような Badgerの家が、実際はこのように人を迎
え入れるのに相応しい、心地良い環境であり、まるでそのために家が整えられているかのよう
にさえ感 じられる。一見、怖そうに思える Badgerが、実際は″He卜Badgerl seemed′by all
accounts′o be such an important personage and′though rarely visibler to lllake his unseen
influence felt by everybody aboutthe place.″(WW 39)と人々に慕われていることを、この家の
様子が示している。そして Badgerの家は、その詳細な描写という点ではどの登場人物の家よ
りも丁寧に描かれ、この物語において、人を招く開かれた家、人との繋がりを象徴する家とし
ての価値が強調される。それと同時に、Badgerの家は、彼が派手ではないが自らの一貫 した主
義をもち、ゆるぎなく生きる人物像を裏打ちしている。彼の生活スタイルは、豪華で人目を惹
く家からの慌ただしい出入 りを繰 り返すToadの生活とは対照的であり、Green(171)は、その
ようなBadgerとToadの対照的な姿を、田舎の静けさと心理的な刺激・興奮とになぞらえて述
べている。それは、3adgerの人を迎え入れる家に対する、Toadの人を呼び入れない家といっ
た、各々の家の様相からも読みとることができる。
Badgerは隠れてはいるが、外の世界を絶えず見張つており、友人たちを導く立場をとる。彼
は間違いなく社会と繋がってお り、少 し離れたところからこの社会を支えている。この要素は、
MoleとRatが冬の夜に森で迷子になった場面で示される。Kuznets(120)が述べるように、
Badgerは小さな動物たちを守 り、Toadを厳 しく正そうとし、父親的役割を果たす。彼は、″the
pleasant PlaCes in which his lines were laid″(WW 71)、 〃Peopl  come―they stay for a while′
they f10urisL they build一and they gO.Itis their way.But we remain.〃(WW 68)、〃… .We
must a11 live and let live.″(WW 69)と、生活の中心として、家に留まること、家を守ることの
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重要性を説いている。
lb)Toadの館
Toad Hallの特色一人間的要素
Toad Hallとは、Toadの豪勢で強く人を惹きつけ
る館の名前である。この物語の主要なプロットは、
Toadの館を取 り戻すまでの冒険となつている。
Toad Hallは、MoleやRat、Badgerの家とはかな
り違った特徴を備えている。Mole、Rat、Badgerの家は、
内装は人間の家のようであっても、家の造 り自体は動物
の住処そのものとなっている。それにひきかえ、Toadの
館は″a handsOme′dignified old house of rnenowed red
brick.〃(WW 25)であ り、 ″boat house″や ″stables″や
″banqueting―haH″(WW 25)、 ″...the gay flower‐deck d
lawns.…in a wicker garden―ch ir.…″(WW 26)が備え
らオЪ、 さ らに は 、 ′″Toad HaH′ . . . is an eligible
self―contained gentleman′s residence′ very unique′
dating in Part froln the fOurteenth centurル but replete with every modern convenience.
Up―to―date sanitaion.″(WW 125)と描写されるように、この家は、動物の巣ではなく、いくつ
かの不便な点はあるものの、人間の住む家とまつたく同じものであり、しかも堂々たる貴族の
館を思い起こさせる (図 20、21)。第一に、この家は他の登場人物の家のように地下にあるの
ではない。次に、人間の家と同様、何世代も子孫に譲られてきたものであり、Toadも父親か
ら譲 り受けている。これは、父親の友人であったBadgerがToadに、秘密の通路が〃hundreds
of years before he l=Toad′s fatherl eVer came to live there″(WW 195)に作られたのだと話して
いる場面や、″Toad′s ancestral home″(WW 210)という表現からも明らかである。このことは、
GrahameがTOad Hallを、またToadの物語を、受け継がれるべき冒険として、また遺産とし
て息子に伝えたのだともいえよう。親から子へと継承されていく財産であることからも、この
家が人間的要素の濃いものであるといえる。このような点において、Toad Hallは多分に人間
的属性を持ち、Mole、Rat、Badgerの家とは一線を画す。
ヴィク トリア時代において、Toad Hallのようなマナーハウスは″….images Of an old―style
English gentleman′dispensing hospitality in a great hall′with fi s blazing in the great arched
fireplaces′smoke rising frOm innumerable chilnney―stacks′comfortab e groups gossiping in
ingles and Orielsr and generous sheltering r00fs over an.″(Girouard 272-73)というイメ‐―ジを
醸 し出していた。これは礼儀正しく親切に客をもてなす″the beauttdeal of an English country
gentleman″(ibid.271)の様相に繋がり、カントリーサイ ドにおける上流階級の生活は、当時の
人々にとって魅力的なものであった。こういった地方名士の姿は、田園生活のみならずイギリ
ス人の理想的な生活の一例となるものでもある。Wienerは〃.…the squire was seen as the
human focus Of cOuntry and nationallife′his FnanOr house was portrayed as its physical focuら
and′the lnost delectable of possible dwelling―PlaceS・
″′(272)と述べているが、T乃`Wi“
′:“チカθ
wirJθwsにおけるToadは、このような地方名士の姿と容易に重なり合う。
Braun(129-135)によると、中世の前半には、王や農場主は自分たちや家族の住居と、使用人
たちの住む大邸宅のホールとを持つており、王や重臣はみなホールで食事をとった。「官殿で
あろうが大地主の家であろうが、中世のホールというものはすべての中心」(ibid.134)であつた。
そして彼らは、住宅とホールの間を往復するのに、それらがなるべく近いことを望んでいた。
その結果、建築家はついに二つの建物をつなげて一つの形にすることに成功し、「<マナー・
ハウス (荘園領主の館)>として知られている種類の家、つまリホールが組み込まれた大きな
カントリー・ハウス (田舎の広大な屋敷、大地主 (貴族)の田園邸宅)を発明した」(ibid.13助
のである。付け加えていえば、貴族の地方の邸宅を、中世までは「マナーハウス」と呼び、チ
ューダー時代以降は「カントリーハウス」と呼ぶのが一般的である (大橋 9)。イングランド
貴族の本来の仕事は、各地の領地、すなわちマナー (荘園)を管理することであり、各地のマ
ナーを生活の基盤として、そこにマナーハウスを建てて生活を営んだ (大橋 8-9)。この種のマ
ナーハウスが最初に現れ始めたのは、Henry三世時代の終わりにかけてであり、13世紀の間、
マナーハウスはあちこちの田舎に建築された。これらは、元来、「富裕な人々の住むただの大
きな在郷邸宅」ではなく、「根本的には支配階級の住む権力の館」(ジルアード14)であつた。
マナーはひとつの独立した組織であり、マナーハウスでは政治、裁判等も行われ、その領主で
ある貴族は、小国家の王のような役割を果たした (大橋 9)からである。権力の基盤 となるの
は土地の所有であり、土地には小作人がついていて、小作料が入つてくることが重要であった
(ジルアー ド14)。そして、何世紀もの間、土地の所有は「権力を支える主要な基盤であつたば
かりか唯一確かなもの」であり、19世紀まで、イギリスにおいては、「富と人日は都市にでは
なく地方にあり、支配階級は商人ではなく地主」(同書 15)であつたのである。さらに、カン ト
リーハウスは、その持ち主の周辺に「豪奢、成功、神秘、などの雰囲気を発散させるイメージ
作りの道具であり、持主の富を目に見える形で示す証拠物件」(同書 16)であり、その大きさや
外観は「持主の野心の有無や程度を正確に示すもの」(同書17)でもあつた。また、Toad Hall
が親から子へと受け継がれたものであることからも分かるように、地主は「親から譲られたも
のを守り育て、身内の面倒を見、地域行政で一役を果たし、自分の属する階級の利害に忠実で
あること」(同書20)を期待されていた。これらのカン トリーハウスの性質は、そのままTbad
Hallに当てはまるものであり、Toadの館はまさにイギリスの上流階級を具現する館であると
いえる。しかしながら、Toad Hallの「権力 館」としての側面は、実際、Ratが″TOad is rather
rich′you know′and this is really one of the nicest houses in these parts.〃僻VW 25)とはいつて
いるものの、物語のプロットから見ても、″′Finest hOuse on the whole rivet′cried Toad
boisterously.′Or anywhere else′for that matter′′….〃(WW 26)と自分の家を自慢するToadを
RatとMoleが日配せ して見ている場面からも、風刺的なものだといえるだろう。Nikol可eVa
もまた、この作品を階級という点から読み解き(F“″ルη働ため L′″″/3り、Moleを″a lower―
middle―class bachelor′′、 Ratを′a llnore or less sel←POrtrait of Grahame′a poetical′Inaybe even
BOhemian figure′′、Badgerを″the 01d aristocracy″、Toadを″the nOuveau riche″と位置づけて
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いる。付言すると、イギ リス児童文学において、「権力の館」 としてのマナーハ ウスの顕著な
例は、第一章の 1で述べた Alison uttleyのA Tr′υ
`ι
J`rゴ
“
TttθにおけるThackersの館である。
そ胸瞬ま 〃 . ..the house and farn■were the country house of the falnily of Babington....
Thackers was an old manor houseノbe10Ved by then、f r althOugh they were rich and Owned
greatlands and a fine town house at Derby/they always inade Thackers/where they had been
born/their hOme.″(51)と描かれ、Babington家の富と権力を象徴する館 となっている。 このよ
うな富を示す館が多く建てられ世襲 されていつたわけだが、徐々にその館主の経済状態や社会
の変容等から、豪奢な館を維持するのが困難になった例も多々見られる。その際、残された館
は、実際に人が生活を営む場所ではなくなる。しかし、人の住まなくなつた館であっても、館
はそれまでそこに住んでいた人間の歴史、記憶を内包している。つまり、館は過去を証明する
残存物となるのである。
さて、TOadの、動物の住処とはまったく違 う豪勢な人間の館に漂 う雰囲気は、MoleやRat、
Badgerの家とはかなり異なっている。今まで述べてきたように、一日の疲れを癒してくれるよ
うなM01eの家は ″greatjoy and cOntentment〃(WW 89)に溢れ、Ratの家は安らかな憩いの場
所として描かれ、Badgerの家は人々の楽 しい集いの場となっていた。
こういつたMoleやRat、Badgerの家に共通する特徴は、家の持つ暖かみや安全性、訪れる
人々を包み込む優しさであろう。これは、家の持つ基本的な要素である、外の世界の危険や災
いから肉体的にも精神的にも人々を守る役割を感 じさせ、なおかつ安全な場所を求めて逃げて
きた者を受け入れる役割を果たしている。実際、Ratは未知の世界である川辺へと出てきた
Moleを暖かく迎え、川辺での生き方を教え、Moleは自分の家をクリスマスに訪れた野ネズミ
たちをもてなし、Badgerは冬の森で迷ったMoleとRatを家に招き入れる。
一方 Toadの館には、このような人を通じて伝わる暖かみが感 じられない。広い館であるに
も関わらず、人の姿の見えない場所となっている。実際、召使いは当然いたであろうが (家政
婦がいたことしか描かれていない)、 TOadはひとりで住んでいる。この館では、MoleとRat
のような友人同士の親密な交流が見られず、Moleが森で迷つたときのように、いなくなって
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もすぐに探 しに来てくれる友もいない。また、MoleもRatもBadgerも良き友であるには違い
ないが、彼 らはある意味でToadを導く立場であり、Toadと同等であるというよりはむしろ、
上から見下ろしているとさえ思える。あるいは、豪勢な館を構えているToadのプライ ドゆえ
に、友人たちとは一線を画しているといえよう。例えば、Toadは自分の計画や問題を友人に
相談 しようとはしないし、彼の言葉の端々に″I am a Toad′a very well―known′respected′
distinguished Toadl〃(WW 167)という自惚れと自負が感じられ、常に、〃his fine old manne■―a
blend of the Squire and the C01lege Don′′(WW 132)を表現するような態度をとつてしまう。
Toadのこ ような一面は領主的立場からきているものでもあり、一部の森の動物たちに嫌わ
れる一因ともなっているに違いない。
これらの点からToadの館は人を招き入れようとはしない、人の集わない「家」であり、待
つ人もなく暖かさのない「家」となっている。だからこそ、Toadは戻つてきてもすぐに出て
行くのであり、そこに根を下ろして留まろうとはしない。刑務所から這々の体で逃げ出した時
にも、辿 り着いたのは自分の館ではなく、Ratの家だったのである。しかし、人を寄せ付けな
いToadの様湘目は、彼力｀冒険から戻 り、〃true and loyal friends〃の存在に気付いたときにヤ肖え失
せる。そして、仲間同士力を合わせて館の奪回となり、最後に祝賀会が行われるToad Hallが、
友情を再認識 した象徴として描かれるのである。
館か らの脱出一り「1辺の世界から人間の世界ヘ
この作品を読むときに、Grahameが生涯を通して探し求めた理想の家について見落とすこと
はできないわけだが、彼の 「家」への執着は、作品中に見られる家の詳細な描写からも明らか
である。Crahameは、五歳の時に母親が亡くなつたために祖母の家に引き取られ、家族は離散
する。それからは、絶えず母親像と自分の居場所を探し求めていたようである。Grahameの家
についての最初の印象は、四歳の誕生日後に家族で引っ越 した家のものである。そこは彼にと
って最も幸せだった場所であり、その家は彼に″a life-long dream he had of home―coming′of
′snugness′′and rcushioned cOmfOrt′″(Graham ll)をもたらしたと述べられており、その家が彼
の心の故郷となつた。子ども時代の祖母の家では、周囲の豊かな自然のなかで時を過ごすこと
ができた。このような自身の心の確固たる基盤である幼少時代の経験から、子ども時代の幸福
な思い出を具現するかのような動θ Wi“′,“助ι Wiιο窃 の世界を創 り出すこととなった。
Bachelard(1964′15)は、 ″...there exists fOr each one of us an oneiric house′a house of dr aln―
memory/thatislostin the shadOw Of a beyond ofthe real past.…″と述べているが、Grahalne
の ″dream―emory〃としての家は、勤`Wi4′
j“働θ Wi:ιθωsに登場する家に内包されている。
そして、Thamesり|1沿いの自然の美 しさや優 しさを感 じ慰めを得ながら、人間よりも「場所」
に関心を持つて川辺の動物たちを観察する、″the lonely observer with a strong sense of place″
(Wullschlager 148)であったがゆえに、川辺の動物たちを生み出すことができた。自然に身を浸
すことにより得られる心の平安は、勤θ WirグJ4ルι Wiι:θωsの″The Piper atthe Cates of Dawn″
の章における自然描写からも顕著に窺える。このような要素をもつたGrahameが描くToadが
館から飛び出していく要因を、文明化された都市と自然に溢れた田舎という観点から考えてみ
たい。
Toadが家を出るということは、ある意味で動物たちの閉ざされた川辺の世界から人間の世
界へ飛び出すということであり、この点は、彼の人間的な館と関係がある。川辺の動物たちの
なかで、Toadだけが一時的にであれ人間の世界に身を置き、人間と直接交流を持つ。このこ
とが、Toadが人間の館に住んでいるという背景のなかで、すでに暗示されているといえる。
また、彼がボー トから馬車、自動車と乗り物に深い興味を示す様子にも人間世界の世俗的な要
素が感 じられ、まさにそのために外の世界へ飛び出していく状況は、イギリスにおけるアーバ
ニズムと田園生活との二面性に重なる。イングランドの貴族にとつて、マナーが生活の拠 り所
であり、それが存在する「カン トリー」こそが最も重要であつたが、その一方で、ロンドンは、
古くからイングランドの商業・交易上の中枢都市であり、生活の拠点を地方におく貴族たちも、
ロンドンをもう一つの必須拠点として、邸宅を構えたのである。このようにして、彼らは「カ
ン トリー」(田園)と「タウン」(都市=ロン ドン)という二つの基盤を持つた。19世紀後半か
ら20世紀初頭にかけて、人々は産業革命に見られる科学技術の発達を押し進める一方で、カ
ントリーライフを賞賛し、都会暮らしと田舎暮らしの両方を楽しんでいた。このような傾向を
IVullschlagerは″.. w´ ek―end Pantheisnし10ve of nature as an escape′anchor against
changing■vays and a disappearing rural tradition′and as a symbol of spiritual possibility in
an increaseingly secular age.…″(152)と述べるが、Grahameのなかにも幼い頃の自分を支えた
田園への強い想いがあり、それは川辺に代表される自然への宗教的ともいえる信念である。
Grahameのなかには常に、「自然 。子ども時代」と「文明 。大人世界」との対比があつた。こ
れはToadの館とほかの登場人物たちの家との相違において明らかである。「自然。子ども時代」
は、Grahameにとって保護しなければならない価値をもつている。そして、家族との生活から
の抑圧などから逃避せざるを得なかったGrahameは、その晩年において、自らの聖域である
Thamesり|1近くの地に戻つたのであった。しかしながら、Grahameは、その自然が破壊され う
る恐怖をToadの災難を引き起こす自動車に置き換えて描き、そこに過分なユーモアが交えら
れていることからも、Grahameが単に都会生活を否定しているだけであるとも思えない。街道
の楽しみと自然の安寧を、対立するものではなく共存しうるものとしてとらえ、両方の価値を
認めていると考えられる。
″The VictOrian upper classes were reasonably keen to seem up―to―date′but their modernity
tended to be put under pressure by other values.″(Gi ouard 274)とlさべらオしるように、 カント
リーハウスの外観は伝統を重んじたものであり、内部においても謙虚さを凌ぐような贅沢さは
避けられたが、使用人が能率よく働けるよう科学技術が取り入れられていた。便利で賑やかな
都会の生活と、伝統的で落ち着いた田舎の生活をうまく行き来し、その両要素を館のなかにも
取 り入れていたヴィク トリア時代の人々の姿が、Toadの行動にも反映されている。
館の奪回一冒険 と館
家を飛び出した Toadは、車を盗んで捕らえられ、脱獄 して川辺へと戻り、留守の間に侵入
されていた自らの館を取 り戻すわけだが、この一連の騒動について考察したい。
Toadが館を出た (第6章)後、しばらくはこの館については語られなくなる。当主がいなく
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なつたのだから当然であるが、実際その後の館の様子は、Toadが留守の間にテンやイタチに乗
つ取られていたとRatに聞かされる (第11章)まで描かれない。車を盗んで事件を起こした
Toadは、 ″...the remOtest dungeon of the bes■guarded keep Of the stoutest castle in all the
length and breadth of Merry England.″(WW 107)に閉じこめられる。人間と同じ館に住み、そ
れだけでは飽きたらずに自ら勇んで人間の世界に飛び込んだ Toadだったが、今度は人間の世
界に取り込まれてしまう。そうなるとやはり、自分は川辺の世界の住人なのだと思い知らされ
ることになる。そして、獄吏の娘に親切に対応され暖かい食事をもらうと、″.…the cOmfOrting
clink of dishes set dOwn on the table at Toad Hall′′(WW 124)や`′warm kitchenらOf bre kfasts
on bright frosty mortlllngs″(WW 125)、″cosy parlour iresides on winter evenings″(WW 125)
など、自分の館を思い出し、意気消沈していた状態から、まるで自分自身を取り戻したかのよ
うに館自慢を始める。実際Toadは、以前の″the same sanguine′selisatisfied animal〃(WW 126)
である自分自身を取り戻す。つまり、館は Toadにとつて第一にアイデンティティの証明であ
り、絶えず不安定な状態にあるToad自身を背後で支える不動の存在となつている。
川辺の世界および館の記憶を自分の内に甦らせ、同時に自分自身をも取り戻した Toadが次
に為すべきことは、実際に川辺に戻り、その存在を再認識することである。それは Toadが気
づいていなかった、MoleやRatやBadgerの家と同様、″a psychic balance and refuge〃(Wiener
50)となる家の在 り方を知ることである。そこで、washerwomanに変装し、館への帰路へと踏
み出す。これが、次なる冒険ともいえるほど困難な道のりであつたことが、家の持つ意味の深
さと、家を手放すことの重さを示している。
数々の危機を脱し、息も絶え絶えにRatの家にたどり着いたToadだったが、それからも簡
単には自分の館には戻れない。月ヽさな危険はあるものの、概 して穏やかな川辺の世界で、なぜ
館の乗つ取りという事件が起こつたのだろうか。1903年、Grahameがイングラン ド銀行の建
物に乱入した狂信的アナーキス トに狙撃された事件が、この挿話の構想のきっかけではないか
とWullschlagerは述べる(169)。この館の略奪事件の発端は、Toadが自動車に魅せられて家を
飛び出したところにあるが、川辺の住人の嫌悪する「自動車」には、現代文明に対する反感と
反都市主義が感 じられる。昔から農村を理想とし田園の魅力を強く感 じてきた人々にとつて、
機械が幅をきかせる生活は田園生活を脅かすものであり、都市を嫌悪し、都市の政治 。経済的
優越に抵抗する思潮も強いものであった(Wiener 47)。Toad Hallの乗つ取 りは、このような当
時の社会背景を一因とし、また、Toadの家 造 りにもその要因が見られる。
自然の在りようそのものを住処とするMoleたちの家に比べて、人間の家は、人間が造つた
ものであるがゆえに一種の停さが感じられる。それはつまり、自然の世界と、いつかは滅びて
ゆく人間の文明とを比べてみたときに感 じられる拶さである。また、猪熊1260～61)が述べるよう
に、安定性の象徴としての土を住処とするRatやMoleにくらべて、Toad Hallはただひとつ地
上に建っている屋敷であり、そのために安定性を欠いている。この館の持つ傷さや不安定性は、
館が乗つ取られる下地になっているとも考えられる。
そして、気まぐれで分別がなく思い立ったら直ちに行動に移す Toadは、徹底的におもしろ
さ ″fun〃を追求する。いい換えれば、常に冒険を求めているのであり、冒険に乗 り出すバイタ
リティをも持ち合わせている。だからこそ川辺の世界の外に飛び出し、またその結果、館を乗
つ取られても、それを取り戻すことができるのである。当然ながら、館の奪回には友人たちの
多大な協力が必要であつた。実際に館を奪い返すための戦いでも、MoleやBadgerの活躍ボリ
のほうが目を引くが、Toadに手を貸さずにはいられないと周囲に思わせるのも、Toadの長所
となる個性である。この個性が友人たちを惹きつけ、どんなに野放図に周りの人々を振り回し
たとしても、友人たちが彼を見捨てることはない。常識的な銀行家であったGrahame自身も、
このような Toadに、型破 りで世間的に正しいとされるものに囚われないことへの密かな憧れ
を託し、愛着を込めて描いたに違いなく、それは Toadの冒険をこの物語のひとつの柱として
いるところや、Toadを息子 Alastairに似せて創った(Graham 44)ところからも窺える。
さらにToadの冒険は、19世紀イギリスの少年冒険物語の特徴を備えている。冒険物語の主
人公たちは、「苦難をたくましく耐えぬく楽天主義」(神宮、瀬田、猪熊 131)であり、増大し
てゆく大英帝国の力のもと、世界で活躍するイギリス青年としての理想の姿をかたどつている。
Toadの冒険もまた、こういつた冒険物語を下地とし、未知の世界へ飛び出していく少年の野心
が感 じられる。イギリスの少年たちは外の世界へと飛び出し、数々の冒険とぶつかって成長し
てゆく。冒険は子どもから大人への通過儀礼であるともいえる。Toadの場合も、その冒険が大
人への成長を思わせるものとなつているが、もちろんひとつの冒険を終えて一足飛びに大人に
なるのではなく、家を出て、冒険をし、また家に戻るというサイクルを繰り返すことになる。
その過程において、家は肝要な位置にあり、どんな時もここを拠点として回つているのである。
これは Grahameの人生にもあてはまり、子ども時代を自然にあふれたカン トリーサイ ドで過
ごし、都市の実際的で堅苦しい社会に出てゆき、年を経てまた平和で穏やかな田合に戻つてく
ることになった。結局、人々は家を出て初めて、その家の真の価値に気がつくのである。
Toad Hallは、館の主が川辺の自然の世界から出て行った隙に、森に住むテンやイタチに侵
略される。乗つ取られた自らの居場所を、川辺の世界に固く根を下ろす Mole、Rat、Badger
の力を借 りて取 り戻すという物語構造である。Toad Hallの奪回のひとつの柱となるのが、前
述のように、友人たちの支援であるが、Toadの冒険の帰着点である館を取り戻し、長い冒険を
終わらせるために、初めてMole、Rat、Badger、Toadの四人 (四匹)が結束することになる。
川辺の動物たちは、お互いの領域を侵すことなく、それぞれが独立して生きている。それぞれ
が独自の個性を持ち独立した居を構えながらも、各々の生きる家は友情の交歓のできる家であ
り、彼らはいざとなれば仲間としての結束を固める。その結果、元来冒険を好まない Moleや
Rat、Badgerでさえ、冒険へ駆 り立てられることになつた。Toadの逃亡からの帰還が、いつそ
う友人同士の絆を深め、Toad Hallの奪回に至ることになった。今まで人を招き入れなかった
Toadの館が、人の交わる家、友情の象徴としての家として再構築されたといえよう。またToad
にとつては、川辺の世界に戻 り、自らの居場所を自分で戦って勝ち取り、冒険を終えることが
できたのである。
男の家 としての Toad Hall
四動物それぞれの家について分析したときに、共通する要素は、女性のいない「男の家」と
いう点である。実際、川辺の世界に女性キャラクターは登場せず、従って、時には「家」と同
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一語として認識される、夫婦、親子の存在する「家庭」は描かれない。「家庭」が描かれない代
わりにテーマとなっているのが、男同士の友情と冒険だと思われる。そこで、この点に焦点を
あて、「男の家」としてのToad Hallについて述べてみたい。Grahameはり‖辺の世界を、ある
意味で閉ざされた理想的空間として描いたのだったが、この世界は独身の男性たちのものであ
る。それぞれの動物が自分たちの家を守りながら生き、その描写においては暖かい家のイメー
ジが溢れているが、そこに家族の団葉や、ヴィク トリア時代の小説に理想の女性像としてしば
しば登場する「家庭の天使」たる妻、母の姿はない。当時のイギリス社会において、男性と女
性の領域はかなり明確に区別されていた。Cirouard(296)によれば、カントリーハウスとロンド
ンのクラブが独身生活の二ヵ所の息抜きの場であり、カントリーハウス内での男性の領域は次
のようであった。
...the rnale territory included billiard room and smoking room/with attendant
lavatories′the owner′s study or business room/and a bachelor staircase leading to a
clutch of bachelor bedr00ms....These lnale rooms could contain books and Pictures
of a mildly naughty nature.(298)
さらに Grahameが女性との交流を苦手とし、長い独身生活の後結婚 した女性にも満足でき
なかつたために、彼は結婚 して自分自身の家を持つた後でさえ、理想の家を模索し続けること
となった。従って、彼は現実生活のなかで手に入れることの出来なかった場所、避難所である
聖域を自分自身で川辺の世界に創 り出さなければならなかつたのだが、川辺の世界は現実から
の逃避の場としての、空想的な田園世界にならざるを得なかつたといえる。そして、この川辺
の世界から女性を排除することにもなった。作品中、唯一好意的に描かれる女性は、Toadが捕
らえられた牢屋の獄吏の娘である。Toadの〃sulks″や〃airs″ゃ″meanness″にうんざりしていた
獄吏である父とは対照的に、娘は心からTOadを哀れみ、暖かくておいしい食事を与え、慢心
しきつたToadの話を熱心に問いてや り、最終的にはToadを脱獄までさせてやる。小言もいわ
ず好きなようにさせてくれ、自分の話に黙つて耳を傾け、内助の功よろしく手助けまでしてく
れる、まことに都合の良い女性像が好意的に描かれる。けれどもこの娘とToadは、所詮人間
と小動物の結びつき得ない関係であり (実際、娘はToadをペットを眺める日でしか見ていな
い)、 娘がToadに好意を持つているという考えは、まったくTbadのひとりよがりである。そ
して、GrahameはTOadに雌の″tOad″を恋人として (友人としてさえ)与えてはいない。その
他の女性といえば、ほとんど科白もなく描かれるwasherwomanや、Toadを馬鹿にして川に
放 り出す barge―womanであり、この女性に至っては悪役ともいえるほどに描かれている。結
局 Toadは、Grahameの理想像か とも思える獄支の娘か らも、また当然のことなが ら
barge―wollllanからも逃げだし、Ratの家へたどり着く。
実際、Crahameは妻との結婚生活から、気楽な男同士の輪のなかに逃げ出し、女性なしの友
情を謳歌する。「性を媒介にして成立する家庭は近代人にとつては、孤立したエゴの砦 とな
り・・・家庭は個人を内に向かつて解放し、保護するものであるが、一方それがときに個人を
抑圧する機構となる」と猪熊(263)が述べるように、女性のいない世界こそ Grahameの描く楽
園であり、そこには「家」はあっても「家庭」は存在しない。「家庭」の代替物となるほどの「家」
が描かれているからこそ、いっそうその重みも増すのである。女性の存在しない世界とは、新
しい命の 「誕生」のない世界をも意味する。つまり、カワウソの子どもを例外として、女性と
同様、川辺の世界に子どもは存在せず、そのためにいつそう閉ざされた楽園としての感が深ま
り、同時に新 しい誕生がないために、いつかは滅びるであろう傷さまで感 じられるのである。
唯一の救いが、この世界の中心を流れる川であり、この川の流れがこの理想郷から飛び出し
戻つてくる自由を象徴 している。冒険に出たToadも″They卜the rOad and a canal]muSt bOth
be comingヵ筋 SOmewhere′and goingチο somewhere.″(wW 161)と感じながら流れに沿つて、
帰途に着く。そして、最終局面で巡査に追いかけられ、一′さに逃げ続けるToadを、〃deep wate■
rapid water/water that bOre hiin along with a force he cOuld not contend with″(WW 180)と衝苗
かれる「川」が、Ratの家まで運んで行くのである。文字通 り、「り||」 がToadを元の世界に帰
したのであり、「行きて帰りしJ物語の核ともなっている。安穏とした男たちの楽園から飛び出
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し、また戻つてくることのできる自由と安心感を「川」が象徴 していると同時に、川には皆の
「家」があり、Toadの属す、戻るべき基盤となる場所である。
Crahameの、またイギリス人の神話ともいえるほどの牧歌的理想を疑 うことなく川辺の世界
に映し出し、ひとつの理想郷が創 り出されたわけだが、そこからは、「家」のさまざまな肯定的
要素と、孤独な家としての否定的要素の二面性が読みとれる。けれども、最後に再びToad Hall
に戻つたToadは、友情の絆とともに、″This good fellow[=Toad]haS t0 1ive here′and hold h s
own′and be resPected〃(WW 215)というこ を身にしみて感 じ、友人たちとの交わりを大切
にしながら、この川辺の館を大切に守って生きていかなければならないことを認識 したのであ
る。
結論として、Grahameは川辺のファンタジーの世界に、理想の「家」あるいは「場所」を象
徴するアルカディアを創 り出した。そこは、安全で穏やかで、郷愁を誘 う田舎の楽園であり、
「家」という基盤のうえに友情と冒険が存在する場所である。彼は、あらゆる生き物は自然に
避難場所としての 「家」を探し求めるものであると主張している。あらゆる生き物が感 じるシ
ンプルで基本的な喜びは、出て行った際には常に戻 り、失つてしまったときには何とか取 り戻
そ うとする「家」との関わりのなかでこそ得ることの出来るものなのである。なぜなら、「家」
は、常に自分を待ち、受け入れてくれるからである。Toadの館 場合は、Toadの留守中、Badger
とMoleが館を守 り、Ratが戻つてきた彼を迎え入れた。そして、川辺こそ彼 らの生きる場所、
彼らの家があるべき場所として描かれる。「り||」は、自然の中にある静けさや時の流れを象徴 し、
その上を吹く風は、そこに生きるものたちの活動を示すといえよう。T71ι Wi“′F″ ルι Wi::θ"s
とは、川辺の物語そのものを表すタイ トルであり、川辺に生える柳(wil10W)は、「り||」 の表象で
ある。この「川」のある土地と「家」の記憶がMole、Rat、Badger、Toad各々を自らの「家」
へ戻らせるのである。イギリス児童文学における「家」の物語では、それぞれ家の持つ価値を
読みとることができる。大抵の場合、「家庭」が背後にあることによつて得られる「家」の価値
が語られるが、 勤
`Wli“
′れル
`WiJJθ
wsでは、館の価値を知るために「家庭」ではなく、「冒
険」とそれを支える男同士の友情が用いられる。この点は、数々見られるイギリスの家の物語
のなかでもこの作品に特異な要素である。
付言すれば、この川辺の世界の物語には、自然のなかの時の移ろいが明確に描かれている。
Moleが春の息吹を感 じて地下の家を飛び出し、初めて川と出会った春から物語は始まり、あら
ゆる動物たちが活気をもつて楽しみ、Toadが外の世界に飛び出した夏、美 しい秋と、野ネズミ
のクリスマスキャロルに彩 りを添えられた冬の訪れ、そして日々は過ぎ、Toad Hallを奪回し
た次の夏までのほぼ一年にわたるToadの冒険が、巧みに描かれる季節の移 り変わりと共に進
む。
特に夏には外の世界の美しさ、明るさが、冬には家の中での居心地の良さが対照的に描かれ
る。 夏は、 ″Such a rich chapter it had been′when one came to look back on it aHI With
illustrations so numerous and so very highly co10ured!′′(WW 40)と美しい本のごとく表され、
夏の一日は以下のように活気に満ちて、水辺の光と共に描かれる。
. ..the shock Of the early PIunge′th  scamper along the bant and the radiant
transformation of earth′aiちand wateL when suddenly the sun was with then■again′
and grey was gold and co10ur was born and sprang out of the earth Once FnOre.
TheyI=anilnals]recalled the languorOus siesta of hOt rnidday/ deep in green
undergrowth′the sun striking through in tiny golden shafts and sPOts,(WW 41)
対照的に、冬の様子は物語の静の部分、生きていくなかで立ち止まること、休んで力を蓄える
こと、憩いの部分が強調 して描写される。
No anilnal′according to the rules of anilnal～etiquette′is ever expected to do anything
strenuoutt or heroic′Or ven inoderately active du五ng the ofiseason of winter.All
are sleepy一some actually asleep.All are weather～bound′Inore or less′nd all are
?
?
resting froln arduous days and nights/during which every muscle in them has been
severely tested′and every energy kept at full stretch。(WW 60)
そして、夏の溌刺とした様相とは違 う落ち着いた冬の美しさ、部屋の暖かさと明るさや、″the
reddening apples around′Of the browning nuts7 ofiamS and preserves and the distillin3 0f
cordials″(WW 158)などの心地よい冬ごもりの様子が伝えられる。
また、Moleはこのような冬のひとときに、魅力的な外の世界、川辺の世界の楽しさ、ひい
ては明るく楽 しく刺激的な要素だけではないこの世界の有 り様 を、″It was a cold sull
afternoon with a hard steely sky overhead...the country lay bare and entirely leafless around
hinしand he thought that he had never seen so far and sO intimately into the insides of things
as on that winter day when Nature was deep in her annual slumber and seemed to have
kicked the clothes Off.′′(WW 42)としか 見つめて熟考し、″_.the country undecorated′hardノ
and stripped of its finery….they w e fine and strong and simple.…″(WW 42)といつた自然
の姿に感 じ入ることができるまでになっている。
このように、季節の移ろいは生きること、生活と直接的に結びついている。この物語におい
て感じとることのできる時の移 り変わりは、自然のなかに置かれた「家」が生きる場所である
ことを感 じさせ、そこで生き抜くこと、支え合って生きることを顕著に浮き上がらせている。
この自然の変化、時の移ろいが描かれなければ、登場人物たちが生きていく上での「家」「場
所」の存在やその役害1も弱められてしまうであろう。作品全体にこのような季節感を伴いなが
ら、 ″Whether in winter or summer′ sPring or autuFnn′it′s always got its fun and its
excitements.″(WW 13)と、どの季節においても感 じられる川辺の世界の魅力が根底にあり、そ
れがGrahameの描く楽園の基盤となっている。
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第二章 人の生きる家
第一章においては、物語における建物としての 「家」の機能、人々の戻る場所としての家、
アイデンティティを示す家、また、社会における階級を示唆する家などの様相を探つてきた。
家の内部の様子においては、人々の暮らしの中心となる「台所」の有り様を見てきた。次に本
章では、初めに、子どもたちの暮らす場としての家、子どもたちの空間である「子ども部屋」
について考え、そこから、家の中での女性の力について探り、さらには人々の記憶の積もる家
の様相にまで広げていきたい。
1.「子ども部屋」というトボスの構造
中流階級以上の家庭において、子ども部屋が作られるようになつたのはヴィクトリア時代で
ある。カン トリーハウスを設計する際に、子どもにきちんとした部屋をあてがうよう、両親と
簡単に行き来できるように細心の注意が払われ、子ども部屋は両親の居間や書斎、寝室、更衣
室の上の階に作られ、子どもの状態をすぐに覗きに行けるように専用の階段もついていたのが
初めである (Cirouard 286、図 2、23も同書)。 そしてほとんどの時間、兄弟姉妹は一緒に子
区]22 Thoresby Han′Notti ghamshirc.The grOund
floo4 and the first floor ofthe family wing.
(AnthOny salvin′1864-75)(″Nursery″の下線筆者 )
図 23 Minley ManoL Hampふire.
The nursery in 1890.
?
?
?
?
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ども部屋で過ごし、夜はすぐそばの子ども用の寝室で眠つていた (ハリソン 350)。つまり、子
どもたちの生活空間の大半は子ども部屋だったわけである。子ども部屋ができて以来、監視役
はいるものの、子どもたちは結果的に大人から切 り離され、子どもたちだけの世界を築くこと
になった。家の中での子どもの居場所の必要性が認識され始めた結果、子ども部屋という場所
が確保され、そこから子ども部屋の文化が生じてくることになったのである。
(1)作者の子ども時代を反映する家
「人間にとっての地理的リアリティとは、まず第一に自分が存在する場所であり、それは幼少
期の場所、あるいは彼をその中に招き入れるような環境である (Darde1 46)」とRelph(49)が
引用しているように、幼少期に過ごした場所は当然ながら人に多大な影響を与え、子どもにとつ
ては自らの居場所が全世界ともなりうる。イギリス児童文学に描かれる「家」や「子ども部屋」
には、しばしば、多分に作者の子ども時代の体験や当時の思いが盛 り込まれる。たとえば、第一
章 2‐(3)―(b)でも述べたように、Kenneth Grahameは五歳になる前に両親、兄弟と共に過ごした
家を幸福だった場所と述べ、その後祖母の家に引き取られてからも、その家の周 りにあるThames
川沿いの豊かな自然のなかで過ごした子ども時代を、幸せな時間だったと懐古する。
A.A.Milneは、二人兄弟の末つ子で両親にとつて最愛の子供であり、父親の運営していた学
校の生徒たちと共に、愛情深く育てられた。〃.…my spiritual home is sull the nursery″(Milne
(1939)242) とi杢べ、 ″Childh00d is notthe happiesttime of one′s life′but only to a child is Pure
happiness possible.′′(i id.13)と考え、結婚後は息子 Christopherにも親密に関わつた。
Christopher は、 こ)ちに 〃ⅣIy father/ whO had derived such happiness from his childhoOd′
found in me the companion with whom he cOuld return there.″(C.Milne 159)と語つている。
″.…within me were unforgettable memOries of my own childhood.″(Milne(1939)237)と話す
Miineが、息子のために語 りながらも、自らの子ども部屋での体験を回想 しながら物語を紡いだ
ことは想像に難くない。
また、Beatrix Potterの作品群には、Potter自身の生きてきた、また執着 した現実の「場所」
が反映されている。Peter Rabbitシリーズでは、主な登場人物として、ウサギ、リス、フクロウ、
ネズミ、ハ リネズミ、ネコ、イヌ、カエル、アヒル、キツネ、アナグマ、ブタ等が挙げられる。
これらはすべて、Potterの生活において身近な動物たちであつた。彼女は、初めての飼い大であ
った茶色いスコッチテリヤを始めとして、休暇を過ごしたScOtlandなどの田舎からLondonの
家へ持ち帰ったり、ペットショップで購入 したりした多数の小動物―カエル、 トカゲ、イモリ、
ヘビ、コウモリ、ヤマネなど―をペットとして、子ども部屋で飼育した。また、野生の鳥の観察
から始まり、死んだウサギの皮をはぎ、骨だけが残るまで煮て骨格をスケッチするなどゝ幼い頃
から身の回りの小動物たちをただかわいがるだけではなく、冷静に観察する能力を備えていた。
彼女自身の子ども部屋とは、富裕な階層の住むLondonのBolton Cardensで、19世紀の中産階
級の家庭において典型的に、乳母と家庭教師によって躾 られ、同年代の子どもたちと触れ合 うこ
ともなく抑圧された子ども時代そのものであり、実際そこは、〃The third―floor nursery in Bolton
Cardens was fOr the next forty―seve  years Beatrix′s Playr00m/schoolr00m and eventually her
studio.…″(Taylor(1986)17)であった。幼い頃の子ども部屋は、乳母から厳格な躾を施され
る″nanny′s kingdom″(Taylor(1986)19)であり、住み込み家庭教師が来てからは教室となる。
そのような「子ども部屋」から出て行きたいという思いは、常に Potterの心中にあつたと考え
られる。
子ども部屋の開塞的な生活のなかで、休暇の時に訪れるHertfordshireやScOtland、湖水地方
の田舎での生活に喜びを見出していたことは、いくつかの評伝や評論16により月知の通りである。
Londonの子ども部屋とは対照的な休暇を過ごしたことで、POtterが成長するにつれて、「いつ
しか幼年時代のすばらしさを自然と結びつけて考えるようになつた」(猪熊 16)のは当然であろ
う。ヴィク トリア時代に高まった植物と園芸への関心は、異国への憧憬と共に、イギリスらしさ
とは何かという問いかけが強くなされた時代背景において、イングランドの農村への過去回帰願
望が潜んでおり、そこには、「帝国とイングラン ド、都市と農村、進歩と回帰、二項対立的な様々
な要素が・・・共存し交じりあう妥協と折哀」が見られたとも考えられている (川島 77-79)。
このような要素は、Potter自身の人生における子ども部屋での生活と田舎での生活が示す対立的
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様相とも重なってくる。
20代前半にはウサギのBeniamin 3ouncerを連れ歩き、多数のスケッチを描いたが、Potterが
初めて自分の絵を売つたのが、その Beniaminをモデルにデザインした六枚の絵である17。 また
27歳の頃には、LondonでベルギーウサギのPeter Piperを買い求めて愛おしみ、Beniamin同様
連れ歩き、あらゆる角度から描写する。ウサギたちの性格に関しても、″Rabbits are creature5 of
warln volatile temperament but shallow and absurdly transParent・″ヽ ″...their personalitie  re
as diverse as humans.′〃、″Beniamin Was′a noisy cheerful determined animat indined to attack
strangers′,Peter was calmer and more clever.″(Taylor(1987)77)と、のちの擬人化された動物物
語創作に繋がる鋭い観察力を見せている。1901年に、Peterをモデルにした動`助″o/ルナ`γ&bbJ`
の私家版が完成した時には、その一冊に、既に死んでいたPeterについて、″...whatever the
linlitations of his intellect or oubvard shOrtcon■ings of his fur/ and his ears and toes his
disposition was unifornlly alniable and his temper unfailingly sweet. An affecionate
companiOn and a quietfriend.〃(Taylor(1986)61)と書き記している。
Potterはひとりで自由に外出することもままならない家のなかでの生活において、19世紀の
世の中が博物学の全盛期であつたこともあり、次第に化石と菌類の博物学的分類に興味を示すよ
うになる。当時、博物学関連の仕事において、女性が男性よりも抜きんでていた分野が動植物の
イラス トレーションだといわれている (バー バー 178)が、Potterもそれらの精密なスケッチ、
水彩画や線描画を描いていった。30歳の時には、菌類と地衣類に対する興味は、彼女にとって
追求すべきテーマとなっており、自らの顕微鏡を用いて胞子の研究を進める。そして、化学者で
あった叔父Henry Roscoeの積極的な援助もあり、「帝国的な観点18から、イギリスには自生 しな
い珍 しい熱帯植物を調査、収集 し、イギリスに移植する拠点」(井野瀬 210)であつた Kew
Gardensでの研究を経て、1897年、″On the Germinauon of the spores ofスrriCi4″`by Miss
Helen B.POtter″と題された論文を、植物学会であるLinnean Societyで発表しようと試みるも、
当時女性は学会への出席を認められておらず、彼女を冷笑するかのようであったKew Gardens
の副園長で、Linnean Societyの特別会員George Masseeによって提出されるに留まつた。Potter
の描いた多数の茸の絵の植物学的な正確さ及び新たな発見は、現代の茸の研究者たちに高く評価
されるものであるにも関わらず、女性であり両親からも支持を得られない Potterの菌類研究は
出日のないものであった。彼女の研究は先端を行く可能性を秘めた才能を顕著に表すものであっ
たが、その社会背景のために、活躍するには限界が見えていた。そこで、彼女は物語創作へと方
向転換し、今度はウサギたちを用いて社会へ出て行こうと試みた。そして、その試みは成功し、
Potterはウサギを通して自立への第一歩を踏み出す。実際Peterウサギは、現在に至るまで、彼
女の創作全体を表す絵本シリーズ名として用いられ、彼女の作家としての歩みを象徴 している。
また、父 Rupertには、政治や宗教、絵画や文学を論 じ合 う友人が多くいたが、その中のひと
りが地区の教区牧師で詩人でもあり、John Ruskinの崇拝者であり友人でもあつた Hardwicke
Rawnsleyであった。彼は湖水地方の自然の美しさを深く愛し、それを産業と観光事業から守ろ
うと決心し、Nattonal Trust19の前身であるThe Lake District Defense Societyを組織する準備を
進めていた。そのなかで、自然の保存と保護に対する自らの信念を若い Potterに伝えていく。
このことは、Potterの創作活動においてPeter Rabbitの世界を形成する基盤となり、また彼女自
身のその後の生き方にも大きな影響を与えることになつた。子ども時代に抑圧を感 じながらも喜
びを見出 していたLondonの家、常に待ち望んでいた休暇を過ごしたScouandの家、また自ら
が安住の地として買い求め、その後もその土地の維持保存と保護に尽力した Lake Districtの家
や土地はすべて、Potterの作品の上台となっている。
(2)子どもの遊び空間 としての 「子 ども部屋」
次に、Nesbit、BarFie、Milne、Pearce等の作品における「子 ども部屋」での子 どもたちの様
相を見ながら、子 ども部屋の役割について考察 したい。
(a)Edith Nesbitの作品
初めに、Edith Nesbit(1858-1924)の作品において、作者自身の子ども時代とその作品を重ね
合わせながら、F子ども部屋」がどのように描かれているのかを考察してみたい。子ども部屋
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の持つ価値のひとつに、本来持っている最も基本的な要素として、子どもたちを外の世界の脅
威から守るというものがある。単に肉体的に守るだけではなく、精神的にもそこに住む子ども
たちを保護 していることになる。そこで子ども部屋で過ごす子どもたちと、子ども部屋の持つ
「保護」の役割について考える。
Nesbit一家は父親が農業専門学校を経営している中流階級の家庭であった。それは、Nesbit
が兄たちと共有していた子 ども部屋からも窺える。ヴィク トリア時代、裕福な家庭であれば、
母親は自分で育児をせず、子どもの養育を乳母や保母に任せていたのであるが、ここにNesbit
が自分自身の子ども部屋について語つた記述がある。
ツVhen l was a child in the nursery we had―t´here were three of us―a l rge rocking
horse′a large dollls house(with a wooden box as annexe)′a Noahis Ark′dinner and
tea things′a great chest Of Oak bricks/and a pesue and mortar.I cannot remember
any other things that pleased us,DoHs came and wenしbut they were not toytt they
were characters....(Nesbit′'My School―Daysl in C″ι′s Oω
“
Pα′ιr′ OCtOber
1896-September 189ろquoted in Briggs 7)
さらにまた、乳母について も次のよ うに記 され ている。
NIIy nurse...never■vent downstairs to supper after she found Out Fny terrors′w ich
she very quickly did.She used to sitin the day nursery with the doO■Open ia tiny
crackl′ and that light was cOmpany/ because l knelv l had Only to call out and
someone who loved me would cOme and banish fear.(ibid.7)
大きな揺り木馬や人形の家、おままごとのセットや立派な樫の積み木など、玩具のひとつひと
つを大人になってからも鮮明に思い出せるほど、Nesbitにとって子ども部屋は印象深いもので
あった。彼女は、子ども部屋ほど楽しませてくれたものはほかにはないとまで述べている。兄
と共にたくさんの玩具に囲まれ、恐れを取り除いてくれる乳母20が傍らにいてくれたことから、
彼女が幸せな子ども時代を過ごしたことが推測できる。
次に、Nesbitの作品における子ども部屋での様相を見てみたい。以下は、ルιS′θry o/′λι
Tr`′s夕rθ Sι
`た
ιrs(189%以下 Tras夕r`S“たθrsとする)のなかの子ども部屋での一場面である。こ
れは、Dora′Oswald′DickルAlice′Noel′H.0。(Horace Octavius)の六人の兄弟姉妹と父親から
成るBastable一家の物語であり、子どもたちは経済的に困窮 した父親を助けようと知恵を巡ら
すが、この作品では物語の大半が子ども部屋での出来事となっている。
...and it[=lo be sent to bed earlyl means lighting the ire in NOers r。。In ever so
much earlier than usual.He had to have a fire because he still had a bit of a cold....
So that when we heard Father g0 0ut after his dinneちthere was a jolly fire in Noers
room/and lve、″ere able to go in and be Red lndians in blankets most comfortably.
(156)
子ども部屋は、宝探しの計画を練り、友人を招き、ごつこ遊びをする等々、子どもたちの楽
しみの生じる場であり、日々の生活が終始する場所である。子ども部屋での一日の始まりと終
わりを顕著に示す作品には、T77ι Pttοι
“
燎″π′ル`Or′ι:(1904)がある。これは、子ども部屋に持
ち込まれた古い魔法の絨毯から卵が孵 り、不思議な力を持つ不死鳥が登場する物語である。
Cyril′Anthea′Robert Janeの四人の兄弟姉妹はその魔法の絨毯に乗つて冒険を繰り広げる。そ
の際、まず子ども部屋で相談して計画をたて、絨毯に乗ってあちこちに出かけて騒動を起こし
ては、常に最後には再び子ども部屋に戻り、反省 してはまた次の計画を練るという繰 り返しで
ある。子ども部屋への帰還は以下のように描かれる。
...a strong sensation of being in a whirling lift came upOn every one....When the
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whirling feeling stOpped′Cyril sai 'Earthquake!:and they all opened their eyes.
They were in their own dingy breakfast―rooln at home′and Oh′ow light and bright
and safe and Pleasant and altogether delightful it seemed after that dark
underground tunnel!(77r′P77θ
“
″′″グルι Cαψι′54)
常に子ども部屋Zから出発 し、そこに戻るとい う「行きて帰りし物語」のパターンの繰 り返 し
であり、子ども部屋が子どもたちだけの世界における基点となっている。子どもたちが、「明
るくて、輝かしく、安全で、心地よい」子ども部屋に戻るために四苦八苦することが、彼らの
冒険として成立している。
この二つの例からみても、経済的な苦境や父親不在の現状からくる寂しさを抱えた子どもた
ちは、自分たちだけの空間を持つことによって外の世界から守られていることがわかる。また
子ども部屋は、外で冒険をした子どもたちを迎え入れ、一息つかせる場でもあり、子どもたち
の心を癒す場所かつ避難場所であるという役割を担 う。これは大人の世界からの避難所という
意味も含まれる。さらにいえば、避難 しているというよりは、自分たちだけの世界、子どもの
独立国を作つているといえるだろう。子どもたちだけの世界だということは、子ども部屋の最
も大切な要素である。ここは子どもたち独自の論理が通る場であり、Nesbitの描く子どもたち
は、「親たちの習慣と意志、仕事と休息、両親の要求と希望の厳然たる境界」(ケイ 190)を越え
て、自分たちの決めたルールに従つて過ごすのである。
上記の「保護」の役割に加え、Nesbitの描く子ども部屋において欠かせない要素は、子ども
の想像の広がる世界である。子どもたちは子ども部屋で独自の価値体系を作り出しているわけ
だが、それは彼 らの想像力によるところが大きい。〃Treasure Seekers″である子どもたちは、
宝を見つけようと空想を繰 り広げる。埋められた宝のために庭を掘 り、探偵として偽金造りの
一味を捕 らえ、占い杖で金を捜索し、と考えつくことを次々とやつてみせる。子どもの想像力
が大人のそれと違 うのは、想像の世界が現実にまで及んでくる点である。彼らは想像 したこと
を実際に行動に移して楽しむことができる。子どもが空想を広げていくこの状況は、Nesbit自
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身の子ども時代の回想録にもたびたび登場している22。
Nesbitの描 く子どもたちは、現実と空想の混在 したものの見方を持ち、現実を認識 しつつ、
常に空想の世界にも足を踏み入れる。Pa″s夕rι S`ιたrsのなかで、子どもたちがおじさんを子ど
も部屋に食事に招待 したときの場面では、結果的に一家を救つてくれることになる大人の男性
を、子ども部屋に招き入れる。これは、彼を仲間として承認 したことを意味し、のちの深い関
係が暗示される。子どもたちは自らの世界に大人を引き込む前に、子ども部屋での食事につい
て、″grOwn―up dinner′′と″play―dinner″のどちらを選択するかを尋ね、その世界を共有できる
人であるかどうか、自分たちのごっこ遊びを共に楽しめる人かどうかを確認する。子どもたち
は、大人と子どもの、世界を見る日の相違を認識 している。「ごつこ遊びのもたらす感覚的喜
びに圧倒されれば、どのような変身も可能で、信 じられるものとな (り)・・・ 日常の単調な
リズムから引き離されて、子ども部屋が舞台になる」(ヴェーバー・ケラーマン 86-87)ため、
自分たちの仲間とするには、同じ視点から世界をみて、子ども部屋での体験を共有することを
求めているのである。
Trιαs夕
“
S``ルrsの続編、77rι Wo夕ι′bttθ′s(16)では、子どもたちは自分たちの空間を部屋の
なかから、外へと広げていく。庭をジャングルに見立て、″Jungle Book″の芝居をして遊ぶとこ
ろから物語は始まる。その後も Trθ″s夕″ Sιθ
`た
θγsと比較して、部屋の中よりも庭やその周辺を
舞台としている場面が多い。しかし「部屋」という囲いの外へと場所を移 しても、子どもたち
が誰にも邪魔されずに遊んでいるという点では同じである。これは、遊び空間としての「子ど
も部屋」が、部屋 という囲いを越えて外の空間へと広がってきたことを示している。つまり、
子どもたちは 「子ども部屋」という狭い空間のなかで自分たちの独立国を作つていたのだが、
そのなかには収まりきれず、徐々に、子どもたちが独自の論理を自由に用いることのできる空
間を外へと広げていったのである。その時、その空間は「子ども部屋」のなかの要素で構成さ
れてお り、「子ども部屋」力ヽ拡大したものだといえるだろう。
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F,υθ Cttj:′rθ
“
α
“
J It―Sand‐fairy Psalllnlead
「子ども部屋」の広がりという点について、砂の妖精(Sand―fairy)Psammeadの登場するFわι
C71捌″
"′
4″Iι(1902)23において、さらに考察してみたい。この作品では、子どもたちは大半の
時間を家の外で過ごしている。これは、両親と離れて田舎の一軒家"White HOuse″にやってき
た5人の兄弟姉妹、Cyril、Anthea、Robert、Janeと時には参加する赤ん坊の弟が、彼らの格
好の遊び場所である砂利掘 り場 (gravel―Pit)でヽPsammeadと出会 う物語である。子どもたち
はそこで、砂の城を作り、貝殻を掘 り出し、魚や人魚、難破船等を想像 して楽 しんでいるうち
に、Psammeadを掘り当てる。子どもたちの活動の基点となるのは〃Fairy Palace set down in an
Earthly Paradise″のようだと感 じられる田舎の"White House‖なのだが、遊びの中心は家の近く
の〃graVel―Pir′であり、そこでPsammeadと遭遇する。Psammeadとは、″ItsI=Psammead′sl eyes
were on long horns like a snail′s eyes′and it could move them in and outlike telescopes′it
had ears like a bars ears′and its tubby body was shaped like a sPider′S and covered wlth thick
soft fuc its legs and arms were furrルt00′and it had hands and feetlike a monkey′s.″(11)と描
写される奇妙な妖精である。
Psammeadについては、「こうした容姿は不気味で不格好なダーク・エルフZで、ゴブリン25
ゃボギ_26にも似通っている」(井村 217)と述べられているように、Nesbitが、イギリスに古
くから伝わる神話や伝承からヒン トを得て Psammeadを創作したと思われるような点が多々
見られる。Psammeadという名称は、ギリシア神話に出てくる妖精 dryad27とnaiad28とを結び
つけ、それにギリシア語で砂を意味する psammosを重ね合わせて作 り出されたといわれる
(BriggS 223)。また、「血統からすれば、紛れもなくケル トの原始妖精のグロテスクさで無愛想
なところも似ている」(杉山 36)とされるが、ケル トの妖精は「不死身であるとされ、姿を消
したり空を飛んだり、変幻自在に身を変える超自然の力を備えており、月夜の草原の饗宴を好
むこと、踊り好きなことは普通の妖精と同じであるが、性質は気まぐれで怒 りっぼく、悪いこ
ともするが、親切にすれば親切を返してくる。ときには人間や家畜を投げ槍でしびれさせたり
するどこか恐ろしい存在である」と分類されている (井村 21)。
Psammeadの特徴である「気まぐれで怒 りつぽい」性質は、″It isn′ttalking l mind.…as long
as you′re reasonably civil.  ButI′In■ol going to lnake polite conversation for you.If you talk
nicely to me′perhaps I′1l answer you′and PerhapS I WOn′t.〃(Fjυθ Cみ″′γ
`lz 
α4′ I′ 13)とい う
Psammeadの言葉によく表れている。子どもたちは常に、無愛想なPsammeadの機嫌を伺い
ながら、礼儀正しく丁寧に、おだてるように話さなくてはならない。一方、気難 しく扱いにく
い生き物ではあるが、誉めてやると気をよくするし、優 しく扱ってやると親切にもなる。この
ような点からも、Psammeadが容姿と性質において、伝承に基づいた妖精のイメージを借 りて
いることは明らかである。すなわち子ども部屋の要素一大人から子どもへと語 り継がれてきた
超自然の存在のイメージーを借 りたわけであり、子どもたちの日常的な遊びの世界から生み出
された登場人物だということができる。
子どもたちはこのような Psallrmeadに願い事をかなえてもらうが、魔法の効き日は日没ま
でである。妖精たちの持つ魔力について考えてみると、前述の伝承におけるケル トの妖精は、
不死身で変幻自在な超自然の力を備えていることが多い。Psammeadの場合は、″.…as soon as
a sand―fairy got、vetit caught cold′and generally died.〃(ibid.16)というように、 水が致命的と
なる点で決して不死身ではない。また、魔法で願いをかなえることはできるが、その魔力の効
果は制限つきである。この点に関しては、「三つの願い」29等の昔話のモチーフからヒン トを得
ていると思われる。変身 した り空を飛んだ りする力はないようであり、魔力 とい う点では
Nesbitの創作だと考えられる。つまり、Psalrlmeadは基本的な容姿や性質において伝承の妖精
を基にしたものであるが、それにNesbitが独自の要素を加えて創 り出した生き物だといえよう。
土着的な親しみ深い妖精というよりは、Nesbitが独創的に作りだした一個のキャラクターだと
思われる。
それは、Psammeadが子どもたちの願いをただかなえるだけの存在ではなく、その性格づけ
がきちんとなされ、発揮する魔力においてもその個性が反映されているからである。子どもた
ちの願いをかなえるときの Psammeadは、″The psammead Pushed out its long eyes/and
seemed to be holding its breath and swelling itself out ull it wasぃvice as fa  and f rry as
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before.″(ibid.17)と、ただでさえずんぐりした体を一生懸命風船のようにふくらませ、その姿
を恥じるかのように、終わるとす ぐさま砂の中に隠れてしまう様子は笑いを誘 うものであり、
その魔力が滑稽な要素を含んでいることが窺える。Psammeadは多分に、人間を助ける役割を
果たす妖精像をパロディ化したものだと考えられ、Nesbitは独自の妖精像を考案する際に、妖
精の価値を転位 し遊んでいるといえる。
子どもたちは朝になるとPsammeadを探し出し、願い事をするというパターンを繰り返す。
最初にPsammeadに出会ったときと同様、彼らは海岸にいるふりをして、ごつこ遊びや栗拾い、
あるいは読書をして毎日を過ごす。花のように美しくなりたい、敵に囲まれた城に住んでみた
いなどというPsammeadへの子どもたちの願いは、このような日常的な遊びと同種のものであ
り、子どもたちの想像力から生まれているc子どもたちの想像は遊びの基本であり、かなリリ
アリティのあるものとなる。Nesbit自身の子ども時代においても、ごつこ遊びを始めとして想
像力を駆使 して遊んだ経験が、彼女の伝記 (Noel Streatfeild.Mttjθ′
“
′Й`Mαgjθ″“
(1958)や
Julia Briggs,スWo綱″4o/P,SSiοπ(1987)等)に多々記されている。
そして子どもたちの想像の世界が、魔法によつて現実のものとされると、多様な問題が生じ
る。その世界は子どもたちの間でのみ通じるものであって、外の世界 (=大人)とは交わらな
いものだからである。現実に縛られた子どもたちを、想像の世界で解放しようとする Nesbit
の物語では、大人と子どもとの間には一線が画され、それを踏み越えることのできる大人は稀
である。従つて、子どもたちとPsammeadの創 り出した世界を、外の世界は受け入れることが
できない。それは最終章で、Janeの願いが母をも交えた騒ぎになってしまうことからも明らか
なように、子どもたちの愛する母親であっても同様である。
子どもたちの願いがどんなものであろうと、Psammeadは黙つて一瞬のうちにかなえ、それ
以後は姿を現さない。Nesbitは、個性あふれるPsammeadを創造しながら、物語の大部分に
は登場させず、描くのは願いをかなえてもらった「子どもたち」である。要するに、Psammead
の魔力は 「子どもたちの、如何にも子どもらしい物の考え方や行動を証明する役割」(猪熊、
神宮 32)を果たすために用いられているが、その時、願いをかなえてもらつた子どもたちを
導く役割をする者 (=大人)は存在 しないほうが都合がよい。すると、窮地に陥った子どもた
ちを助けるためには、結果的に魔法が制限付きのものになる必要があつた。Psammeadの魔法
は「伝統的な妖精物語にあらわれる妖精たちのそれのように強力なものでない」衰弱した魔法
だといわれている (同書 31)。しかしNesbitは、子どもたちの想像力の延長、つまり子どもた
ちだけの世界を描くために、敢えてこのような魔法を描いたのである。
またNesbitの描き出した魔法の世界は、後にいわれるようになつた「エブリデイマジック」
の先駆である。当時としては、日常生活のなかに魔法の要素を取り入れた物語は非常に目新し
かつたわけだが、彼女自身 ″….the mOre she wrOte about magic the more sure she was that
magic was not something invented′but something that existed′and wa  there fOr everybody
who was capable of believing in it.″(Streatfeild 99)と述べている。Nesbitの描いた魔法は創 り
出されたものではなく、日常的に存在するものとして扱われている。いい換えれば、子どもた
ちの日常的な遊びのなかに存在している魔法であり、彼らの想像力が生み出したものだといえ
よう。従って、子どもたちの想像を絶するような力はなく、あくまで彼らが何とか対応するこ
とのできる魔法となったのである。
Psammeadの居場所― 「子 ども部屋」の広が り
Nesbitの描く子どもたちは、彼女の前作であるBastable家の物語と同様、外の世界から保護
され自分たちだけの世界を作ることのできる「子ども部屋」を基点として、日常生活を送る。
そして、Fゴυι C″ι′γ
`“
α
"′
I′における子どもたちの願い事もまた、Bastable家の物語と同様に子
どもたちの空想で溢れている。異なってい るのは、子 どもたちの想像力が生み出 した
″Sand―fairy″というファンタジー上の人物を登場させている点である。子どもたちは砂利堀 り
場でのごっこ遊びという日常生活のなかで、Psammeadと出会う。Nesbitの描いた魔法は制限
付きであり、常に騒動と共にある。けれどもそれは子ども自身が考え出した願いであるためで、
その願いがかなつたことで起こる問題は、冒険的で子どもの心を強く惹きつけるおもしろさを
持つている。この魔法の世界は、現実世界とは全く異質の不思議な世界ではなく、子どもの想
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像の延長線上にある。つまり、Psammeadやその魔法の世界は子どもたちの想像を具現化 した
ものであり、子どもたちはその世界へと導かれるというよりは、自分たちで積極的に関わる。
また同時にPsammeadも子どもたちと共に、その空間、想像の世界を大きく広げる。それは、
Psammeadが子どもたちと共に遊ぶことのできる仲間だからであり、Psammeadの登場によっ
て、子どもたちに新 しい場所が開かれたのである。
子どもたちの居場所である「子ども部屋」から生まれたPsammeadは、はじめから彼らの領
域内にいたのだといえよう。だからこそ、彼らは何千年も生きているというSand―fairyにいと
も簡単に出会えたのであり、共に遊ぶことになった。Psammeadの住処である「砂」は、「溺
れることのない安全性」 (フリース 545)を表すとされるが、これは安全に守られた「子ども
部屋」とも繋がる。子どもたちが「子ども部屋」にいるのであれば、Psammeadはそのすぐ外
側にある砂の中、つまり「庭」を住処とし、子どもたちと遊ぶ場がPsammeadの生きる場所と
なっているのである。この作品において、家と庭とは一体となってひとつの空間を成している。
そのなかに存在 していたものたちが、想像力を介 して出会つたのである。そして、子どもたち
は「夕方になれば・・・鬼ごっこをやめ、空想を中断して、家 (=現実)に帰ってゆ」(本多 46)
き、Psammeadは庭の砂に潜って眠る。
「子ども部屋」そのものを守っている家に母親が帰ってきたとき、Psammeadは子どもたち
の前から一旦去ってゅく。自分たちだけの想像の世界でPsammeadと共に遊んでいた、あるい
はPsammeadに遊ばせてもらつていた子どもたちが、ひとまず現実の世界へ戻る時が来たので
ある。
ルι′s"γ
`S`崚
θγsで財産を取り戻す手段として次々と遊びを創 り出していつた子どもたちが、
今度は自分たちのために願い事を考え出した。どちらも彼 らの想像力の賜物であり、遊びを創
り出す力と物事を想像する力は同じものである。部屋の中から外へと、遊びの空間としての「子
ども部屋」が広がっていくときに、子どもたちには何か拠 り所とするものが必要であつた。そ
れがPsammeadであり、魔法であったのだが、それらは今まで拠点としていた「子ども部屋」
から生まれてきたものである。繰 り返し読んだ本や語 りきかせてもらつた物語など、子ども部
屋での遊びの世界からヒントをつかんで、それを広げ、Psammeadや魔法の絨毯を生み出した
のである。子ども部屋は元来、大人から与えられた家具や生活用品、玩具などから成っている。
けれどもその与えられた空間に、そこに住む子どもが自分自身の経験を反映させながら、自分
の好みや思いを取り入れて独自の空間を作り上げていく。その固有の空間での音や匂い、光の
具合を含めた、そこに属するひとつひとつのものから引き出される感覚は、その子どものなか
に取り込まれ、その子の一部となっていく。そして、次第にその空間を部屋の外へも広げてい
くことができるようになる。Fわ`C肩″′γθ“
α
“
′I′において、子どもたちは子ども部屋から借 り
てきた要素を使 うことによって、部屋という枠を出てからも、自分たちが作 り出した「子ども
部屋」の世界を維持することができたのである。
Nesbitは「保護」の役割に「想像」という要素を加えた新しい空間を作 り出し、それを広義
の「子ども部屋」として描いた。この空間を大人が共有することは稀だといえる。つまり、子
ども部屋とは誰にも邪魔されずに子どもだけの世界を作ることのできる場所であり、そこで自
由に想像力を駆使して遊ぶのである。子ども時代に兄と遊んだ空間がNesbitにとつての現実の
「子ども部屋」であり、それは彼女の感 じる最も幸せな時であり空間であったに違いない。自
分の空間を持つということは、子どもが独自の個性を生かし自由に振る舞 う場を持つというこ
とであり、子どもの生活を表面的にも、また内面的にも豊かにしていく。Nesbitは、‖Liberty is
one of the rights that child abOve all needs′every possib e liberty of thought word and deed."
(Wi“,αηメルθ(乃JJ4 1913′quoted inスWO″′
“
げP郷訪りと述べているように、子どもにおける
自由の必要性を強く認識 していたがゆえに、子ども時代の幸せとは何かを理解 し、子どもだけ
の世界を、自由に生きることを許された輝かしい時間そして空間として描いてみせた。その世
界を象徴するものが「子ども部屋」であり、Nesbitの描こうとした自由と自立を手にした子ど
もたちが想像を巡らせて遊ぶ時、そこにファンタジーの要素を加えることによって、児童文学
のなかに新しい場所を作り出したのである。
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0)J.M.Barrieの作品
JameS Matthew Barrie(1860-1937)の創 り出した″Peter Pan″が最初に形となったのは、勤
`
Ljチナルh77j′ιBゴ″グ(1902)であつた。これは、孤独な老作家が貧しい若夫婦と出会い、その息子に
愛情を注ぎ、いろいろな話を語 り問かせる物語だが、このなかで、赤ん坊はみな人間になる前
は鳥だったので、幼い子どもたちは時としてもう羽がないことを忘れて飛んでいこうとするの
だと語られる。また、Kensington CardensのSerpentine池に浮かぶ島に飛んでいったまま、
そこで暮らしているPeter Panについても語られる。このPeter Panに関する章は、1906年に
Arthur Rackhamの挿し絵で P``ιr Pα
“`“
K`“sJ“grθ
“
Gαγ′"sとして再刊された。戯曲ルサιr勁“
′
θr ttθ Bοyい物ο Warrr′
“
旬Groω LIPは、度重なる改変と改良を経て1904年にLondonで初演さ
れる。これを小説化 したものが P`ォιγ α
“
′w″′バ1911)である。
戯曲P`:θ7Pακ′Or ttι Bοy Wb l～bttι′η′′Groω Ц′は五幕二場からなる物語で、夜の子ども部
屋で幕を開ける。Darling家の子どもたち、Wendy、JOhn、Michaelを寝かしつけて両親が外
出した後、母親のいない少年Peter Panが妖精 ■nker Bellを連れてやつて来る。Peter Panは
子どもたちに飛び方を教え、海賊やインディアン、人魚のいる島Neverlandへ連れて行く。子
どもたちは、Peter Panと共に暮らす迷子の少年たちと過ごしているうちに海賊たちに捕らえ
られるが、Peter Panが海賊のCaptain H00kと戦って勝利 し、最4髪に、Wendy、John、ルIichael
は少年たちと共に再び両親の待つ家へ戻つてくるという場面で幕を閉じる。
Barrieは、ScotlandのKirriemuirで、機織 り職人の父Davidと母Margaretの九番 目 子ど
もとして生まれた。20歳以上年上の長兄Alexanderは、Aberdeen大学を優秀な成績で卒業し
た後教鞭をとり、次男の Davidは、兄をしのぐ資質を見せていたが、13歳でスケー ト中に転
倒 し急死する。母親にとって強く愛情を注いでいた次男の死は耐え難い悲劇 となり、終生立ち
直ることができなかった。母のなかで、死後もずつと子どものままであつた兄Davidが、Barrie
がPeter Panという「永遠の少年」を生み出すきつかけとなつたのかもしれない。その後、Barrie
はDumfriesの学校を卒業し、作家を志 しながらEdinburgh大学で教育を受け、卒業後は新聞
記者を経て劇作家となる。1894年に女優 Mary Ansellと結婚するが、不幸な結婚生活となり、
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1909年に離婚する。夫妻は子どもに恵まれず、Barrieは知 り合つた子どもたちに異常なほどの
愛情を注いだ。特に、若手法廷弁護士Arthur Llewelyn Da宙esとSylvi 夫妻の子どもたちを
溺愛し、この子どもたちとの交流を基に、T力θ LJ′IIg W7`θB″グや Pι
`θ
r Pα
“
J“Kθ
“
sf“g`ο
“
G′r′ι
“
s
が生まれた。Barrieの劇作家としての優れた業績は50作を越すが、子ども向けの作品はPeter
Panに関するもののみである。
P`′
`″
P″″′οr T″ι βθノい物θ14わ″″″′′GЮυ疇月ま1904年12月27日Duke of York′s Theatreで
初演され、以後 10年にわたってここで上演されることになった。1905年10月にはアメリカで
初演、12月にはLondonで再演と好評を博し、以後クリスマスシーズンのロンドン名物となり、
その後も現在に至るまで、各地で上演され続けている。
Pιセγ Pα
"′
θγ動
`Bθ
y I慟o Wo“JJ“′ォG70"LIP劇のオープニングとエンディングの舞台背景と
なる子ども部屋は、WendyがPeteF Pallと出会って、弟たちと共にNeverlandへ飛んでいき、
また元の場所に戻つて来るという円環的な旅の出発また帰着点であり、この作品の基盤 となる
場所である。子どもたちが日常的に独自の世界を繰 り広げる子ども部屋は、イギリス児童文学
において様々な要素を含んだ大切な場所であるが、P`′
`rP′
4′θγ 77zι 3oy Wb Wo“Iル竹Groω呻
においてもその価値は顕著である。
その子ども部屋で、乳母である大のNanaが起きあがるところからこの劇は動き出していく。
Barrieも最初のこの瞬間が非常に重要だと卜書きに記してお り、″Peter Pan″劇を、また「子ど
も部屋」を導いていくのが乳母の役割である。この作品に登場する乳母は、大であることを除
けば、イギリス中産階級家庭の典型的かつ理想的なナニー像である。子どもを大切にし、行儀
作法の手本となり、常に行き届いた世話ぶ りを発揮することで、子ども部屋の安心感 と規律を
保つ存在である。Peter Panの影法師を捕まえたのも、子どもたちがNeverlandへ飛び立つ夜
の異変を最も強く感 じていたのも乳母であることからも、両親よりも子どもたちと近い存在で
あることが窺える。また、劇 という視覚重視の表現において、この乳母を大にしたことで、子
どもたちにより親近感を感 じさせて観客と舞台との一体感を強め、現実の子ども部屋に存在す
るファンタジー要素を視覚化するという二重の効果をあげている。
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次に、子ども部屋の舞台設定において正面中央に大きなスペースをとつて配置された「窓」
は、ファンタジーの世界への入 り口である。「窓」には「空気、光、知識、幻視への出入口」「理
解、意思疎通、愛と死が入つてくるところ」「魂、精神への出入口としての目」というイメー
ジがあり (フリース 690)、また ″windOw〃は古アイスランド語 ″Vindauga′′=″wind eye″
から来ているとされ、家の日だと考えられる (山形、244)。つまり「窓」は外部世界との接点
として機能 し、窓を通して、家の小さな空間から大きな世界へと広がりもするし、また世界を
家空間へ取 り込むこともできる。″Peter Pan〃の物語では、現実の 「子 ども部屋」と別世界
Neverlandを繋ぐ通路となり、Peter Panを迎え入れ、子どもたちを飛び立たせ、再度迎え入
れる。
物語化されたPιfιr α
“
′w勧々 で詳しく記されるように、子ども部屋で遊ぶ子どもたちは、
元々心の中にそれぞれのNeverlandを持っており、そこでの想像の世界を楽しんでいた。第二
章 1-(2)―(a)において、子ども部屋は、子どもたちが想像力を羽ばたかせて自分たちだけの世界
を創造し、そこで遊びながら、その遊びの世界を外へと広げていく、その基となる空間である
ことを示した。そのような基となる世界が構築されていてこそ、Peter Panが「窓Jからやっ
てきたときに、子どもたちは抵抗なくPeter PanのいるNeverlandへと飛び立つことができた
のである。つまり、こちらの世界に自らの別世界を持っていなければ、あちらの世界に行くこ
とはできないし、子ども部屋はその接点となっている。
かつてその世界を心に持つていた母親 Mrs.Darlingは、子どもたちの心の中の地図を見る
ことはできたが、もはや共有することはできなかった。けれども「窓」を開いて子どもたちの
帰 りを待つことは可能であり、これは成長し自らの娘を持つことになつた後の Wendyも同様
である。 しかしMr.Darlingに至っては、子どもたちの不在を嘆きながらも、彼らの心中を覗
こうとはせず、「窓」を閉めてしまおうとさえする。Mr.Darlingがファンタジーの世界とは異
質な存在であることは、物語の最後において、迷子の少年たちも含めた子どもたちが、父親で
あるはずのM■Darlingを眼中に入れていないことからも証明される。
最終場面で再び設定された子ども部屋は、子どもたちがファンタジー世界への旅を終えて元
の世界へ戻つてくることを視覚的に明確に伝えると同時に、旅の間の現実世界の変化と、「窓」
が開いていることで子どもたちが無事に帰還できることを一瞬にして観客に悟らせる。そして、
子どもたちを迎え入れた母親は「窓」を固く閉じ、鍵を掛けるのである。
第二幕から五幕一場までは、別世界Neverlandが舞台となっており、それぞれ、Neverland、
人魚の入江、迷子の少年たちの住む地下の家、海賊船と舞台背景は変わっていく。子どもたち
のNeverlandでの生活には、海賊たちとの戦いを始めとする冒険の要素が十分に取り入れられ
ている。けれども、この冒険は迫真に満ちているものの、実際のところ戦って傷つけ、傷つけ
られることの痛みを伴わないものであり、あくまでごっこ遊びの範疇にすぎない。Peter Pan
の″To die will be an awfully big adventure.″(Pa`r勁4α
“
′Ottιr PJzys 152)という意味深い言
葉も、実際には起こらない死と戯れているだけである。逆にいえば、だからこそ子どもたちは
安心して、別世界で遊ぶことができる。
Barrieは子ども時代に冒険物語に親 しみ、ごつこ遊びの海賊団に加わって遊んでいたことも
あり、また、森や池で Da宙es家の子どもたちを海賊やインディアンに見たて、Barrie自身も
海賊の船長になりすまして無人島に漂着するようなiFIびに興じたりした。そういつたごつこ遊
びの延長として、″Peter Pan〃劇は成 り立っている。
前述のNesbitの作品と同様、子どもたちの生活基盤である「子ども部屋」は、冒険の基点で
ある。特に劇 として上演された際の舞台背景としての子ども部屋は、物語の外枠として視覚化
された場所となる。Neverlandでの冒険は、子ども部屋での遊びから発展した、子どもたちだ
けの遊びの王国であり、そこに現実的な恐怖や死は描かれない。また、そこで遊びを堪能した
子どもたちは、両親の待つ家、元の「子ども部屋」へ戻ることになるのである。
(c)A.A.Milneの描 く「子 ども部屋 J
第一章 2-(2)「WJ“
“
ルーチカ
`―
PoθЙ Booksの場合」において、MilneのWi44セチーみι―PθοみBooksに描
かれる登場人物たちの「家」について詳しく述べたが、ここで再度、物語全体における「子ども
部屋」の構造という観点から考察する。
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は じめに、基盤 となる物語空間の大 きな枠組みの構造 について述べ る。物語 は、 冒頭
ChristOpher RobinがEdward Bearを連れて、三階から下 りてくると、父親に Winnie―the―P00h
のためにお話をしてやってほしいと頼み、父親が″Once upon a tinle.…″と語ることから始ま
る。ここから、この作品が作者 Milneの息子 ChristOpher Robinを念頭におき、息子への語 り
を意識 した物語であることが窺える。つまり、現実生活における、語 り手としての父と聞き手
としての息子 とい う存在があり、これが大きな外枠 となる。
実際Milneは小 さい子 どもとの付き合い方があま り上手ではなく、息子 との関わ りにおいて
も、ChristOpherの傍 らにはいつもナニーか母親がいて、Milneが入 り込むのは難 しかつた。
しかし、 〃All that was left to him were fanlily visits to the London Zoo or fanlily walks
through the Sussex woods′and perhap  a few brief minutes of good―night s Or,″(C‐Milne
36)とChristopherが書いているように、その息子との戸惑いがちな交わりを、Wi“"修働`―
Pοo71
の物語に込めたことは明らかである。
次に、現実生活における父Mllneから息子への語 りかけという枠組みの内側に、物語中の語り
手としての父と聞き手としての息子 (登場人物としてのChristopher Robin)力れ るヽ。作中の父
から息子への語 りは、前述のように″Once upon a time′very long time ago nOwr about last
FridaルVttnnie―th Pooh lived in a forest all by hirnself under the name of Sanders.″(2)と
'台
め
られる。これは明らかに昔話の日調であるが、親が子にお話をして聞かせるような、子ども部屋
での子どもへの直接的な語 り聞かせにおいて、昔話的な語り口は、彼らを物語世界へ導く仕掛け
として効果的である。
また、この物語への入 り日として、子 ども部屋を含む家の構造も巧みに用いられている。
Wli4″ιイカ,Pοたにおいて、冒頭でクマをつれたChristopher Robinが三階から下り、エンディン
グでは階段を上っていくことから、両親の書斎や寝室の上に作られる通常の子ども部屋と同様の
造 りであつたと考えられる。この構造は、子ども部屋から物語の世界へと入つていくこと、子ど
も部屋が物語世界と繋がっていることを示す。さらに、第一話と十話の終わりで、ChristOpher
は、三階にあるお風呂に入るため階段を上る。ここで、彼は″Coming to see me have my bath?″
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と父親に尋ね、誘いつつ、お風呂に向かう。入浴は、物語の世界から現実生活に戻る際のクッシ
ョンもしくは境界となり、子どもはお風呂のなかでファンタジーの世界の余韻を楽しむ。現実と
ファンタジーとの間の曖味な場で一息つき、遊びながら安心してこの現実世界に戻り、お風呂か
ら上がって眠りにつくのである。
そして、物語中の父親が語る、いわゆるPoohたちの活躍する物語についてだが、この物語空
間が第二の枠となる。現実生活があり、そこから生まれたフィクションがあり、そのなかにフ
ァンタジー世界が広がっているという三層構造となつており、さらにその一番外側にいる読者
を構図にはめ込むならば、四層構造を成 しているといえるだろう。この物語構造は、一番中心
にあるWinnie―theP00hの物語にMilne自身の人生が投影されていることを鑑みると、効果的な
図式であることがわかる。この基本構造を念頭に、この作品における「子ども部屋」の要素を
分析してみたい。
最初に、大きな外枠を形成している現実のMilneとChristopher Robin自身の子ども部屋に
ついて述べておく。第二章 1-(1)で述べたように、Milneが自らの子ども時代の体験を懐古しな
がらそれを物語に反映させたことは明らかである。また、Christopher Robinは、九歳まで愛
情深いナニーの完璧な庇護のもとで育てられた。Christopherが〃So much were we together
that Nanny became almost a part of lneo cOnsequently it was lny occasional encounters with
my parents that stand Out as the events Ofthe day.〃(C.Milne 21)と回想するように、ほとんど
の時間をナニーと共に過ごし、両親 とは決まつた時間にだけ会 うという、典型的な中産階級の
子ども時代を送っていた30。Milneの子ども向けの詩やPoohの物語が、その背景や題材からも
中産階級の家庭の物語であることは明らかである。
Christopher Robinの子 ども部屋にPoohがやって来たときのことは、次のように描写される。
The bear t00k his Place in the nursery and gradually he began to come to life.It
started in the nursery′it started with me...′fOr the toy lived in the nursery and
they were Fnine and I Played with then■and talked to theln and gave them voices to
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answer with′so they began tO breathe.But alone l couldn′t take them very far.I
needed help.(C.Ⅳ11lne 77)
その「助け」としてChristOpher Robinの母親が、その後を引き継いで父親が、玩具と一緒に
遊ぶ仲間になつた。ここで、ぬいぐるみのクマは子どもと両親 との架け橋となる機能を持つ。
当然、ナニーもChristopher Robinや玩具と一緒に遊ぶ仲間であったに違いない。
このように、「子ども部屋」は二重構造になつてお り、まず外枠として、両親、ナニーの見
守る空間があり、その内側に、子どもが子どもたちだけの独立した自らの王国として遊ボ空間
が存在すると考えられる。物語の外枠として作者であり父親であるMilneの語 りがあり、その
内fllにP00hやChristOpher Robinが登場する物語があるという構造においても、また、その
内側の物語のなかにも常に外側から見守る父親の目が感 じられるという点においても、この
「子ども部屋」の二重性は、ツヽζJ44Jι‐助ヶPθ働 および 動
`Hο
,sι′チPθθ力Corκαの物語とうまく
適合する。
さらに、この物語が子ども部屋的な空間を形成していると考えられる要素は、登場人物とし
てぬいぐるみが用いられている点である。周知の通 り、物語の登場人物である動物たちは、Owl
とRabbitをのぞいてChristOpherの子ども部屋にあった、あるいは、買い足されていつたぬい
ぐるみである。
ここで、Milneが主人公に据えるに至るまでの、ぬいぐるみのクマに関する背景を簡単に
述べておく。20世紀以前からクマの玩具は様々あり、クマの玩具を指す〃Bruin〃という言葉
があったほど定着していた。20世紀初頭に、アメリカとドイツを皮切りに、ぬいぐるみのク
マ、いわゆるTeddy Bearとして今 日普及 しているぬいぐるみが、大々的に商業化される。
その結果、イギリスでも、第一次世界大戦 (1914年勃発)までに、Teddy Bearの人気は高
まつていた。
このような背景のもと、Milneの児童文学作品においてクマが初登場したのは、Wル
“
I^ζ
`
フヽ石θγι ttrノYo“κg(1924)であった。本物の動物のクマ (″Lines and Squares″や″Atthe Zoo″)
や、挿し絵としてのぬいぐるみのクマ (〃Halfway Down″や″Vespers″)が、そして、その名
も〃Teddy Bear″というタイ トルの詩では、″Teddy Bear′′が主人公として登場する。その後
1926年に hri“推J`―サカヶPθθたが出される。Winnie―the―Poohという名前の由来についてだが、
句Vinnie″は、カナダからLondon動物園にやつてきてWinnipegに因んで″Winnie″と名付け
られた、ChristOPherのお気に入 りの黒クマから取られた。″Pooh″は二歳の頃のChristOpher
Robinが呼んでいた自鳥の名前からもらったとされている釧。
Wi“
“
ルー′Й
`―
Pθ洸 の物語のモデルとなったTeddy Bear(J.K.Farnell社製)は、1921年に
Christopher Robinへの一歳のバースデープレゼン トとして、LondonのHarrodsデパー ト
で購入され、両親から贈られた。Teddy Bearそのものが1902年から1903年にかけて商品と
して大々的に売り出され、アメリカ、 ドイツ、イギリスを中心に世界に広まっていった時期
と、 Wれ″セー1カ,Pοθたの物語の誕生とはほぼ時期を同じくしている。
ぬいぐるみや玩具は、子どもたちが自分たちを非常に投影 しやすい身近な持ち物であると同
時に、彼 らにとつては自らの分身でもあり、まさに「子ども部屋」の住人である。本物の動物
ではなく、ぬいぐるみでひとつの世界を創 りあげることによって、それぞれの動物のもつ本来
の性質つまり獣性が消え、人間性を表すことができる。そこに子どもたちは自分を簡単に同化
させ、今までの子ども部屋での遊びの世界を、そのまま広げて一緒に遊がことができるといえ
るだろう。
ChristOpher Milneはまた、 〃When a child Plays with his bear the bear comes alive and there
is at once a child―bear relationship which tries tO cOpy the Nanny―child Felationship.Then the
child gets inside his bear and looks atit the other way round.′′(C.Milne 27)と述べている。つ
まり、玩具のクマたちと同じ立場で遊んでいた子どもは、今度は、すニーが子どもの面倒を見
るように、上の立場からクマたちを見るようになる。これは、Poohの世界での Christopher
Robinの立場と同様である。子どもは″.…to the wOrld so litde and so weat iS tO his tOys tall
and POWerful.〃(Becker l16)という性質を持つており、それはChristOpher Robinにも当てはま
る。彼はこのぬいぐるみたちに対して、全能の神、あるいは理想的な両親像を体現しているた
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め、一段上のポジションにいることになる。
このように、子ども部屋のぬいぐるみは、子どもたちが安心できる遊び仲間としてのクマ、
そして、多少の優越感を持つて、時には王、時には神のように保護 してやるクマといった二面
性を持つている。hri4“″―働ι‐Pθル の物語では、そのぬいぐるみたちがちりばめられ、子どもの
王国が形成されているのである。そのとき、ぬいぐるみが、現実世界とファンタジーの世界と
のひとつの接点ともなる。
Poohの世界は、ChristoPher Robinの子ども部屋の世界であると同時に、″Milne′s forest″、
父Milneの創造物であるという面が色濃い。つまり、子どもの想像の世界、遊びの世界ではあ
るが、それはこの世界の構図からもわかる通り、大人が意図的に作り出したものである。従つ
て当時のイギリスの社会状況が背景にあり、そこからの逃避もしくは過去の栄光へのノスタル
ジーが込められ、大人たちの共感を得ることにもなった。当時の多くのイギリス人と同様、第
一次世界大戦によつて心身共に傷を負ったMilneは、大英帝国の力の失速を実感 し、憂いを覚
える。 さらにKutzer(2000′95)が、 ′ⅣIilne is nostalgic about lost childhOod′both his Own and
his country′s..…Milne felt his Own career as Playwright stalling after the war.″と指摘してい
るように、Milneは国と自分自身の力の後退を、失われた幸福な子ども時代と重ね合わせる。
そして、不安のない、安全で守られた、居心地良く安定した世界を創造し、祈 りを込めてそこ
に息子を住まわせた。けれども、その世界が長くは続かないこと、現実にはそれは崩壊 し始め
ていることを感 じさせるかのように、物語のエンディングで少年はこの世界を出なくてはなら
ない。つまり、Poohの世界はMilneの複雑な思いが込められた、楽園としての子ども部屋世
界なのである。
また、第一章 2-(2)でも触れたように、そこは表面的には女性の影が薄い、男の子の冒険世
界である。現実においては、Milneの母親は、″.…a mother′sjob is notto prevent wounds′but
to bind up the wOunded.In any case she had the Victorian woman′ complete faith in he
rights of a father.It was he who was bringing us up.″(Milne(1939)14)と母親と父親の役害1の
違いを理解して務めを果たし、〃.…it was with my mother thatl was happier.She didn′t
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aFgue′She didn′t dFiVe the FnOFal hOmeo she was silnPle′She was wi e′she was affectionate.
She was restfully a100f.″(ibid.23)と、賢母であり、心安まる場を作ってくれる優しい母親だ
とMilneに感じさせている。またChristOpher Robinも、彼の養育は多分にナニーが受け持つ
ていたとはいえ、母親 との交流において、″I eniOyed Playing with my mother.This was
something she was g00d at.″(C.Milne 21)と母親の存在を好意的に述べている。従つて、母
親よりも父親への愛情が深かったために、女性の姿が見えないのではない。
しかしながら、Milneの描いた子ども部屋世界における女性としての登場人物は、何度もい
うようにRooの母親であるKangaのみであり、KangaがMilneやChristoPher Robinの母親
またナニーと重なり、ここに登場するのは必然的であったとしても、Milneがパー トナーおよ
び仲間としての女性を排除している点は興味深い。妻DaPhneは、ChristOPher Robinの母親
としては相応 しい人物だつたかもしれないが、Milneの妻として互いが深い絆で結ばれていた
かどうかは疑いのあるところで、後に二人の心は離れてしまっていたといわれている32。 男性
の支えとしての女性の姿が見えないことが、Milneの描く、守られた楽園が幸福に満ちたもの
でありながらも、愁いを含んでいることの一因であろうし、男だけで作られた世界の危 うさは、
この世界から Christopherが出て行くことにおいて暗示されているようにも思える。
Milneの描いた「子ども部屋」の多層構造には、イギリス社会を背景に大人が意図的に作り
出した一つの理想郷であり、大人としてのMilneの心情を反映した世界、Milne自身の子ども
時代や息子ChristOpher Robinの遊びを投影した世界、さらにはイギリスの中産家庭における
現実の子どもの暮らしを象徴する空間という要素が内包されている。この構造は、外枠として
の大人の見守る空間と、内枠としての子どもが子どもだけで遊ぶ、独立した王国のような空間
から成ると考えられる、現実の部屋としての子ども部屋の二層構造や、現実生活があり、そこ
から生まれたフィクションがあり、そのなかにファンタジー世界が広がっているという物語の
三層構造とも調和している。この多層的な構造をもつた子ども部屋の世界がMilneの独自性を
表す ものであ り、これは″In as far as l understand their[=children′sl minds the under―
standing is based On the Observation/casual enough and mOstly unconsciOus′which l give to
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people generally:on memories of my own childhoOd:and on the imagination which every
writer must bring to memory and observation.″(239)と、子どもの心を多面的に理解 しようと
するMilneの言葉によって裏打ちされるものであろう。
(3)子どもの成長する場所―食べる空間
子どもの想像力の広がる場、子どもの遊び空間としての子ども部屋の有り様について見てき
たが、次に、子どもが生きる過程で不可欠な「食べる」ための空間に焦点をあてて考察する。
スTrαυ
`Jた
rι
“
TttθのThackersの館のなかにある活気に満ちた台所は、登場人物が食事をとり、
暖炉を囲んで交流する生活の基盤となる場所であつた (第一章)。ル`物ιげP`セrR′bbilでは、
冒険を終えて家に帰つてきた Peterは、母から回復のためのカモミールティを与えられ、
WhriθイカヶPθθ力においては、ハチミツがPoohの人生の目的かつ喜びとなっており、勤ι Wi4′
j“ :たιンヽ「jIIοωsでは登場人物が家々で食事を共にする様相を分析 した。このように、「家」のな
かで「食べる」という点を考察することは、「家」の物語を分析する際の必須条件である。
そこで、「食べる」場所という観点から家の様相を探るために、Philippa Pearceの作品を取
り上げたい。なぜなら、Pearceの主要作品を概観 してみると、物語の基軸のひとつに家族が描
かれ、その際食事場面が多用されているからである。従って、「家」で「家族」もしくは 「友
人」が「食事」をすることに、多様な意味が含まれていると考えられる。これは、「館Jとい
う建物そのものに焦点をあてるものではない。けれども、館の構成要素を見ながら、館のなか
で人々がどのように過ごしているのか、館の中で人の集まる場所とはどこなのか、館の中での
それぞれの人の居場所はどこなのか、といった点を考えることは、すなわち「人の生きる家」
の考察に繋がると考えている。ここでは、家においてみられる「食」の意味やファンタジーに
おける「食」という点から、「家」の持つ力について論 じたい。
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(a)家においてみられる「食」の意味
Pearceの作品において背景となる「家」は、大きく、都市 (主にLondon)の「家」と田舎
(Pearceが長く住んでいたcambridge郊外 Great Shelfordをモデルにしたと思われる場所な
ど)の家に分けられる。その中から、都市にある「家」と田舎の「家」の両方を描いた代表的
な作品として、スDtt Sθ SttαJI(1962)、都市の「家」を描いたものとして賜
`Bα``ι
ιげB"bb:ια″′
S9"θαた(1978、以下、B夕bbr`α
“
′sη
“
θαたとする)を取り上げる。
A Dοg Sθ S“′Jιでは、主人公Benの誕生日の早朝の場面で幕を開ける。BenのいるBlewitt
家の一日は母親が朝食の用意をすることで一日が始まる。この日、Benは誕生日に大がもらえ
ることを想像しながら朝の散歩に出かけ、″breakfast〃を目指 して帰宅する。朝食のテーブルに
はBenと共に両親、兄弟姉妹が揃 うわけだが、Benの場所とされた〃his place for breakfasピ′は、
彼の家族内での位置および家のなかでの居場所を示している。この朝食の場で、Benはプレゼ
ントに祖父との約束の大がもらえなかったことを知 り落胆する。このように、物語の発端とな
る冒頭場面において、 〃breakfast″の場が設定されている。 ″break fast″(断食を破る)して、
食べ物を取 り、身体を満足させるはずの″breakfasピ′が、一瞬にして楽しみや喜びが消えてしま
う場となっている。
その後、Benは田合にある祖父母の家を訪れる。祖母が今ではほとんど料理ができないため、
祖父が代わりに料理をしており、母はBenにすべて手製の ″a un of fudge′師o Plum cakes′
and a meat pie〃(27)を持つて行かせる。ここに、Benの母親であるBlewi■夫人と祖父母との
食を通した繋がりが見られる。Benに大をやることに反対している祖母が、Benのために料理
ができないことは、彼女がBenの気持ちを理解できないことを暗示 している。祖父は、祖母の
目を盗んでお茶に砂糖を余分に入れ(34)、祖母の命令で後片付けをするなど、常に祖母の目を
気にしながら行動する。Benは、祖父を手伝つて牛乳箱から牛乳を取り、ジャガイモを掘 り、
鶏にfIIをや り、卵を集め・・ 。と「食物」のために働き、大の Tillyには餌を作つてやる。こ
のように、「食べる」ことを通 して、この田舎家での人物の力関係が明確になる。ここでは、
食事の監督あるいは指図をする人物が支配者となり、その力関係は、祖母>祖父>Ben>動物
たちという図式で表される。
BenがLondonに戻ると、家では、Benの姉とその婚約者 Charlieがソーセージを炒めてい
る。Blewi仕家で「食」作りに参加するCharlieの姿は、この家の新たな家族の一員となる証だ
と思える。帰宅したばかりのBenに、父親は″You′re not going out Ben′jus when we′re all
ready to sit down tO a hot meal!〃(66)と声をかけ、ここでも「食」を通 じて、家族の絆が示さ
れる。ところが、日を閉じると浮かんでくる空想の大を見るようになったBenは、大を食らう
荒くれ男が、太らせておいた Benを捕らえて料理して食べるために追いかけてくる夢を見る。
太つたBenとは、犬への想いを溜め込みすぎて膨張した危 ういBenの状態を示し、そのような
彼を料理して食べてしまうというのは、まさに死や破滅を意味する。「食」を通して、Benの心
が暗闇に向かっていることを暗示するかのような夢である。
事故に遭い入院したBenの元へ、祖父が、自らが摘んだsnOwdrOpsとBenの好みに昴でた
′Fを、 ″...they′re tO boil them a good five rninutes′being new laid.You like a runny yolk and
hard white.″(99)といいながら携え、見舞いにくる。Benを気遣 う心が、Benのために調理した
生み立ての卵で表される。退院後、Benは祖父母としばらく滞在する間、Tillyと子犬たちの世
話をする。子大たちが乳ばなれ していくさまは、Benの心の回復と重なる。
Benが再び家族のなかに溶け込もうとする様子は、彼がお茶の時間に遅れ、皆はお茶を済ま
せているなか、〃cold′butter―soggy toast″(140)を食べながら、家族と会話する場面で表される。
「遅れた」けれども、明らかに家族の輪の中にカロわっているのである。
最終的にBenが祖父の家から犬のBFOWnをもらって帰宅するとき、長く一緒だった心の大
の代わりに、新しい犬を受け入れがたいBenだが、その存在を心に受け止めたとき、″Let′s30
カοzι.″ (イタリック筆者)とBrOwnに呼びかけ、その言葉と共に物語は閉じられる。
上記の例から分かるように、プロットの展開場面には「食」が関係し、家族が′さを通わせる
場面には必ず「食事」が用いられる。 と同時に、「食」を通 して、登場人物の力関係や心の動
きが表される。これはPearceの作品のひとつの特徴でもあり、その点を別の作品からも見てい
きたい。
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たでも、物語の展開と「食」は密接に繋がっている。事件の発端は、母親に
内緒で飼つていたジャービル (gerbils、アレチネズミ)が逃げ出 し、真夜中に食料貯蔵室
″larder〃のなかで見つかつたことである。母親 Aliceはこの侵入者に動揺するが、自らを落ち
着かせるためにお茶を入れる。お湯が沸き音を立てるにつれて、気持ちが落ち着き、ゆっくり
お茶を飲みながら考えをめぐらす。さらに、二杯目のお茶を掩れると、それを手に二階へと上
がり、子ども部屋を覗くのである。このように、物語は突如として「食」に関連 した場と状況
から始まる。その後、物語を通して 〃larder″は意味のある場として用いられる。また、夫 Bill
の職場が総合食糧会社の倉庫 (warehouses Of General Supply Company)であること、ジャー
ビルの名前が〃Bubble and Squeak〃(冷や したゆでキャベツとジャガイモをコール ドミー トか
ソーセージと一緒に炒めたもの)であることなど、物語の基礎設定としても「食」への関連が
強く見られる。
この作品においても、物語の展開として事がさらに荒立つのは、Aliceが朝食の支度をしよ
うと階下に降りてきたときや、朝食寸前にゴミ収集人によって、捨てられたジャービルを届け
られた時など、常に「食」の場面である。また、ジャービルがもらわれてしまい失望した息子
Sidを慰め、疲れて帰宅した夫を労るために、母であり妻である Aliceはお茶を沌れる。母と
家族の面々との触れ合いの場は食事の場面であり、学校を休んだSidの様子を見に来た近所の
Mrs Plingが熱いスープを持ってくるなど、親 しい関係を示すために「食」が用いられる。こ
れは、あれほどジャービルを嫌っていたAliceが、ネコに襲われた瀕死のジャービルに薬をや
つて面倒を見てやること (これはジャービルに食べ物をやることと同義だと考えられる)にも
現れている。
登場人物の心の動きは、冒頭の場面同様、「食」に象徴されることが多い。ジャービルが母
親に見つかつた直後、Sidは朝食のベーコンの残 りのどろどろした脂の入つたボウルを故意に
床に落とす。壁に飛びはねた脂が流れ落ち、床の上に広がりながら固まる様子は、Sidの心を
目に見える形に表しているかのようである。その後Sidは自らそれらを片付ける、つまり自分
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の心の整理をつけていく。そのようなSidに対し、帰宅した母がかけたのは、″No one putthe
ke■le on?〃(16)という、Sidの努力に気づかず文句をいう母の言葉であり、この時点で母はSid
の心を全く理解 していないと暗示される。さらに、ジャービルがもらわれていつたとき、失望
したSidはお茶も飲まずに出て行き、Sidと同じくジャービルを大切にする妹 Peggyはお茶は
ほしくない、と二階の子ども部屋に上がる。
また、お茶を飲むことを通して励まされ、絆を再確認する場面も多く描かれる。ジャービル
が返されてきたとき、皆は喜ぶが、失望 した母はひとり台所に入つて腰をおろし、その晩は家
族とほとんど口をきかない。また、最初にジャービルをくれたJimmy Deanの従兄弟がジャー
ビルを取 り戻しに来たとき、ジャービルが病気のため、持ち帰ることを諦めて失望するが、沈
んだ彼に、SidとPeggyと母は一緒にお茶を飲むよう誘いかけるc最初は断つた少年も、また
別のジャービルを買えばいいと提案されて嬉しくなり、そうなると、やはりお茶を飲んでいく
ことにするのである。
最終場面で、母は、台所でお茶のための特別なご馳走を準備 し、皆で、〃Bubble and Squear′
を食べて、物語は閉じる。食料貯蔵室で始まり、食事のテーブルで終わる物語となっている。
また、この2作品に共通するのは、家族の絆と「食」という輪のなかに、動物が含まれるこ
とである。家のなかに動物がいること、またはそれを望むことが、家族と「食」との繋がりを
さらに強める役割を果たす。
Pearce作品において、「食」が重要な要素となっている例を挙げたが、さらに、家の構造と
しても、″kitchen″や″lardar″が意義深い場として機能していることが、先の二作品に加えて短
編集の中にも見られる。顕著な例は、Wレfナル ]鼈,g″bογs DJグα4′OЙ`
rSチ
θr′ιs(1972)のなか ″In
the Middle Ofthe Night″である。Charlieが真夜中に目覚め、階下に下りると妹Margaretと飼
い大 Flossが起きている。Charlieは台所へ食料を取 りに行くと料理を始める。「真夜中の台所」
が物語の中心であり、食べ物の詳細な描写からもわかるように、「真夜中に料理をして食べる」
という行為そのものが子どもの冒険となっている。「真夜中」という子どもたちの日常生活か
らは逸脱 した時間に、通常決まった時間にしか行われず、またそれ以外の時には行ってはなら
ない「食事」をするという、時間の点でも行動の点でも大人の決めた日常の規則から解き放た
れた行為を、大人には秘密で行 うからである。換気扇のたてる唸るような音が、家の反対側に
寝ている両親を起こさないかとひやひやさせ、まさにこれは真夜中の冒険に他ならない。さら
に、物語は食べ物を中心に進む。台所の真上の部屋で寝ていた姉のAlisOnは当然目を覚まして、
この冒険に加わり、大胆にも〃larder″に貯蔵してあつたマッシュポテ トでポテ トケーキを作る。
そこで、末弟の幼い Wilsonも連れてきて、姉弟揃っての真夜中のパーティとなる。真夜中の
秘密の空間では、日常的なポテ トケーキが喜びと興奮に満ちた″Paradise cake〃に変身する。
翌朝、真夜中の秘密に両親は気づかず、母はマッシュポテ トを探し回り、父は″the bacon and
eggs without the pOtato〃(33)を食べる。事の真相を薄々感づいた父も詮索はせず、〃a quiet
breakfast″(35)を食べるために、うるさく話すWilsonにお菓子屋へ行く小遣いをやって物語は
閉じる。「食」は、子どもたちにとっては刺激的なものであり、大人にとつては静かなひとと
きとされている。「家」という限られた空間の中で、家族の中の子どもたちだけが、真夜中に
秘密の体験をする。その際、「食べ物Jがその軸となり、台所や Alisonや両親の部屋、換気扇
の場所に至るまで、家の構造もこの冒険に即して設定されている。
「家」のなかでの「食べ物Jを軸とした子どもの秘密もTozt Mゴグ
“な
み′Gαγル
“
(1958)や短
編集 Lゴθη αチSc力θo:A4′0`たιr Sfθァ燃 (1985)など、Pearceの作品ではよく描かれる。同書所収の
″The Great Sharp ScissOrs″では、留守番中のTimが何でも切れる鋏と、何でも接着できる接
着剤で思う存分遊び、母親が帰宅すると、何食わぬ顔で好物の″home made rasPberry jam″と
″bread and butter〃とで一緒にお茶を飲む。同書の″Secrets″では、四人の子どもたちを含む
Barker一家が郊外のある″low thatched cOttage〃で、休憩を取る。お茶とお菓子が出てくるのを
待つ間、末娘のShirleyがトイレに行こうと、そのコテージの中を歩き回ると、″The air was
lνarm and smelled deliciously of baking.On the ldtchen table stood hvo■vire racks:one■ras
piled with fresh scOnes′the other with jam tarts.″と描かれる、良い匂いのする焼きたてのお菓
子のある台所に入り込む。そこにいた見知らぬ少年と二人でjam tartsを内緒で食べ、家族の待
つている部屋を密かに鍵穴から覗く。短い時間ではあるものの、秘密の探索のひとときである。
ルθ SЙ″′οω―Cttα A4′0:力θγ物 :θs o/ル
`S夕′` γ
η″′夕γ′I(1977)の″Miss Mountain〃では、おばあ さ
んの子 ども時代の幸い思い出を内包 した ビスケ ッ ト入れ (biscuit barrel)を取 り巻 く、おばあ
さんの家 での孫 たち とお ばあ さん との秘密 の恐怖体験 が語 られ る。 〃biscuits with
custard―creams｀ンpink sugar wafers′′を入れる、子どもが大好きなはずの″biscuit barrel′′が、
家のなかで記憶された秘密によって辛く恐ろしいものに変わる。
上記の作品では、当然、家のなかでの台所の位置などの内部構造も明確であり、その秘密体
験がよリリアリスティックに迫ってくる。さらに、T″`W″′οS′`サ
j“ S力θr`(1983)では、以下の
一例にあるように Tranter家での、祖母の部屋、台所、子どもたちの三階の部屋、屋根裏部屋
″lorに至るまでが詳細に描かれ、その構図は物語のなかで効果的に用いられる。
Stand sO′in the han.Ahead′tO the right the stairs.Ahead′to the left the passage tO
the kitchenl in the wider parしby the back door/a round′red′f五endly eye has seen
her―the reflector of her bicycle.To the left of the hall′Granny′s rOom....Kate took
her breath and started off across the bealn of darkness to the stairs.She reached the
stairs and went up them―up′PaSt her inother′s roon■and Randan′sr。m/that used
to be hers′and then up again tO her own attic bedroom7 opposite Lenny′s.″(7-8)
例えば、家の中に入る者は、Tranterおばあさんの部屋からの監視の目を逃れて入ることは不
可能であるし、Mrs.Tranterは自分の居場所として、在宅中は常に台所で家族や子どもたちの
友人のために料理を作 り、そこへ子どもたちが集まつてくるというのが、基本的な家族の動き
である。祖母は、台所へ来ることもあれば、自身の部屋でお茶を飲むこともある。また、古い
物を保管しておく屋根裏部部屋 ″lofピ′(10ftpoleを使つてはねあげ扉(trapdoor)の留め金を外
して扉を開け、伸び縮みする金属製の梯子を下ろしてからでなければ上がれない)や、いつも扉
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が半開きで、中から覗く眼が感 じられるおばあさんの部屋など、古い記憶や秘密を隠しておく
空間が置かれ、古いマナーハウスではなく、このような現代の小さな家においても、記憶は紡
がれ保存されていることがわかる。この物語では、Tranter家と、Sattinにあるもうひとりの祖
母Nanの家という二つの家が柱となる。Tranter家は、Kateが長兄のRadallに祖母に誰かが
手紙を届けにきたことを話 した時、″….it happened in our hOusel″というと、兄は″Not our
hOuse,her[=grandmOther′sl house.″(16)というように、Tranterおばあさんに支配されている
家である。Nanの家では、訪ねてきた孫に対し、次のように彼女が食事を振る舞つて歓待する。
...into the frOnt r00m―the best room―of the cottage,In the middle ofiしaking up
most of the space′stood a large table spread with a white c10th and bearing a feast
fOr them[=Kate and Randall]: there were Scotch eggs and Cornish Pasties and
PigS―in―blankets33 and fresh lettuce and radishes and PiClded onions and Pickled
beetroot and Pickled walnuts and cheese and rhubarb crumble and egg custard and
iunket and jellies Of three colours.And there was a great jug of home―made
lemonade.″(124)
この二つの家の間を Kateと兄たちが行き来するうちに、家族の真相 (=祖母たちの記憶)が
明らかになっていく。つまりこれは、二人の老婦人の記憶を紐解 く物語、二つの家の物語であ
るということができよう。
このように、家の構造と「食べるJことが物語設定の軸となっているわけだが、「食べる」
ことが家族が集 うことである例は多い。今までに挙げた作品では、そのすべてにおいて、家族
のメンバーが集まるのは「食べる」時であり、Mグ4κθ″θ
“
助βSッ(1955)では、各々の家族が″tea″
の時間に集まる、つまり帰宅することで、そのたびごとに物語の小さな帰結を見ることになる。
また、家族のなかの力関係も「食」を通 して暗示される。それは主に母親の力であるわけだ
が、「台所」が女性の居場所 として描かれることが多く、それは女性は家を守るといつた保守
的な意味だけでなく、家の中で力を発揮する主人としての強さや、家の中での悩みや苦労を背
負 う苦しさや寂しさを併せ持つ。また、「食べる」ことを司る妻や母に頭の上がらない男性像
も多々描かれる。そういつた意味合いは、特にMj""οω θ
“
f71`Sりや B"bbルタ
“
グS7""たヽT71ハ～レノ
rθ sα:′j“ sんθr`での祖母や母親の姿において顕著である。
そして、「食」と「子ども」も関連が深い。子どもの抑えきれない好奇心や欲求、悲しみや
失望といつた感情が、しばしば「食」を通して伝えられる。M:“
“
θ
"ο“
働ι SαりのAdamとDavid
は要所要所におかれる″tea″の時間を通して、その絆をいっそ う深め、前述のようにB"bbrι′
“
′
S7夕ιαたでは、Sidや妹、友人の悲しみや喜びが、″Miss Mountain〃では少女の食べ物への欲求
とそこから来る悲しみや恥、憎 しみが「食Jを通 じて表される。
実際、「食」によつて描かれるのは子どもの心だけではなく、大人も含めた登場人物の心の
様相も同様である。W励
`ル
ιN`なたbθrS D″所収の″The Great Blackberry―Pi 〃では、父親の性
格が「食」によって設定されている。父は、″Dad was against waste――waste of almost anything:
electricity/tirne′crusts of bread.Wasted food was his special dread.″(100)と描かれるように、
物を無駄にするのを嫌 う。そこから物語が展開し、父と娘 Valをはじめとした子どもたちは熟
れた木イチゴを無駄にしないように摘みに行く。物語の最後まで苛々し続ける父親が食事をす
る場面は出てこない。父親が娘と食事をしないことは、ここでは親子の心の繋がりが見出せな
いことを示唆している。また、「食べる」ことは満たされることであり、ここでは父親が気持
ちの上では満たされていないこと、納得していないこと、つまりは娘の心を理解していないこ
とがわかる。
さらに、Pearceの作品においては、「食べる」場面の大部分が、イギリス文化を語る上で欠
かせない習慣である 〃tea″の時間34でぁる。例えば、MJπttu ο
“
働ιSりにおいては、″tea″の時
間が家族のなかでの習慣・決まりごとであり、Da宙dの父は〃tea〃には仕事から戻り、語り手は
″No■vhere in the gardens was there anybody about perhaps because it was now nearly
teatime.″(14)と述べ、Miss COdlingが〃Why don′t you break from work and have some tea
now?″(33)というと、Davidは自分の家で〃tea〃を摂るために帰るなど、″tea″の時間は帰宅の時
である。″tea〃の時間が、各家庭に家族を引き寄せる要素となつているわけである。また、″tea″
は登場人物の関係を示すために使われる。Da宙dとAdam、Mrs.MossとMiss Codlingとの関
わりなど、″tea″に人を誘 うことから交流が始まり、共に集 うことで親密度が深められていく。
これは、家族においても、それ以外の関係においても同様である。そして、″tea″を司るのは両
家の母親、つまり女性であり、B夕bblι′
“
グS9夕ι′たの例と同様、女性の心理を表現する手だてと
もなっている。お茶を沌れて飲むことが′心の動揺を収める具体的な手段となり、「食物」を通
して、女性の喜びが表現され、子どもを思 う母親の心、孫を思う祖母の心が示される場面も頻
繁に描かれる。台所は母親や妻の力を発揮する場所であり、時としてそこには安らかさが醸し
出され、家族の面々は自然とそこに集ってくることになる。
lb)ファンタジーと「食」
Pearce作品のなかでもリアリズムの物語について見てきたが、ここで彼女のファンタジー作
品における「食」の描かれ方について論 じたい。代表的なファンタジー作品として、To“Ъ
M″″ルチG′γル″では、「食事」がTomがファンタジーの世界、真夜中の庭に入るきつかけとな
る。物語は、両親、弟 Peterと暮らす少年 Tomが、弟の麻疹のために叔父夫婦のいるKitson
家へ預けられるところから始まる。Tomのために、Aunt Gwenは〃a Devonshire teι with
boiled eggs′home made scones′home―made strawberry jam/whipped cream″(7)や″whipped
cream and shrimp sauce and rum butter and real mayonnaise″(10)を用意し、その〃lard r〃には
″two cold Pork ChOps′half a trifler some bananas and some buns and cakes.″(11)が員宇蔵さオし、
食べ過ぎのため Tomは眠れず、過剰な「食」は彼を心身ともにうんざりさせる。叔母のご馳
走が一つの要因ともなつて、家の中を徘徊 し、夜中の食料貯蔵室で叔父たちに見つかつてしま
うTomの姿は、現実世界に適応できず右往左往する様子を表している。
一方、真夜中の庭園に入 り込んだ Tomは、その世界のものを目にすることはない。庭園の
世界で、Hattyの従兄弟たちや庭師のAbelがリンゴやサンドイッチを食べたり、Hattyが夕食
に″a bow1 0fbread―and―milk fOr Hatty′s supper〃(150)を食べているときも、Tomは見ているだ
97
けで、特に食べてみようともしていない。
Tomが別世界のなかで物を食べないということは、つまり、「食」が現実の一要素と捉えら
れていることを示す。Tomと叔父たちとの会話はほぼすべて食事中に行われ、現実世界の営み
を「食」が象徴しているといえる。Tomは現実世界において、用意された食事を十二分に食べ、
″….a great weariness of all fOod overcame him卜Tom].″(16)という状態になったときに、ファ
ンタジーの世界へと入 り込む。そして、真夜中のうちに元の世界に戻り、朝になると叔母さん
の朝食が待っている、とい う枠組みである。「食べる」ことを、ファンタジーを描く手法のひ
とつとして用いているといえよう。
現実世界と真夜中の庭園の世界とでは、大きくはないが確かに Tomの様相が違っているこ
とに気づかされる。現実世界でのTomは、Hattyがどの時代の人間なのかを調べ、時の秘密を
解明しようと活動的、自発的に動く。一方、庭園の世界では、Hattyの空想に付き合い、彼女
が見つけてきた床板でtree houseや弓矢を作つたり、彼女の話に従つて塀の上を歩いたり、と
主導権はどちらかといえば Hattyにあり、Tomは彼女に従って行動する。Tomが庭園の世界
で最も能動的に活動したと思えるのは、Hauyを促 して大時計を開けてもらう場面と、彼女に
スケー ト靴を床下に隠してもらい、それを手に入れて二人でスケー トの旅に出かける場面であ
る。どちらも、Tomにとっては庭園の世界の終焉に近く、スケー トの旅の最後において、Hatty
にはもうTomの姿が見えなくなつている。そして、その時を最後にTomが庭園の世界に戻る
ことはない。
Tomが現実世界において活動的に行動し、ファンタジーの世界では受け身である様相 と、
Tomが叔母の元では過剰に食欲を満たし、真夜中の庭園では食べないということ点には関連が
あると考えられる。実際の子どもが食べるということは、身体的に成長するということであり、
日々を生きるとい うことである。児童文学において、子どもと「食」との繋がりが強いのは、
子どもにとって「食べる」ことが日々の強い欲求であり、それなくしては生きられないことが、
大人よりも顕著であるからである。従って、現実に「食べて」いる現実世界の Tomが、ファ
ンタジーの世界にいるときよりも鮮明に描かれているのは、「食べた」ことによる身体的な充
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足が表れているからだと考えられる。食べないことはその世界に属さないことであり、別世界
に留まり続けることはずっと食べないことであり、つまりは現実世界における死を意味する。
さらに、Pearceのもうひとつの長編ファンタジーであり、最後の作品となった 動ιL′
`′
ι
`
Gι″Iιπα
“
(2004)を、「食」という観点から考察したい。そもそも、主人公のモグラがthe JaCObites
によつてかけられた、300年以上も生き続けることになる魔法は、次の引用のように、まるで
料理が作られているかのように描かれる。
There was a fire―I could feel the heat ofit.On the fire stood some kind of cooking poし
for l cOuld smell cooking―～OL but Of a vile kind!Then old′01d bony fingers seized
me:my poor tail was cut off at its root and flung into that dreadful cooking Pot――I
heard the little′″9′r as it went in.Lateらthey[=the JaCObitesl forCed a drop of that
same vile witch′s brew down my thrOat.Thus they brought trne back to life′and
made sure l cθ
“
J′not―ould not―die....When they remembered′they gav  me food
and water.(62-63)
料理の匂いのする魔法の液体を飲まされたことで不死の体にされ、さらに、逃亡中に飢えのた
め衰弱していたモグラが、〃a charm in a tiny leather pouch″
“
9)をその中味と共に食べ、そこ
には魔力が籠もつていたために、逃亡する力を得ることができた。魔力のあるものを食べるこ
とで力を得たモグラが、自然なモグラになるためにその力を手放そうとする物語となつている。
モグラと出会った少女Betは、モグラの魔法で地中の世界を垣間見せてもらう。その際、モ
グラに身体を縮めてもらうのだが、元の世界に戻つても身体の大きさは完全には元に戻らず、
以前より少 し縮んだままである。祖父はBetの状態に気づき、しつかり食べさせようと、お茶
のとき トー ス トに半熟卵を二つのせてやる。地下の世界に入つて身体が伸び縮みするというと、
Lewis Carrollのス:ゴεθt A′υ
`4`“
r`j4W04グ
`γ
:α″′(1865)において、Aliceが自らのアイデンティ
ティを模索するなかで、何かを食べたり飲んだりするたびに身体が伸縮 していたことが思い出
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されるが、ここでの魔法はBetが何かを飲食 したからではなく、モグラの力の結果である。 し
かしながら、Alice同様、Betも再婚した母親のところに行くべきかで悩み、自らの居場所を探
しているのであり、自分とは何か、自分の進むべき道を模索する子どもの有 り様を身体の大き
さの変化で表 していると考えられる。
この物語において、モグラはBetに自分の ″worm larder″(109)を紹介するし、Betは祖父母
や隣家の MI Franklin、母親や義父と食事や″tea″の時間を共にするが、Betとモグラは地上で
も地中でも食事を共有しない。そこに、最終的な彼らの別れが暗示されているともいえよう。
また、母親と新 しい家族との生活に不安を感 じていたBetは、休暇で彼らと過ごすとき、母親
や兄弟となる赤ん坊と″househ01d shOpping″をし、母の料理を手伝 うことを特に楽しむ。また、
″Her stepfather liked his f00d′and t ey all ate well.〃(120)と、食べることを通して、家族の絆
を深めていく様子が描かれる。モグラとの別れや新 しい家族との出発が、「食」を通しても見
てとれる。魔法と現実を巧みに融合させたPearceは、現実生活において生きていくことを描く
とき、食事や″tea″を用いているといえる。
以上のように、Pearceの作品を概観 し、そこに表れる「食」の様相を見ながら、Pearceが「食」
「食べる」ことを通して象徴的に描こうとしているものについて考察してきた。先にも触れた
ように、Pearceの作品においては、物語の背景となる場所が家であること、物語の基軸が家族
であること、ほぼ全作品に登場人物たちの食事場面が含まれていることが特徴的である。従っ
て、「家族」が共に「食べる」ことからは、当然ながら家族の結びつきが強く感 じられる。そ
こでは、「食事」を作る母親もしくは妻の力が発揮され、「食べる」ことは「作る」こと、それ
は単に食事を作ることのみならず、家族を作ることでもあるのだとわかる。また、ファンタジ
ーの物語における「食」の描かれ方を見てみると、逆に現実生活における「食」の意味が浮き
彫 りにされ、「食べる」ことは、身体の成長を含めた子どもの力であり、「食べる」ことが「生
きる」ことであると感 じられる。Pearceの描く「家」のもつ力は 「食べる」ことに反映され、
それはその家のなかで生きる人々の絆とそこから生まれてくる力、子どもが育つ力になつてい
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く。「食べる」ことこそが現実生活なのだとPearceが考えていたことを、個々の作品から読み
とることができる。
2.記憶の堆積としての家
これまでに、物語に描かれた「人の生きる家」について考察する過程において、Beatrix Potter
や Phi■ppa Pearceの作品では、「家」のなかでの妻や母親の役割及びその力が明確となった。
本章では、さらに「家」の物語を「時」と「女性」という観点から考察したい。ヴィク トリア
時代において、女性が″the angelin the hOuse″35を理想的な姿として描かれていたことは周知の
通 りである。良妻賢母の理想像の背後には、男は公領域(=職場)、 女は私領域(=家庭)という性
別分業があり、女には良き妻、賢い母として家庭を安らぎの場とすることが期待されていた (り‖
本 54)。家庭は「生存競争の場たる職場からの避難所、安らぎと憩いの聖域」(同書 54)と位
置づけられ、女性は、妻・母・娘として、そこで外から戻つてきた男性を迎えて安らぎを与え
る天使の役割を割り振られていたわけである。Ruskinは「女の力は戦 う力ではなく、統御する
力である。その知力は・・・秩序を保ち、ととのえ、決定を下す力である」 (同書 65)と女性
の力を示唆 し、さらに、女性の居場所に関する引用 (川本 66)においては「家庭こそ女の帝
国である。女はそこに君臨し影響をあまねくおよぼす (ヘンリー ・ヘヴィサイド『求婚と結婚』
Cθ夕γts力″ ′4′Mαtrttο4ソf T7zιjr Lな力:夕″グ Sた′′οzJ/1864)」、 「 家 庭 は 女 性 が 家 事 の 務 め 一 こ れ は 女
性の担当する仕事なのです―を果たす場ですから、本質的に<女の王国>なのです。(ヘンリー・
サンドフォー ド夫人『若い女性のための人生読本』動ι Gjrrs′R“′J“g―Bοθたθr Cた甲′″sο
“
Ho解
`
Wo量″
"グ
D″
`燒
′1876)」と、家庭は女性が役割を果たす場所として位置づけられる。このよう
に、ヴィクトリア時代における「家庭こそ女性の居場所である」という観念の普及により、女
性は家の守り手としての機能を重視されることとなつた。時の推移や連続など、時の要素を多
分に感 じさせる「館」の物語を考えるとき、そこには女性の登場人物が際だって描かれている
ことに気づく。それは、家を守る存在として位置づけられた女性が、家の中で子どもを育て、
家族に安らぎの場を与えながら、家を次代へと伝えていったからではないかと考えられる。家
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を守り伝えることとは、そこに住まう人々を見つめ、彼らについての物語を記憶 し、伝えてい
くことなのではないだろうか。そこで、再度、Lucy Bostonの作品を取り上げ、彼女自身につ
いて、Creen Knowe物語のMrs 01dknowについて、またMrs OldknowとBostonの重なりに
ついて、館 とそこに住まう人々を見つめ、記憶のうちにとどめた女性とい う観点から論 じる。
(1)Lucy Bostollの描く家
(a)館とそこに生きる人々
Mrs 01dknowは、物語を通して中心的人物であり、まるでGreen Knoweの館の一部である
かのように描かれる。 Tollyも "(Mrs 01dknow)loOked so old that Tolly could easily believe
she was as old as the house.‖(Trz2 G』′″
“げ
G″ι
“
K46“`69)と感じてしまうほど、Mrs
01dknOwは館と生活を共にしている。この物語は彼女の存在なくしては考えられない。Mrs
OldknOwが一人で外出 してしま うと、館は・ .…seemed very empty without heL asthOugh not
only she had gone′but all the pOssibilities of the house had 30ne with her.…・(1■`C″fr′rθ“
。/
G″ιη K4θ747θ l19)と沈みこみ、帰宅すると、‖.…the hOuse was alive.‖(ibid.125)と活気を取 り
戻す。物語の語 り手はMrs oldknowのように思われる。その一方で、Chambers(82)が、Mrs
Oldkll10wは外側から眺めているだけで、彼女の個人的な考えや認識は謎めいたままになってい
ると指摘するように、館のなかで積極的に活動するのは、あくまで子どもたちである。Mrs
Oldknowは館で過ごす子どもたちに対しても、過剰に愛情を注ぐのではなく、彼らの自主性を
尊重 し少 し距離を置いて接 している場面も多い。 しか しながら、Sules(40)はまた、Mrs
01dknowの体は年老いているが、頭や心は永遠に若さを保ったままだと述べる。Mrs oldknow
は物語を支える存在であり、彼女はTollyの冒険を干渉せずに一緒に味わいながら導いていく。
二人が一緒になって初めて、驚くべき出来事が生まれてくるのである。
TollyとMrs OldknOwの関係について、Rose(67)は、二人 互いのプライバシーを犯すこと
なく、互いの判断を信頼 し、互いの感情を正しく認識するという相互理解の上に立っており、
それが子どもたちと「理想的な」大人との間にある、独特の暖かさ、堅い友情と愛情の基礎に
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なつていると主張する。二人が衝突する場面は全く見られず、理想的な関係を築いているとい
えよう。
Mrs OldknowはTollyにとつては導者であり、彼に館の秘密を見つける数々のヒントを与え
る。そのひとつが就寝前に語り聞かせた過去の子どもたちや動物の話であり、その話によつて
想像をかき立てられたT01lyは館内や庭での冒険を開始する。Mrs oldknowは導者としての役
割を果たし、Tollyに「時」の堆積する館での楽しみ方を示唆する。Chambers(85)は、〃(Mrs
Oldknow)Offers Opportunities for Tolly tO eniOy hilnself through exPeriences that enliven the
world tO hilln. He is led led to loOk closelyr hear clearly/ touch sensitivelyr think
imaginatively.″と、Mrs OldknowとT01lyの関係を指摘する。さらにCameron(1962′114)は、
″Tolly is the ideal receiver of all that his great―grandmOther a  tO offeし no m tt r how
incredible that offering.〃と述べている。このような Tollyの物事を柔軟に受け止める姿勢は
‖You seem ready for anything.‖(動ιChiι′″4o/Grιθ″K“θυι 25)というMrs Oldknowの言葉か
らも明らかである。
Stiles(40)は、シリーズ全体を通して一貫したテーマは ″the affinity behveen youth and
age〃だと述べる。Mrs oldknowとT01lyは二人だけに共通する世界を築いており、二人が共に
いなければ物語は生まれない。二人一緒にファンタジーの世界を体験 しているのである。二人
が共通の世界を生きることができた一因として、彼 らの性格の類似が挙げられよう。両者とも
好奇心旺盛で、孤独を感 じ、自分自身のペースを保って生活 し、人に対 しても、動物や植物、
過去の子どもたちのような目に見えない物に対しても尊重の念を持つて接する。Mrs 01dknow
はTollyに対して、TollyはMrs oldknOwに対 しても同様である。さらに、互いの想像の世界
を、理解することができる人たちと共有しようとする姿勢が感 じられる。二人が館で新 しい発
見をした際の、".…their faces lbecOme)sO bright with excitement that for all the difference in
their age they were very much alike.…・ (動ι(助Jι′r`筵o/Gγ
``“
K4θω`70)と
い う描写か らも読
み とれるように、二人は互いになくてはならないパー トナーである。また、Mrs 01dknowは
年老いてはいるが、TII`s:ο
“` so/Gた`“
K“o7Vιにおいて明らかにされている通 り、Linnetとい
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う一少女でもあり、Mrs oldknow自身が時の流れを体現している。このことは彼女の名前か
らも顕著であり、〃Mrs Oldknow″とは文字通り「古き (=過去)を知る女性」という意味であ
り、記憶を紡ぎ内包する人物なのである。
動
`Rjυ`rα
:G“ιπ K“οω
`(1959)に登場する
Dr Begginも一見、Mrs oldknowのように、子ど
もたちの冒険を受け入れ、その生活に干渉しない良き理解者であるように思える。実際子ども
たちが川で遊んでいるうちに洪水で流されてしまったときも、‖.…donitlook so miserable′all
of you′I shOuld have thOught youid had a firstclass adventure and nobody any the wOrse..."
(871と、子どもたちを慰め元気づける。しかしながら、Dr Begginは子どもたちと一緒に世界の
不思議を共有できるほどの人物ではなかった。子どもたちが博士のために巨人Terakの歯を落
としておいたときには、それが本物の古代の巨人の歯であることは信じたけれども、Terakを
実際に日にしたにも関わらず、Terak自身が本物の巨人であるとは露も考えない。Mrs 01dknow
とは違って、Dr Begginは子どもたちと同じ視点で物を見ることはできなかつたわけである。
Mrs OldknowとTollyは、共に時を過ごした結果、互いを癒すことのできるパー トナーにま
でなっていく。夫人はTonyに安心して生きていける礎となる場所を与え、Tollyは若者の持つ
エネルギーを夫人に注ぐ。‖She seemed as Pleased tO be with hm again as he wastO be with
her.…‖(77r`CカプJグr`ηげG″
`“
Kκοω
`123)と
いう描写から読み取れるように、二人が互いの存在
を喜びとしていたのはいうまでもない。
次に、Tollyと過去の子どもたちに関してであるが、両者を繋ぐ要素のひとつとして、「時の
流れというものにたいするTollyの認識と自覚」(定松 186)がある。館の内部には生と死、 〃a
good thing″(The Chimney Of Green Knowe 63)と″hidden villainy″(ibid.136)、 喜びと悲 し
み、″mysterious charm〃(ibid.34)や、怒り 裏切 りを含んだ歴史が刻まれている。Tollyは過
去の子どもたちとの出会いによって、館に生きた人々の歴史や経験を見出すことになる。さら
に、Tollyはその人々の人生に僅かながらも関わつていく。子どもたちは、「触れることができ
る石や木や伝えられてきた宝物と触れることのできない思い出や亡霊」(TownSend 28)が交じ
りあった館の中で、夢と現実の間を街往っているかのように仲良く時を過ごす。
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Tollyと過去の子どもたちとの友情は、Tollyの認識に変化を促すことになつた。Tollyは最
初、TobyやAlexander、Linnetが永遠には生きられないのを知 り落胆するが、最後には次の
ように新たな確信を得るに至る。
He no 10nger feared that the children would disappear and leave hirn′and Perhaps
never come back.He felt that they were like brothers and sisters who come and go′
but there is no need fOr worry:they are sure to come home again。(1助
`C71i″
′rι4 o/
G″ι″K″θ″ι152)
また、CamerOn(1962′117)が、T01lyの確信について、″Tolly.…is no longer■1led with his irst
wild hunger for companlonship′Inore sure of hilnself in a world where past and Present
mingle.″と述べるように、Tollyは、過去の子どもたちとの遭遇を繰 り返す うちに、彼らと二度
と会えないのではないかという思いから放たれ、彼 らはGreen Knoweの館に属しているので
あり、いつでも会える存在なのだと理解 していく。最終的に、館では過去の子どもたちとの間
に「時」の隔たりはないと認識するに至っているのである。
Creen Knoweは子どもたちにとつて真の避難場所、安全地帯であり、夢見ることのできる場
所である。MIs Oldknowは子どもたちにそのような場所を提供 したわけだが、館は夫人にと
っては守るべき領域であり、そこで過去と現在両方の子どもたちを守り導く。また、子どもた
ちのために確保された安全地帯は、夫人の生きる場所であり砦ともなっていた。夫人は ".…
(the hOuse)has enelnies and it needs guarding all the tilne.…"(A“E“
`r7z1/α
:G“`
“
K“οωι 30)
と考え、館を見張り守っていくことに専念する。また、それを実行する力をも持つていたので
ある。Mrs Oldknowは館の中で、夢と現実の世界を合体させるような状況、時の融合 した世
界を作りだし、子どもたちと共に時を超えた出会いを楽しんだのである。
以上のように、Mrs oldknowが中心となって、Tollyや過去の子どもたちと共に ″that house
where anything lnight happen and children could play hide―and―seek f om one century nto
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another″(The chimneys of Green Knowe 9)と描かれる館での物語が展開する。Mrs 01dknOw
の存在があってこそ、時を超える要素を多分に含んだ館の力が発揮され、数々の出会いが生ま
れたということができる。
lb)館の周辺
Green Knowe物語の世界は、中心に館があり、その周 りを ″...there was a big lawn that was
so encircled with trees′walls and shrubberies...The flower―b ds wer designed in a pattern′
but not strictly.The patterns led to escapes′to odd corn rs/to unexpected walks′to s ial
moat,..″(77rι Stη4gιγ′ι Grι
“
K"θ"`66)と描かれる、家からは全貌が把握できないほど、本や
茂みで入 り組んだ庭が囲む。庭の周 りには堀と川が横たわり、そのさらに向こうには牧草地や
果樹園、森が広がる。このように、Green Knowe物語における地形は、館、庭、その外側の世
界という二重構造を成している。Green Knoweの館の周辺、つまり庭とその外側では、本々や
川のような自然が館を取 り巻き、そこには美と共に災いが隠れている。Tollyが初めて Green
KnOweの庭を探検 したとき、そこには昔の建物の跡や、子どもを肩にのせた″friendly and
nearly alive″と感 じられる巨人の石像、〃many big trees and wild PlaceS Where there were only
little paths like rabbit runs〃などがあり、Tollyヤrevery path seemed t0 1ead iuSt Where it was
most exciting to go″と感じる (磁ι(力JJ″げGrιβ"Kκ
α″ι45-46)。Tollyが探検を続けると、常
緑樹の鹿や緑のイチイのリス、イチイのクジャクに刈 り込まれた緑の野ウサギ、イチイの雌鶏
に雄鶏といった動物の トピアリーが見つかり、本物のウサギや、堀には年とったコイが現れる。
Stilesが″...the tOpography of Green Knowe Plays an important partin the development of
style and characterization within the b00ks giving yet anOther unifying factor.″(39)とヽさべる
ように、館とその周辺の構造は物語の展開において重要である。庭に置かれた緑の鹿が、過去
の子どもたちが現れると本物の鹿に変身するといつたように、本物の動物とトピアリーとは、
現実とファンタジーとの混在を暗示する。実際、庭は、館と共に子どもたちが時を超えて交流
する場所であり、実際TollyがToby、Alexander、Linnetと初めて会 う (最初に彼らの姿を見
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かけたのは館の入り口だが)のも庭である。
庭 と同様、川も子どもたちにとつて心躍る場所である。川は、′It was a beauiful riveL
flowing thrOugh meadows Or under trees.As seen now/ on a surnlner evening it looked
smooth′sleepy and timeless.″(動ι RJυ″αチG″ι
“
K″οωι 10)と描かれるように、館と共に、時の
流れを象徴するものとして存在する。動θ Rjυιγ′
`Grθ
θ″K“θω`では、タイ ト
ルの通り、夏休み
にGreen Knoweの館を訪れた二人の子どもたち、Ping、Oskar、Idaが、館のすぐそばを流れ
る川で体験 した出来事が描かれる。
館を取り巻く自然は子どもたちを穏やかに受け入れ、ル`Rわ`r″` G“
ι
“
K7Jο″ιにおいて二人
の子どもたちが行 うような冒険を与えている。また、子どもたちは自然を美しく気高いものと
感 じながら、時にはそれと闘う術をも身につけている。子どもたちは自然と一体となると同時
に、自然のなかにある、脅威にもなりうる超自然をも感 じとることができている。自然の脅威
や恐怖の一例として挙げられるのがフクロウであり、Siles(39)は、フクロウが恐れと悪のテー
マの象徴だと述べる。TollyはMrs Oldknowから、夜中にフクロウが小鳥を掴み取つていくの
だと問き、フクロウに恐れを抱く。夜中に″a direful shriek″をあげ、″perching on the gutter with
his ogre claws″(T77`Cjιグ ηげG“`"K"ο
717ι l13)とTollyの部屋に近づくフクロウは、Tollyや
小鳥やネズミを怯えさせる。また、Ping、Oskar、Idaが見つけた朽ちた家は、まるでフクロウ
の家とでも呼べるようなものであり、そこでは次のように恐ろしいフクロウが彼らに襲いかか
る。
...a kingly white Owi saしllnaking himself in his indignation as tall and thin as a
spectre....The owlin a movementFnOre Soundless and flowing than wind or wate弓
opened its wings and was upon thenしz00ming at the last lnoment of its dive with
savage claws turned up and spread like fingers. . . .It swept at them again and
again._(TたθR`υιγ′ォGrι24 K“οωθ 32)
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Green Knoweには、良き友である陽気なシジュウカラ(tiうやコマ ドリ(rObin)、ズアオア トリ
(Chaffinch)やヨーロッパカヤクグリ(hedgesParrOW)だけではなく、自然の災いを表すかのよう
な残忍なフクロウも同時に存在するのである。さらに、悪や悪魔を示す呪いの トピアリー であ
る″Green Noah〃の本は、守護神St ChristOpherの像とは対照的に、Green K■oweの間の部分
を示す。″Green Noah″のある庭は、「大きな影のかたまりにおおわれている」(T7rθ Cみ′″′
““
o/
G″ι
“
]窃ο717`135)かのようで、もはや親しみ深いものではない。Tollyは自分が庭へ紛れこんだ
よそ者であるかのように感 じる。Green Noahが雷が落ちて黒焦げになる場面はさながら戦い
のようであり、館の外側にある危険を強調している。
子どもたちが自然の〃mystery″に圧倒されると、外側から眺めた館の姿は、″its friendly old
fairy tale quality″が消え、″something far older and terrifyingly differentア′(Tttι Rわ″′′G″θ″
K“θωθ 103)に変化する。子どもたちは孤独感に打ちのめされたように見えるが、Idaが考えた
ように、実際それは孤独感ではなく、そこが自分たちの本来属す場所ではないことへの認識な
のであろう。このような自然に対する違和感が、属すべきは館であると再認識させる。子ども
たちが狩人の儀式を見たとき、恐れと共に難民になつたような疎外感を味わうが、彼らは本能
的に館―と向かい、館は〃Green Knowe was revealed again/gentle′heavy and dr aming。(ibid.
107)という様相を表す。この姿は子どもたちに喜びと安心感を与え、館が自分たちの属する時
の一点であり場所、同時に嵐の中の「箱船」のような避難場所であることを気付かせる。
以上のように、Green Knowe物語において、庭とその外側の描写においては、館の内部とは
対照的な様相が描かれている。館は、Mrs 01dknOwや子どもたちにとつて、親近感の感 じら
れる、自らが帰属する場所であるのに対 し、館の外側は、冒険の隠された〃hidden parr(動
`
Sfrα
“
g`γα:G“ι
“
K“οω
`66)が散在
し、子どもたちにとつて魅力的な場所ではあるが、同時に危
険も存在する場所である。両者を対比させることによつて、館とその居住者を親密に繋ぐ、館
の力が一層顕著に現れている。
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(c)Lucy A71.Bostonと
'自
次にLucy M.Boston自身とGreen Knoweのモデルとなつた館との関係を、さらに詳しく考
察したい。Bostonは1892年に生まれ、1990年5月25日に没した。53年間Hemingford Grey
のマナーハウスに住んだ後に亡くなつたわけだが、館はそれまでと同じく、その後もずつとそ
の場に経ち続けている。
Lucy NII.3ostonは、 自ら″All the family were passionate Wesleyans and their passion gave
them dignity.〃(Boston(1992)16)と述べているように、メソジス ト派の一族に生まれ、生涯を
通 してキリス ト教に影響を受けることになつた。子どもの頃はクリスチャンとして育てられ、
母方の祖父はメソジス ト派の牧師であったことも手伝つて、Lucyは宗教的な雰囲気の中で生
きることを強いられたのだつた。徐々に Lucyはキリス ト教に関して悩むことが多くなり、12
歳のときに、家族から与えられた福音主義的信仰は崩れ去ろうとしていた。Lucyのいたメソ
ジス ト社会の偽善性と俗物根性に気付いたためである。19歳になる頃には、その社会に属する
ことを拒絶するようになつていた。
クリスチャンの家族の一員として過ごしたBostonの経験は、Green Knowe物語に大きな影
響を与えている。実際、T71`Crrir′γ`
4。/Gr``4K“θωιの冒頭部分における、館の最初のイメージ
はノアの箱船である。庭に置かれた、嵐のなか幼いイエスを肩にのせたSt ChristoPher像は守
護神のようであり、Susanの祖母の教義問答や、地獄の火や使徒信条などについての教えは
Boston自身の経験から描かれたに違いない。Mrs 01dknowがToHyに、祈ることや教会に行
くことなどの宗教的な行為を強制しなかったことや、キリス ト教を説くSusanの祖母が好印象
を与えるように描かれていないことは、Bostonの宗教生活に対する姿勢の現れだといえよう。
おそらくBostonは神と霊の存在は信 じており、宗教的な感情は自然との交わりなどを通して
自発的に生じてくるものだと考えていたのだと思われる。けれども、彼女はこの信仰を他人に
強制しようとはしなかつた。メソジス ト社会に公に加わることは拒絶したが、信仰まで拒絶し
たわけでは決 してなく、〃He[=Godl shall keep my soul undithat day….〃(BoStOn(1992)105)
と信 じながら、むしろ神を追い求めていたのだつた。Bostonは与えられた信仰を捨て、自分自
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身の信仰を見つけようとしていたといえる。両親から受けた宗教的拘束のために、却って自分
自身の宗教観を得ることになつたのだろう。その信仰への探求は作品の中でも行われている。
館における保護の力を持つサンクチュアリの追求は、神の追求に通ずる。館には過去の子ども
たちの霊が留まつているが、霊の留まる場所とは天国なのであろうか。実際の 3ostonの信仰
心に関しては自伝においても明確に語られず、彼女の作品から推察するにとどまるが、神を捜
し求めていたことは窺える。
Lucy M.Bostonの父方の祖父Peter Woodは医者であり、10エーカーの敷地に建てられた大
きな″Woodbanr邸に住み、その庭園には大きな礼拝堂も建てられていた。さらに息子である
Lucyの父親は市長であり、多くの召使いを従えた館に住み、″a leading family….The Wood
family speech and inanners were upper clastt arrogant and exclusive.″(3oston(1992)29)と、
Lucy自ら、一族が上流階級の一員であることを認めている。Lucyが″the thOught of him卜her
fatherl always brings reverence and 10ve〃(ibid.39)と感 じていた父親は、彼女が6歳のときに
亡くなり、それ以後Lucyはよく母親 と衝突した。母親は、″I[=Lucyl was nakedly na市eノhad nO
demureness′and no boundaries,″(ibid.99)というLucyを理解することができず、常に彼女を
監視 していた。特に男性に関しては厳 しく注意を払つた。Lucyはそのような母親を拒絶し、
折りあるごとに慣習を無視 した大胆な行動に至る。男性との関係についていえば、Lucyは単
純素朴な態度で男性 と接し、大抵それが後に誤 りを犯す原因となつたため、苦労したようであ
る。最終的に1917年に親戚のHaroldと結婚し息子 Peterが生まれたが、1935年に離婚する。
このような人間関係の問題や人との別れ、戦争などの辛い経験を経て、Lucyは我が道を行く
強さを身につけた。そのような生きていく上での強靱さは、ス
“
E“ι
“
y′
`Gr``“
K“οωθにおいて
館を乗っ取ろうとする魔女から館を守ろうとする姿など、Mrs 01dknowのなかに顕著に見ら
れる。Bostonは自分の苦しみや悲しみ、強い欲望などを作品の中で直接表現してはいない。し
かしながら、Mrs oldknowがBOstOn同様、辛苦の日々を経てきたことは想像に難くない。な
ぜなら、Mrs oldknowは人の痛みを理解する暖かい心と、子どもたちと館を守り、導き、癒
していく強い力を持つている。このような要素を持ちうるのは、自らも苦しい経験を乗 り越え
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てきた者だけであり、従って、Mrs Oldknowもまた順風満帆に生きてきたのではないだろう
ことが推測できるのである。Mrs Oldknowの後ろに紆余曲折を経たBostonの姿が透けて見え
る。
館もまた、常にそこで起こった出来事を見つめ、すべてを内に吸収する力を持つている。
Boslonは何事でも受け止める力を持った人物になることを望み、その願いを館に託したと思わ
れる。その結果、館はあらゆる出来事を飲み込んだGreen Knowe物語の核となったのである。
長い年月建ち続けている間に、Green Knoweの館は、難民の子どもPingが館に打ち明けた、逃
亡ゴリラの秘密をはじめとして、数々の秘密を内包 してきた。"The house′like a perfect
confidante′gave no sign that One lnore secret had been given it.‖(ASサη
“
g″α′Grιθ
“
K“θυθ
108)という描写からも明らかであるように、館は沈黙の内に、幾多の秘密を受けとめる。Tolly
はよく、この館の秘密の部分を見つけようと挑戦し、例えば、馬の名前″Feste″と書かれた板切
れや、過去の子どもたちTobyやAlexander、Lillnetの玩具、Susanの玩具箱、隠された宝石など、
多様な過去の遺物を発見する。それらすべてが、時の層のなかに埋もれていたものである。館
に見られる過去の残存物は時の重みを反映しており、館は時を具現化したものだといえる。
また、BostOnはパッチワーク (Patchwork)の作 り手としても知られている。初めて製作 し
たのは1938年のことだったが、本格的に始めたのは1950年代の半ばからである。古いパッチ
ワークを修理 したり、自作のものを創作したりしたが、その作品はカーテンやベッドカバー、
クッションとして形になった。館にあるすべてのベッドを自作のパッチワークで覆つていたと
いう (D.BOston(1995)1-15)。Bostonはパッチワークについて次のように述べている。
I had been repairing the old patchwOrk curtains hanging in the dining roonし in
which every piece of material was pre-1803.As one turned over the foldtt it was easy
to pick out the clothes Of the wh01e household′young′adult and old′everyday or
beSt master or rnaid。(ibid.15)
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パッチワークに用いられる布地は、通常、洋服などを作ったときの端切れである。そのため、
布の断片は過去の遺物であり、多様な布片を用いて出来上がった細かい模様のなかには、様々
な人々の歴史が縫い込まれていることになる。Bostonは過去の記憶を内包 した館で、その記憶
を紡ぎ出すかのようにパッチワークを縫い合わせ、記憶を目に見える形で記録 したのである。
その作業は、“Out of this study of ra宙shing hand‐printed muslins,cottons and cambrics
→ he quality Of the llllaterials themselves was a joy to the eyes and ingers―一came the idea
for abθ chimney〆Grett K“7θ."(ibid.10とBostonが述べているように、物語の創作とも
相互作用を成していた。時や記憶を具現化するという意味において、物語を紡ぐことと布を継
ぎ合わせることは同質の行為である。Showalterは、アメリカ女性文化と著作の共通の糸とし
てパッチワークキル ト(qui10を取り上げ、キル ト製作は家の中に閉じこめられている女性に「独
創性の拐Jけ口」(230)を与えるものであり、その過程は、「言葉や文、短編や小説の構成、作品
を統一するイメージ、モティーフ、象徴のレベルで、創作の過程と対応」(230し、「繋ぐこと
とパッチワークは女性の美学、女性の連帯、女性の生存のための政策の比喩」(223)だとしてい
る。キル トは女性の人生、文化の表象である。布を繋ぎあわせることは物語を描くことであり、
それは記憶を伝えること、前の世代から受け継いだものを次代へと繋ぐことである。その意味
で、Bostonは記憶の守り手であり伝達者である。そして、その要素をMrs 01dk■owに反映さ
せている。
Green Knowe物語において、館の要素に加えて注目すべきは「老人Jが中心的存在となつて
いることである。Mrs Oldk■owが時と霊の堆積を体験することができたのは、その年齢に因
るところもあったに違いない。換言すれば、この作品は、Boston自身が生きてきた時の堆積な
くしては生まれ得なかったともいえる。さらに、Mrs Oldknowは懐古趣味のように感傷的に
館に思いを寄せたのではなく、子どもたちとともに今ある館を楽 しむこともできた。脇(78)は、
肖像画に描かれた子どもたちを出現させたのは、Mrs OldknOwのなかに潜む子どもであった
と指摘する。夫人自身が子どもの部分を十分に持っていたからこそ、子どもたちと共に館の秘
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密を楽 しむことが可能になつたのである。子どもたちとの館での出来事は、彼女が館の過去だ
けでなく、現在をも生きたことを意味している。これは、老人から子どもへの「生」の引き継
ぎであり、過去の人々の 「生」の上に現在があることを示し、新たな「生」を生み出す女性の
姿をも示唆している。
Bostonは館を独立した存在として捉え、周囲の風景よりも館そのものに情熱を注ぐ。Boston
自身、自らの館についての想いを次のように語つている。
Green Kno■ve′the hOuse lνhich is the underlying symbolin all my books/is where I
live...I getly五cal about it.I think of it as a miracle′and nobody ever felt that they
owned a lniracle′sO I Inust be acquitted of boasting,(BostOn(1963)216)
Bostonは、子 どもたちのために、子 どもたちについて書 くように促すような、″miracle〃を秘め
た館 に住 んでい ることに喜び を感 じている。T7r`働加ηり げ G“ιtt K“θω`(1958)で、MIS.
C)ldknowが"You rnight(Ineet someone else)′if yOu listen to the house and try to catch it when
it doesnit know youire looking.Iぜs full f secrets.‖(17)とい うように、館の力によつて生まれて
きた物語は、Bostonと館 の対話であ り、館は物語構成の柱であり、主題 となつている。
Rose(56-57)は、時の流れ における人間の行動について、″._all human acuons are
incomplete in tiIIne′ that for ever act there remains a residue of unfilled intention which
stretches out beyOnd the event itself..:″と述べる。Bostonが強 く執着 して書いた館はその
〃residue″を内に含み、今に至るまでそれを伝えている。Green Knoweの物語における究極的
なテーマは"All umes are one Time.‖とい うBostonの信念であろう。彼女は共存する時を認識
し、館はそれを象徴 している。時に対する Bostonの信念は、生けるものすべてと交わ りたい
とい う願いや、時を超えて人は繋がるとい う、人間の命への解釈に繋がっていく。Hollindale
(1991′6)は、Green Knowe物語は、時の旅、空間の旅、民族の境界を超える旅、そ して種の境
界を超える旅の物語だとい う。 これ らの旅では、「老人 と若者の、現在 と過去の、人間 と動物
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の、人間と自然の間の友情と調和」が「共感と客観性がうまくバランスをとつた」(Rose 68-69)
状態で館のなかに存在しているのである。
以上のように、BOstonは自らの人生を物語にカロ味し、館 と人間の親密な関係を扱った物語を
創 り上げた。人間なしでは館は何の意味も持たず、人間の住まない館は単なる器と化すことを
示唆しながら、館の中で生きた人々が時の流れの中で繋がっていく様を描き出している。館の
なかに堆積 した過去を記憶 し、伝えていくことのできる女性を物語の中心に据え、彼女のなか
に自分自身の時の堆積をも反映させたのである。
(2)時間と空間の接点としての「家」の定義―Philippa lpearceの描く時の堆積
次に、第二章 1-(3)「子どもの成長する場所」においても述べた Philippa PearceのTo“t
M″″ルナG″r′θ″に再び触れ、本作品における時の要素を含んだ家と、家の記憶を体現するかの
ような女性像について考察する。
Tomの預けられた Kitson家は一軒の館を区切つてアパー トにしたもので、叔父夫婦はその
二階に住んでいる。ある夜、階下の大時計が13時を打つのに誘われてTomが外へ出ると、そ
こには花の咲きみだれる庭園が広がっていた。その庭園は昼間のアパー トには存在せず、真夜
中にのみ現れる。Tomは毎晩のようにそこを訪れるが、その姿は庭園で出会った少女Hattyと
庭師のAbelにしか見えない。TOmはHattyと庭園で楽しい時間を過ごすが、庭園に流れる時
間は一定ではなく、時には時間が後戻りすることもある。この物語の舞台であり、かつ別世界
への入 り口になっているのは年代を経た館と庭園であり、Tomは館の大時計に導かれるかのよ
うに、真夜中にしか現れない庭に足を踏み入れる。第一章で述べたえTrαυ
`IIθ
γれT滋`やGreen
Knowe物語と同様に、「館」が物語の非常に重要な役割を示す作品である。以下の引用部分か
らも分かるように、初めて Tomが庭園へと踏み出して行く場面では、月の光に照らされた館
が細部に至るまで生きているかのように描かれ、まるで静かに息づく館自身が Tomを誘つて
いるかのようである。
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The only illunlinatiOn was a sideways shant of rn。。nlight through he long window
part way up the stairs.ToIIII felt his way downstairs and into the hall....Here he
lャas checked.He could find the grandfather clock a tall and ancient figure of black
in the lesser blackness――...・Hurry!hurrylthe house seemed to whisper round hiln,
The hour is passing…. . . . .・TOm Opened the door wide and let in th,
moonlight.It flooded in/as bright as daylight――the white daylight that comes before
the full rising of the sun.….a greatlawn where■owerb ds bloomed,(18-20)
館と同様に、″grandfather c10ck″はMrs.Bartholomewの所有物であり、現在と過去を繋ぐ「時」
の接点のひとつとなつている。
この物語の軸としてTomとHa町それぞれの住む世界があり、二つの時間が庭園を中心に交
錯 していると考えられる。Tomは主として三つの家を移動していくが、両親・弟と住むLong
家は自分のそして兄弟の領域であり、叔父夫婦のいる現代の庭のないアパー トは、Tomがひと
り家族から離れ、遊び相手を求めて孤独な日々を過ごす囚われの場であり、真夜中の庭は叔父
の家で孤独に過ごすTomと、母親の死後引き取られた伯母の家で疎外感を味わうHattyの王国
であつた。庭は二人にとつて、自らの居心地の良い避難所であり、二人きりの世界を構築でき
る場所である。Hattyの叔母や従兄のJamesが〃.…she loves Only to be alone in the garden.″
(138)と話すように、Hattyは庭園に固執する。またTom自身が″.…he was a boy and this was
the garden for a boy.″(85)というように、庭園は子どもの秘密を抱えた幼年時代を具現化して
いる。文学における「庭」のイメージは様々に論じられてきており、安藤の指摘するように (124)、
庭園は「社会的因襲から自由な、限定された個人的空間」であり、「親によつて保護された幼
年時代という<限定された自由が保障された時代>の隠喩」だともいえようし、人間が家族や
階級の束縛を受けながら生きていくことへの象徴だとも考えられる。そして、この庭園には「永
遠性」と「死や悲 しみ」の二重の象徴をもつイチイの本が配されてお り、囲まれ、閉ざされ、
夢でしか移動できないが、だからこそ日常的な時の限界を超えて心の中にいつまでも存在し、
115
人生の核ともなる子ども時代を示す場に相応 しいといえる。
Tomは、何度も現実のKitsOn家と庭園とを往来することになるが、その度に庭園は一日のう
ちの様々な時間、違った天気や季節を見せる。Tomは毎晩Hattyに会っているつもりでも、そ
の度にH試サは成長してお り、最後にTomが冬の庭園で会つた時、Hattyはすでに大人の女性に
なっている。庭園では明らかにTomの住む世界とは異なる時間が流れているのである。Tomが
最終的に両親と弟のいる家へ戻る前 日の夜、庭園は消滅する。それを知 り悲鳴をあげるTomの
声を聞いた、このアパー トの家主Mrs.Bartholomewは、朝になつてTomを呼び寄せる。謝罪に
赴いたTomが、彼女こそH激サであることを知 り抱擁を交わすところで物語は閉じる。
Tomの生きる現実世界では、Mrs.Bartholomewがひとり孤独な日々を過ごしていた。そし
て、Tomのいたこの夏、彼女は子ども時代の日々を夢に見ながら過去を回想 していた。この二
人の心が、古くからそこに存在し様々な出来事を内包 してきた館と庭園という場所で出会い、
かけがえのない子ども時代を共有することになったという構造である。
二人が時を超えて出会 うために、物語のなかには「時」の象徴となる要素がちりばめられて
いる。Hattyの少女時代から変わらず邸宅のなかにあり、13時を打つて Tomを真夜中の庭ヘ
誘 う大時計は「現実世界」を表すとともに、邸宅と同様、過去との接点にもなつている。文字
盤には時間の管理人を思わせる天使が″.…there shOuld be ume n0 10nger.…〃(159)という黙
示録の言葉と共に描かれ、Tomの別世界での経験の終了 (‐庭園の消滅)と、TomとHatty
の二つの時間の最終的な融合を暗示する。
さらに、TomとHattyがスケー トで下る凍結した川には、戻すことのできない線状の時の流
れが感 じられ、その先には、〃Exchanged Time for Eternity″(184)と刻まれた碑のある大聖堂が
あり、そこで二人は塔の番人(tower―keeper)から ″′Time′一′time to go down′″(189)とファンタ
ジー世界の終焉を告げられる。そして、川の旅の終わりで、大人の女性へと成長したHattyは、
もはやTomの姿を見ることができない。
その他にもHattyの子ども部屋とKitsOn家でのTomの部屋、階下の大時計とTomの部屋
の時計、Hattyが隠し、Tomの現在において見つけられるスケー ト靴、Hattyとの旅の途中の
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大聖堂におけるPeterとの遭遇など、時の不思議を深く考えさせる工夫が多々見られる。この
ように「時間とは何か」が作品のひとつのテーマであり、今までにもこの作品を論じるために
様々な時間論が展開されている。Pearce自身はJハL Dunneのス"Eχ′θγttg″′所働 π″θ(1927)
を読み、夢の作用や時間の枠組みなどについてのヒン トを得たと述べているが (NatOv and
DeLuca 78)、これは航空技師であるDunneが夢実験を行い、自身の夢の中に過去と未来の出
来事が現れたことから、夢の世界では線上に進む通常の時間軸から離れて、過去にも未来にも
飛ぶことができるとしたものである。
物語に描かれる「家」には、二種類の時間の様相が現れる。時間には、「流れゆく時間」と
してのクロノス (ギリシャ神話の時間神)の時間と、「ここぞという好機」としてのカイロス
(同神話の好機を司る男性神)の時間があるといわれる。つまり、ひとつには、計器で計るこ
とのできる、決められた順序で過去から未来へ向けて一様に流れる時間、いい換えれば、死ヘ
向かって直進する有限な時間があり、もうひとつは、我々の心の中にある、「私たちが自分自
身で創 り出した固有の時間・・・過去と未来や、昼と夜などの相反する事柄が同時に進行 し、
その流れは可逆的であったり、速さも一定ではない」(松田 151)時間があると考えられる。
後者について、Bachelardは「すべての真実な詩の中に、停止した時間、尺度にはしたがわな
い時間、つまり、川の水や過ぎゆく風とともに水平的に逃げ去ってしまう普通一般の時間と区
別するため、特に「垂直的」と呼んでみたい時間の要素を見出すことができる。」(『瞬間の直
観』126)と説明し、垂直的時間を「詩的瞬間」と呼んでいる。
Green Knowe物語、助協Ъ Mj′
“
なん
'Gα
rルれ、ス TrαυθJ:θr′
“
Tilrtιのいずれにおいても、これ
ら二つの時間が交錯するなかで、垂直的時間、カイロスの時間を描 くことで物語が構築 されて
いる。例えば To77rt MjれなたιG″ァル4においては、クロノスの時間とはTomのKitson家での
日常の時間であり、それと交差するカイロスの時間とはTomの真夜中の庭での経験にあたる。
また、Tomは、Hattyとの時間を共有しようと「時間」の謎を解き進めていくうちに、 ″You
rnight say that different people have different tilnes/although Of cOurse′they′re really all bits
ofthe same big Time.″(172)と考えるが、これが線状に流れる時間と交差する個人的な時間を示
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しているといえよう。Pearceは時間を「流れるもの」としてではなく、「堆積 していくもの」
だととらえ、子ども時代の思い出の上に自分は生きているのであり、前の世代の人々[=過去の
時間〕といつも繋がつているのだと述べている (「ふたつの時間の出会 う場所」)。
これらの物語において、人間は継起的時間の中に存在しているが、「一人の人間が別の人間
の過去の中に入 りこみ、そこで<現在>を共有する」(松田 157)こと、「人間の内なる心の世
界には固有の時間があり、それが他者の固有の時間と重なり合 うことにより、至福の<いま>
(永遠性)を生み出すことができること」(同書 159)が示されている。上野瞭が「人間の個
別的時間を知ることは・・ 。その人間の価値を知ることにつながつている」(79)と述べている
ように、TomはMrs.Barth010nlewの時間を知ることによつて、ひとりの女性の価値ある生き
様と「他人の「過去」が「現在」を生きる人間にとつて大切な意味がある」(同書 78)ことを理
解 し、最終的にMrs.Barth010mewのなかにHattyの姿を見る。ここでのMrs.Bartholomew
の「時間」とは、Tomに自分の生きてきた人生を語るときの、″.…nothing stands still′except
in our memOry….″(223)という彼女の言葉どおり、個人の記憶であるともいえる。押し込めて
いた思いや子ども時代の記憶が何かをきっかけに触れあい、新たな時を紡ぎ出すことになるの
である。結果的に、Tomは時間を超えてヴィク トリア時代まで旅をしたのか、それとも Mrs.
Barth010mewの夢のなかに入 り込んで、Hattyとの時間を共有したのか二通 りの解釈が可能で
ある。どちらにしても、細部においては矛盾が生じるため、読者それぞれの解釈に委ねられる。
しかし、このTomとHattyの出会いにおいて共通 していえることは、Krips(64)が示すように、
二人が共有しているのは「記憶」であり、これは老女になったHattyのなかの核―″inner cOre〃
″a sense of self〃(ibid.65)一である「子ども」の部分%の現れでもあるという点である。Mrs。
Barth010mewの「夢」が「記憶」を留め、TomとHattyの心と時間が重なつた結果、二人の
出会いが実現したのだといえる。
物語において、登場人物つまり「家Jの居住者は、「自分の時間を自分の空間としてとらえ
て」おり (Bachelard『瞬間の直観』113)、「家」は、「時間」と「空間」の接点として存在す
る。その時、「家」は水平的時間の中に縛 られている存在を解放する役割を果たしている。さ
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らに、人間の思い出とは多くの瞬間の記憶であるわけだが、「家」は人の記憶の堆積を具現化
したもの、記憶の集積を空間化したものとして存在する。物語に登場する「家」には、″the human
fears and is01ation/the deep passions and strong earthy loyalties...reverence for inemory.″
(BOStOn(1992)258)を含んだ過去の様相が現在に至るまで生き続け、「家」は常に様々な時代を
甦らせることができるものとして存在 している。
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結 論
イギリス児童文学における、Lucy M.Boston、Alison Utiey、Beatrix Potter、A.A.Milne、
Kenneth Grahame、Edith Nesbit、Jo M.Barrie、PhiliPPa Pearceの作品を、「家」に焦点を当て
て分析 してきた。結果、本論文で取 り上げた作品に関しては、次のことを明確にすることがで
きたと考える。
「建物としての家」を見た場合、特にBostonとUttleyの作品では、古い石の「館」の特異性が
顕著であつた。両者の作品において、石から喚起されるイメージ、すなわち「堅固さ、土台」「統
一、強さ、団結」「証言と記憶」が具現化された 「館」は、別の時代との接点となり、居住者が
時を超えて出会 う場であり、過去を示唆すると同時に現在に生きる人々を支える存在となつた。
物語では「館」が内包する時の連続性と、時を問わず館を通じて繋がる人の姿が強調されてお
り、さらに言えば、物語は′`the most secure roots/the mOst stable domestic foundations′′(Dewan
17)である「館」を土台としたからこそ、成立したともいえよう。時の堆積のなかで人と人とを
繋ぎ、時と人とを融合させるという、素材としての石の力を昇華させることで、より家の力が
明確となった。
Potter、Milne、Grahameの動物ファンタジー作品では、擬人化された登場人物と自然のなか
に置かれた 「家」との関係を分析した。Potterの作品からは、物語の始点と終点である、母親
の管理下にある「家」の様相や、子どもの冒険と「家」の関係を考察し、子どもが戻るべき場
所としての 「家」が詳らかになった。Milneの作品においては、登場人物の性格や行動が、物
語世界における家の配置に反映され、「家」自体にも登場人物の性質が顕著に反映されている
点が明らかとなつた。すべての家が居住者にとつて快適で落ち着いた場所となつてお り、特に
常に食べ物を供給する場である「楽曰」としての家の有り様が強調される。このような家の存
在が物語世界の基盤となっていることがわかる。Grahameの作品においては、川辺の世界に生
きる、主たる登場人物である四動物は男性として描かれ、限定された男の世界として構成され
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ている。ここには、イギリスの階級社会を反映し、世代継承されてきた「権力の館」が、人の
交わる家、友情の象徴としての家へと変化していく過程が、自然の移 り変わりと共に顕著に現
れている。以上の通 り、Potter、Milne、Grahameの作品からは共通して、自然のなかにおかれ
た「家」の力の様相が明確となった。
さらに、第二章では「人の生きる家」に焦点を当てて考察している。「空間は名づけられる
ことによつて人間に承認され」(レルフ 59)、「場所は・・ 。人間の信念によって特徴づけられ」
(ibid.30)、「特別な出会いや体験を通じて、知覚空間は場所あるいは特別な個人的意味の中心ヘ
と様々に分化する」(ibid.49)といわれるように、「家」は人が関わること、人に住まわれること
によって、その個性を豊かにし、物語を生み出す。建物としての「家」のみならず、そこに生
きる人間に焦点を当ててみると、子どもたちの遊び空間としての「家」、家族の食べる空間と
しての 「家」の姿が立ち現れてきた。
Nesbitは、子どもの遊び空間としての「子ども部屋」を、想像の広がる世界という点を強調
して描いている。「部屋Jという枠を越えて、子どもが遊びの世界を広げていく過程に着眼し、
物語が「子ども部屋」で培われた要素から構築されているという特質を有することを明らかに
した。動
`Sチ
οッグルι Tr“s夕″Sι
`た
ιrsのシリーズでは、リアリズムの手法で、Fブυ`G″ノrθ“
α
“
′I′
ではファンタジーの手法で、いずれの作品においても遊び空間としての子ども部屋の広がりを
示 している。Barrieの作品からは、冒険の出発点また帰着点であり、子どもの冒険の基点かつ
物語の基盤となる「子ども部屋」の有 り様が顕著である。さらに、Milneの作品を「子ども部
屋」の構造という点から分析すると、Milneが自身とともに息子の現実の子ども時代の体験を
物語に盛 り込み、重層的な子ども部屋空間を創 り出したことがわかる。「子ども部屋」の二重
構造性と、Wi4“づι‐働aPθたの多層的な物語構造とが融合することで、物語をより深みのある重
厚な作品とすることを可能にした。また一方で、子どもたちが′さ身共に成長する「家」という
観点で考えた場合、「家」が「食べる」場所として機能している点を軽視することはできない。
Pearceは、自身が紡いだ大半の物語の柱に「食」の時間を設け、その点を強調していることは
明らかである。それはリアリズム作品においても、ファンタジー作品においても同様であり、
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Pearceが、子どもが 「食べる」こととは「生きる」ことに他ならないと考えていたことを示唆
しているといえよう。NesbitからPearceに至るいずれの作品のおいても、「子ども部屋」とは、
子どもが外の世界に出て行く前に、最初に自己を確立し、世界観を確立する場所であることが
描かれており、ここに「子ども部屋」というトポスの構造、重要性が明確に見て取れる。
最終章では、再びBostOnとPearceの作品から、世代が代わつても人々が生き続け、その様を
常に見つめている「家」を「記憶の堆積としての家」と位置づけ、「時」と「女性」という観
点から探っている。“A home is a world in which a person can create a materialenvironment
that embodies what he or she considers sigjicant.In this sense,the home becomes the
most powerful sign Ofthe self of the inhabitant who dweus within."(Csikszentmihalyi and
Rochberg‐Halton 122-23)と述べられるように、人の生きる「家」では、個々の思いが具現化
された形で 「家Jが構築されていく。そして、そこには生きてきた人々の記憶が堆積 される。
「家」における記憶の堆積は、BostonとPearceの作品において顕著であり、家における時の連
続性、ひいては永続性を強く感 じさせる効果の一端を担っている。このような時の推移や連続
など、時の要素を多分に感 じさせる石の「館」の物語を考察すると、「家」とは、「時間」と「空
間」の接点として存在するものであることが明確となり、そこに住まう女性の登場人物の役割
が重要なものとして指摘できる。女性が家を守り伝えることとは、そこに住まう人々を見守 り、
彼らについての物語を記憶し、伝達することなのである。
以上見てきたように、イギリス児童文学には、リアリズムであれファンタジーであれ、作品
の構造や展開において「家」が重要な要素を担い、「家」の力を機能させる形で創作した作品
が多いと考えられる。石など材質の特性を有効に取込むことで、物語で時の層を表現し、イギ
リス社会を反映した、独特の児童文学を形成することに成功しているのである。イギリス児童
文学に描かれた 「家」の力は、このような材質を含めた家の構造、居住者との関わりという
点において、原作者にとつて明らかに重要なものとして認識されており、物語における「家」
がそれぞれの時代の社会状況を反映しながら居住者をどのように受け入れ、その性質や心情を
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いかに反映 したのか、またその逆に、「家」が居住者にもたらした影響とは何か、という点が
明確となったと考える。
一方、本研究を進めるうえで、今後深めていかねばならない課題が多数あることはいうまで
もない。本論文では、児童文学において数多くの家に関する作品があるなかで、今回考察の対
象としたのは限られた作品のみであり、特にイギリスにおける中産階級の家を描いた作品への
言及のみにとどまった点はまず挙げなくてはならない。イギリス児童文学を考えるうえで社会
的階級性は無視できない視点であり、さらに検討作品の幅を広げていく必要性を感 じている。
また、ナニーやガヴァネスなど、家のなかで子どもと関わる人物に十分な考察が及んでいない
点も大きな課題である。周知の通り、子どもと世界を繋ぐ大人の役割には無視できないものが
あり、子どもの生活空間を広げる意味において、本研究においても彼らが担 う役割は重要な視
点としてさらに考察されるべきである。よつて、子どもと関わる大人という視点を踏まえつつ、
作品分析を進めたいと考えている。
課題は重く重要であり、その検討なしに本研究は深めていくことはできないであろう。しか
し、本研究は緒についたばかりであり、それら課題を一つ一つ克服 していくことで、児童文学
における「家」の力をさらに明確化できるものと確信 している。今後、イギリスのみならず英
語圏の作品を中心に、児童文学における家の物語の様相をさらなる考察をすすめ、「児童文学
における (家〉物語の系譜」として体系化することを展望としたい。
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注1生前Boston夫人自身は、この家は1120年に建築されたといい、息子のPeterは1150年頃の
建築だと話していたという (D.Boston(1995)121)。
2 william l世時代 (1066-1087)からRichard l世時代(1189-1199)にかけてアングロ・サクソ
ンの人々によって作られた建築を「ノルマン様式」という。半円アーチや厚い壁が特色の重
厚なスタイルだが、これはフランスの「ロマネスク様式」を取り入れたものと考えられてい
る。
3実際にモデルとなったLucy BostOnの住んだ館は、Payne Osmundsenによつて建てられたも
のであり、Osmund d′Aulneauxの名前と 類似が見られる。
4ィングラン ド中東部 Lincolnshireで取れる、固い貝殻のような魚卵状石灰岩で、イングラン
ド東部の大聖堂などに用いられている。
5″Peter Rabbit books″とされる一連のシリーズは、19o2年に出版された動`物IιげPι′ιγ ttbb′チ
を皮切 りに、Nursery Rhymes絵本2冊を含み、またPotterの死後出版されたものは省くと、
23巻が現在においても出版されている。
6「行きて帰 りし物語」とは、J.R.R.Tolkienの作品タイ トル 動`Hοbbil′θγ動`“α″′Bαεた
スgr7'″
(1937)から取られた言葉である。これは、主人公Bilbo Baggins(Hobbit族の小人)が宝探し
と竜退治の冒険の旅に出て、数々の難問を克服 し、旅の目的を果たして無事に故郷に帰って
くるという物語であり、この言葉は、家 (=出発地)を出て旅をし、また元の家 (帰着地)
に戻つてくるという枠組が顕著な物語のことを指す。
7 car01e Scott.〃Cl hed in Nature or Nature Clothed:Dress asヽletaphor in the lllustrations of
Beatrix Potter and C.M.Barker〃CIIj:′″
“
色Lit` αチタ■3 Vol.22.1994ジⅣl.Daphne Kutzer.B`αιγ
`χPοチォ
`γ
―WrJ′J“g′″Cθ′らRoutledge′2003′Ruth Ko MaCDOnald.Bι″′γゴχ Pθチチ″.Twayne
Publishers′1986L4aria Nikolaleva and Carole Scott.Hoω Pた′夕r`bθtt Warた.R u ledge′2000.
など、洋服に関する分析は多々見られる。
8ヵモミール(chamomile)は、ヨーロッパから西アジアにかけて分布 し、4000年以上前から薬
用植物として用いられてきたといわれる、甘い香 りと苦みがあるハープである (和名カミツ
レ)。 数種類あるが、茶として用いられるのは、Ceraman chamomileとRoman chamomileで
ある。Hughes(87)によると、19世紀において、カモミールティ(chamOmile tea)は「強壮成分
と痙攣を抑える効能があり、消化器官を丈夫にし、消化不良を改善してくれる」ものである
と書かれている。現代においてもその鎮静効果が認められ、医療やアロマセラピーの分野で、
不眠や神経過敏、ス トレスの緩和等のために用いられている。
9川崎 (1987′268)は、「森は明るく、そして暗い。聖であると同時に野蛮でもある 。・・魔性
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の空間でもある。」と述べている。
10例えば、Marie Hall Etsの絵本 I“ル
`For`s,(1944)に
は、Wi“
“
Jθイカι―Pθθたの物語との類似点
が多く見られる。この作品では、少年と動物たちが森の中で行列して散歩し、お菓子を食ベ
て遊び、最後に少年は父親とともに現実世界へと戻っていく。父親が物語世界に入つた子ど
もを連れて帰るという構成も、Poohの物語と同様である。
1l Russel Daviesは■
“
θs L:``ァαり S“′″
“
θ
“
′のなかで、〃In the P00h boOks′the trees preside:
they stand for the real and adult world′while ccominodating the fantasy―literallルsinCe
everyone l市e in a tree―unk house.〃(Thwaite(1992)80)と、この物語における木の重要性を
述べている。実際の ChristOpher Robinもまた数々のツリーハウスで遊んだことが、動ι
E“cた′
“` ″
P:″ε`s(C.Milne)第9章に詳しく書かれている。
12″smaCkerel″とはMilneの造語だと思われる。これはPigletがPoohの家を訪れた場面であ
り、Poohは'Nearly eleven o'c10ct‖と幸せそうにいった後で、"Youirejust in time for a little
smackerel of something′‖というと、顔を食器戸棚へ向ける。この文脈から考えて、
″smackerel″とは、「少量の食べ物、ちょっと一口」という意味だと考えられている。なお、
″smack″とは「味、風味」「(唇を)パクパクさせる (おいしいものを食べる時などの表況)」 を
意味する。
13 NII.Daphne KutzerによるE″′Jr`Ъ Clliι′
““
fE協′Jγθ θ I協′″ねJJsz j“CI′ssJσ Brづrisたc」7J:グ″“
Ъ
Bθθたs.(2000)では、Rudyard Kipling、Frances Hodgson Burnett、Edith Nesbit、Hugh Lofting、
A.A.Milne、Arthur Ransomeの作品が帝国のメタファーという観点から論じられている。ま
た、2006年10月28日に日本イギリス児童文学会第36回研究大会においても、「子どもの本
と大英帝国」と題され、「ユーイングとキプリング」(上石実可子)、「「ドリトル先生」と「ク
マのプーさん」」(菱田信彦)、 「「ナルニア」は何と戦ったのか」(戸田山みどり)といつたシ
ンポジウムが行われ、帝国的な視点からの解釈がなされた。
14作品中に Kangaを除いて女性の姿がないことやKangaの女性性についての言及は、
Frederick Crews.″Just Lack a WOman.〃、Peter Hunt.CPIf″r`“Ъ Lj``期
`夕
r`.(101-102)、谷本誠
剛、笹田裕子『現代英米児童文学評伝叢書4A.A.Milne』(45)等をはじめとして多々見られる。
15この作品の愛読者であり、劇化してToα′o/bα′HαJι(Methuen′1929)を書いたA.A.Milneは、
川辺の自然である 「美」とToadの冒険である「喜劇」の二つの要素について述べている。ま
た、ノスタルジアと場所への愛着を分析 したLois R.Kuznetsの″Toad Hall Revisited″
(CみjJ′γθ
“
/s LJたγα′
““
vol.7.Children′s Literature An lnternatiOnalJOurnal′1978)など、 先行論
文は多々発表 されている。
16 Margaret Lane.771`M昭
:θ 髭′rsげB“ナγjχ Pθナfθr(1978)′Judy Taylor.B`″
`γ
tt PθナチιだAr′isォ/
Stθry`ι::θγ″
“
グCθ
““
trl″θttα
“
(1986)メ猪熊葉子『ものいうウサギとヒキガエル』(1992)、Linda
Lear.3″frtt Pο′オ`
r―
AL枠′″助オツrθ(2007)などが挙げられる。
17この絵は、1890年にHlldesheimer&Faulknerによって買われ、クリスマスと新年用のカー
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ドとして売 り出され、その後、Frederic E.Weatherlyによる詩集AH′′  ttjrの挿絵として
世に出た。
18井野瀬によると (210)、植物の独占は、食の独占、薬の独占に繋がるため、植物に関する情
報や植物そのものを管理し、操作することは、植民地支配の鍵であつた。
19正式には The Nauonal Trust fOr Places of Historic lnterest or Natural Beautyと呼ばれるイ
ギリスの民間団体で、自然や史跡を保護し文化遺産として残すことを目的とする。社会活動
家 Octavia Hill、弁護士 Robert Hunter、牧師 Hardwicke Rawnsleyによって、1895年に設立
され、所有財産は城、領主館、著名人ゆかりの家、庭園、村落、海岸線、産業記念物、自然
遊歩道など広範囲にわたる。財政のほとんどは会員からの会費収入と一般からの寄付によつ
て支えられている。
20 Julia BriggsのスWo″′4o/P,SSiθηによると、乳母は子どもたちが好んだBriush Museumや
Madame Tussaudisへよく連れていくなど、楽しく充実した子ども時代を過ごさせたことが窺
える。
21ここで子ども部屋がldingy breakfast―r00m'となっているのは、この部屋が不動産屋の図面上、
℃onvenient breakfast―■oom in basemenぜと書かれていたからである。
22 Briggs(5)によると、Nesbitが子どもの頃、パーティのために ドレスアップして兄たちと庭
にいるとき、Nesbitの恰好が花のように美しかったので (また、Nesbitは実際Daisyと呼ば
れていた)、兄たちが実際に彼女を花壇に植えてしまつたことがあつた。このことは、動θS′θr3/
0/171ι Tra′s“″Sιιルんのなかで、隣家のAlbertが襟にひだ飾 りのついたきちんとした身なりを
して、嫌々ながら6人の子 どもたちと一緒に庭を掘つていたとき、突然地面が崩れて穴に埋
まって しま うとい う場面の基にな|っている。またNesbit兄妹は、池に筏を浮かべてそれに乗
り、洞窟や ワニを想像 して海賊 ごっこをすることもあつた。
23砂の妖精Psammeadは、Fわ
`Cル
J:′γθπ α
“
′I′(1902)、T71ι PIIο
`″
″χ′
“
′ルθ Qηιf(1904)、ル
`
Sチθッげル` Arr7夕Jιt(1906)の3作に登場する。Zチュー トン神話のエルフは、神話の神々や人間と交渉 した りして活躍する背丈数インチの小
さな生き物であるが、明るい妖精 (ライ トエルフ)と暗い妖精 (ダー クエルフ)に分類でき
る。ダークエルフは地下に住む醜い黒い小人の妖精で、代表的なものは ドワーフであるが、
この妖精たちは何 らかの点で奇形で不格好でせむ しであつた り頭でつかちであつた りして、
洞穴や地下に住んでいる。
る ゴブ リン(Goblin)とは、家の暗い片隅に住み、悪戯好きだが家事の手伝をするといわれてい
る。ケル トの馬の女神エポナとも関係づけられてお り、子 どもと馬を特に好む。馬のたて髪
をくしけずつたり子 どもに食べ物を運んできた りするが、悪い子 どもをつねったりするとい
われる。
26ボギ_(Bogy)とは、人を驚かすゴブ リンで、意地が悪 く、人間に危害を加え、また騒々しい
音をたてるので、ポルターガイス トと同 じように見 られている。
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27 dryad(ドリュアス)は、ギリシア神話に登場する樹木の精であるニンフで、木と共に生ま
れ、本と運命を共にするとされる。
28 naiad(ナイアス)は、ギリシア神話に登場する川や泉に住む美しい少女の姿をした水の精。
29″The Three Wishes″は、NIImeヽ4arie Leprince de Beaurnontによるフェアリーテイルで、英
語では1757年に初めて動θ Yo“
“
gM:ssθs Magr7zJ“θに印刷された。Mme Beaumontによつて
明文化されるまでに、数百年間口承されてきた物語であり、9世紀のペルシアが起源だと思わ
れる BθοたげSi“′jb″′には、7番目の賢人が語る話として、親切な悪魔から二つの願い事をか
なえるn/L文を教わつた男の話が含まれている。また、Mme Beaumontの話とよく似た異話と
して、Charles Perraultの「おろかな願い」(″Les Souhaits ridicules″′1963)がある。また、W.
W.JaCObSによつて書き換えられた物語″The Monkey′s Paw″など、「3つの願い」というモチ
ーフからヒン トを得た物語は多数見られる。
30 christOpher Robinの子ども時代についてはルιE“ε乃′″′
`グ
Pι″ε
“
に詳しく、Christopher自
身が自らの家庭は中産階級のものであったと述べ(33)、家にはコックとすニーをはじめとする
召使いがいたことについて書かれノている。
31 MilneはPoohという白鳥の名前について、″ThisI=P00hlis a very fine name for a swan′
because if you call him and he dOesn′tcome(w ich iS a thing swans are good at)then you
can pretend that yOu were just saying″Pooh!″to show hOw little you wantetd him.″と語つて
ヤヽる (Thwaite(1992)58)。
32 ThwaiしAnn/A.ス.M″:HおL:ル(388)には 〃It was notthe marriage Alan Milne had
dreamed of.It was notthe sOrt ofrnarriage his parents had had′those warm Victorians in
their dOuble bed′′と書かれ、また T″BrゴJ:ル
“` Cα
γγ力γo/Wim4f`―″ιPθθ力(137)には、1930年
代にはDaphneが定期的にアメリカを訪れ、Milne夫妻は別居生活が多 く、Daphneはアメリ
カ人劇作家 Elmer Riceと、Milneは自作の舞台に何度か出演 していた女優の Leonora Corbett
と親 しかったことが記 されている。
33小型のソーセージをパイ皮に包lんで焼いたもので、pigs in a blanket、fr s in the iaCkets、
biscuit dOgs、wiener winks等と呼ばれることもある。元々、Wirstchen im schlafrOck
FSausage in a nightgownりと呼ばれるドイツ料理をイギリス人が取り入れたものである。
イギリスでは通常、ロース トされ′た肉の付け合わせとして出され、クリスマスに食べられる
ことが多い。なお、スコットランドや北イングラン ドでは、kilted sausagesと呼ばれる。
34″tea time〃とは通例、午後のお茶の時間帯をいう。特に〃tea″と呼ばれる食事(meal)の時間、
つまり″afternoon tea″(軽食を取りながら飲むお茶。紅茶と一緒にサンドイッチやスコーン
(scone)、手作 りのケーキ、ビスケット(bisquit)、バター付きパン(bread and butter)などを食
べるのが通例)の午後4時-5時頃、″high tea″(料理を食べながら飲むお茶で、「軽い夕食」
ともいうべきもので、元来、仕事から疲労と空腹を抱えて帰宅した労働者階級の人たちが早
めの夕食(supper)としたもの)の午後6時-6時半頃を指す。「茶を飲む」というより「食ベ
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る」という意味合いが強いので、″eat tea″という言い回しも使われる。 (三谷 61-116)
35川本(54)によると、「家庭の天使Jという名称は、Coventry Patmore(1823-96)の同名の詩 動ι
ス
“″
J Jη働
`HOッ
sθ(1854-63)に由来する。結婚の幸福をうたいあげ、妻の清らかな愛を讃えた
この詩は、センチメンタルで陳腐な内容の作品ではあつたが、広く一般に親 しまれていた。
そのなかで天使のごとく清らかな妻に捧げられた 「家庭の天使」なる名称が、やがて理想の
女性の呼称として定着 した。
36どんな人のなかにも存在する「子ども」の部分について、Peter Hollindale(1997)は″childness″
という語を用いて詳しく説明している。
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